















































さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。２
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　救世主を、殺せ──。




　二人の少女がもたらしたその言葉は、クエストを解いて戻ってきた俺おれたちを出迎えに来てくれていた人々の間に、その声の大きさ以上の衝撃をもって響き渡った。

　俺たち──俺、志し度ど義よし弥やと、クラスメイトにして剣も魔法もそつなく使いこなす柚ゆ比び坂さか杏あん奈な、威い力りよくはバカ高いが当たらない巨大トゲトゲ鉄球の使い手シェリス・ラフローリア、高い魔力を誇りながらも手加減できず周囲の敵味方全員を魔法に巻き込んでしまうティーナ・ディアボラによる四人のパーティ──は、難航していた『斧おのの広間にいる守護者を討とう伐ばつせよ』というクエストを攻略してきたのだ。

　つまり、ちょっとした凱がい旋せんだったわけで、確かにちょっと前までは祝福のムード一色だった。

　それが、一気に凍りついたかのように、活気が消えてしんと静まり返ってしまった。

　柚比坂は、長い黒くろ髪かみを指にくるくる巻き付けながら、少し不安げに俺へと視線を向けてきた。

　ティーナはポニーテールにまとめた綺き麗れいな銀色の髪かみを揺らしながら、いつものように表情一つ変えることなく果物を取り出し、一口かじった。

　実の姉である学院長と抱き合って喜びを分かち合っていたシェリスは、学院長の豊かな胸からピンク髪ふわふわツインテールの頭を上げ、不安に押し潰つぶされそうな顔で目元に涙を浮かべていた。

　と、とにかく、こういうときは落ち着かなければ。

　我が身に関かかわる一大事に自分にそう言い聞かせて、一度大きく深呼吸して、

「ええと、委員長。そちらのお二人は……？」

　祝福に駆けつけてくれた最強の聖せい騎き士し、プラチナブロンドの巻き髪がドリルのような委員長ことリムル・アシュリーナに尋ねた。

「ああ、二人とも我が『聖なる盾隊』のメンバーで、エルフの弓使いレーナ・ラフクラートと」

　委員長に名を呼ばれて、クエストの内容を口にした赤毛で外ハネショートの女の子が、エルフ特有の尖とがった耳をぴくぴくと動かしながら、軽く会え釈しやくをした。

　この世界ではお決まりのビキニアーマー（革製）を着て、背中にロングボウを背負い、腰から矢や筒づつを提さげていた。走ってきた様子や表情などから、とても活発そうな印象を受ける。シェリスといい勝負というか、弓を引くのにとても適した、凹おう凸とつの少ない身体からだつきをしていた。












「猛もう獣じゆう使いのサリナ・イブラースだ」

　青い髪かみを無む造ぞう作さに結んだ方の女の子が、胸にウサギを抱いたまま、大慌てでぺこりとお辞じ儀ぎをした。足下の二羽のウサギも、一緒にぺこりと頭を下げたりしているあたり、猛獣使いとしての実力は確かなのだろう。とはいえ、来るときに転んだりしていたし、ちょっとマイペースというか、活発そうなレーナとは正反対の印象だった。

　レーナ同様に革製のビキニアーマー姿で、腰には丸めたウィップを吊つっていた。レーナよりふっくらした感じだが、もちろん、我がパーティが誇る超高校生級の柚ゆ比び坂さかバストはもちろん、ティーナの美乳にも遠く及んでいない。

「猛獣って、そのウサギさんたちのこと？」

　サリナが引き連れている可愛かわいらしいウサギたちを見やって、柚比坂がくすりと笑った。

「いや、こういう世界ではウサギも侮あなどらない方がいいぜ。力を溜ためて突進してきたり、一撃で首を刎はねてくる凶悪なウサギだっているかもしれない」

「ほう、良く知っているな、救世主殿どの」

　感心したように、委員長が腕組みをしてうなずいた。

「サリナのウサギたちはまさにクビハネウサギという種類で、熟じゆく練れんの冒険者や大型モンスターでも避けて通る危険度の高いウサギだ。可愛いからって迂う闊かつに頭を撫なでようなどと思おうものなら首を飛ばされるぞ」

「げ、マジで即死系のウサギかよ……」

　大人しそうな顔をして、そんなウサギを何羽も手なずけているとか、さすが最強パーティの一員と言うべきか。

「ヨシュア殿、だいぶ話が逸それている」

　果物を食べる手を止めて、ティーナが言った。

「確かに。本題は困ったクエストだったな」

　俺おれは腕を組んでちょっと考え込み、そして少し躊躇ためらいつつも覚悟を決めて、

「なあ、シェリス。今さら改めて言うのもなんだが、そのゴスロリアーマー、可愛らしくてすごく似合ってると思う」

　と言った。少し声がうわずってしまったのは、覚悟を決めたとはいえ、このあと訪れる運命がやっぱり怖いからだ。

「な、な……っ」

　学院長の胸から離れたシェリスは、そのピンク色の髪の毛よりも顔を赤くして、足下に転がっていたトゲトゲ鉄球の鎖くさりを拾い上げた。

　ああ、予想通りの展開。数秒後の未来に足がすくむ。

「か、可愛らしいだなんて、いやですわ──────っ！」

　特大のトゲトゲ鉄球がうなりをあげて、俺おれめがけて飛んでくる。まともに当たらないはずのシェリスの攻撃が、命中精度が極きよく端たんに低い代わりに、厚みが二メートル以上もあるダンジョンの岩壁を粉砕するほどの馬鹿げた威い力りよくがある、俺たちのパーティの主しゆ砲ほうが。

　当たりそうもない方向へと飛んだ鉄球は、しかし、地面の石いし畳だたみに激突し、跳ね返って、運悪く俺の頭めがけて飛んできた。




　青い空と、街を囲むようにそびえる壁。レンガ造りの建物と、石畳の道。からりと乾いた風が運んでくる鉄と香こう辛しん料りようの香り。

　周囲の人々も、仲間たちも、物ぶつ騒そうな武器を腰から提さげたり、背負ったりしている。

　そう、ここは剣や魔法がものを言う冒険の世界。エルフやドワーフが行いき交かいドラゴンが空を舞い、ダンジョンではモンスターが大手を振って闊かつ歩ぽする、まるでＲＰＧのような異世界、ゲームガルド。

　そこで俺は、頭を熟うれたトマトのように潰つぶされて、何回目かの死を迎えた。





第一章▼　救世主の憂鬱




　とにかく、状況を整理しよう。

　俺、志し度ど義よし弥やとクラスメイトの柚ゆ比び坂さか杏あん奈なは、突然日本からゲームガルドという異世界に来てしまった。たった一つの街しかないこの異世界では、『啓けい示じ板ばん』という石板に浮かび上がるクエストを解く度に街を囲む壁が外側へと動き、街が広がってゆく。

　俺たちが日本に帰るためには、壁の遥はるか遠くに見える塔にたどり着かねばならず、その方法はクエストを解き続けて、塔を壁の内側に持ってくるしかないのだという。

　俺にも柚比坂にも、帰らなければならない理由がある。待っている妹がいる。

　だから、こちらへ来て救世主なんぞと呼ばれていた俺は、クエストが解けるかもしれない、と自ら死んでみることにしたのだ。

　死に別れた曾ひいお祖ば母あちゃんに散々説教された後、（おそらく）ティーナの魔法で生き返った俺は、勢いよく起き上がって──起き上がろうとして、俺の顔はとても柔らかくて温かい何かに激突し、埋もれた。

「ふもっ!?」

　柑かん橘きつ系けいの果物を思わせる、いい匂においがする。すべすべとした、まるで上質のシルクのような肌触りが気持ちいい。何より、オーダーメイドのような、あまりのジャストフィット感がとてつもなく心地よかった。

　だが、同時に血の気が引いていくのも自覚できた。

　俺おれはこの感触を知っている。

　だから、この後の展開もおおよそ見当がつく。

　とにかく、この心地良い感触から一刻も早く離れなければ。

　そう思った瞬間、俺は俺の意志とは関係なく引き剝はがされ、甲かん高だかい悲鳴を聞いたと思った瞬間、思いっきり頰ほおを引っぱたかれていた。

「いってえ！」

　じんじんと痛む頰を手で押さえて見やると、柔らかくていい匂においの主は超高校生級の胸を手で隠すようにして、顔を真っ赤に染め、怒りか羞しゆう恥ちか、おそらくは両方でその美しい白い肩と黒くろ髪かみを震わしていた。

　つまり、あれだ。死んだ俺を心配して駆け寄り、俺の死体のすぐ側で屈かがみ込んで経けい緯いを見守っていたのだろう。柚ゆ比び坂さかだけじゃなく、たぶんシェリスも。

　で、仰あお向むけに寝かされた俺は生き返るなり上体を起こし、たまたま、偶然、なんの他意もなく、柚比坂の胸に顔をぶつけてしまったのだ。

「な、なな、何をするのよ！」

「事故だって！　いや、すまんとは思うが！」

　なおも赤い顔で俺を睨にらむ柚比坂の肩を、ティーナがポンと叩たたいた。

「生き返ってすぐのこと。ヨシュア殿どのの言う通り、事故だと思う」

「そうですわ！　全部わたくちが悪いんです！　わたくちが、ついまたヨシュア様を殺ちてしまったから！　あーん、ごめんなさいごめんなさい！」

「いや、シェリスのせいじゃないって。今回に関しては、わざとだし」

「わざと、ですって？」

　じろり、と柚比坂がまた俺を睨んだ。

「いや、シェリスが俺を攻撃するように仕向けたってだけだ！　生き返った後のは完全に事故だってば！」

　黒いオーラを立ち上らせる柚比坂を必死でなだめつつ、俺は周囲に、

「それで、壁は動いたか？」

　と訊きいた。

「いいえ、残念ながら」

　学院長が、目を伏せながら首を横に振った。

　念のために腰のポーチから『冒険の書』を取り出して開いてみる。パーティの活動日誌兼報告書であり、クエストをクリアするとその旨を告げる文章が自動的に浮かび上がる魔法の書物なのだが、最後の記述は『斧おのの広間の守護者を討とう伐ばつし、クエストクリア』という前のクエストに関するものだった。

「ふうむ」

『冒険の書』をポーチに仕し舞まって、俺おれは腕を組んで考え込んだ。

「やっぱ、生き返れる状態じゃ『死んだ』ってことにならないのかな。それとも、救世主って、俺のことじゃないのか……？」

「じゃあ、私たちも一緒に死んでみるというのはどうかしら」

　柚ゆ比び坂さかが小首を傾かしげるようにしながら、口元に人差し指を当てるようにして、思案顔で言った。

「確かに、もちもクエストを解いて街に貢こう献けんしたということが救世主の条件なら、パーティ全員が対象になっている可能性はありますわね」

　シェリスもそう同意し、ティーナも銀髪のポニーテールを揺らしながらうなずいた。

　が。

「いや、それはダメだ」

　俺は、間かん髪はつ入れずに提案を却きやつ下かした。

「どうして？　可能性があるなら試してみるべきだわ」

　柚比坂がこの程度の反論だけで食ってかかってこないのは、人の目があるからだろう。仲間の前で本性を隠すことはやめた柚比坂だが、公衆の面前で綺き麗れいじゃない方を全開にする気はないらしい。

「……仲間が死ぬのは嫌いなんだよ」

　あ、柚比坂の黒いオーラがさらにもの凄すごいプレッシャーを放ち始めた。

「もしそれが正解だったらどうするの？」

「手詰まりになったら試せばいいだろ。こんな人前で死体を見せるなんて非常識だ」

「率そつ先せんして死んでみた人がそれを言うの!?」

「それはそれ、全員死んでみるってのとは話が違う」

「ヨシュア殿どの、さすがにそれは理屈になっていない」

「志し度ど君は早く帰りたくないの？　私は、手段がそこにあるのならば、一秒もムダにしたくないわ」

「柚比坂の言いたいことはわかるんだがな……」

　と、俺と柚比坂の間に、

「まあまあ」

　と言いながら、一人の男が割って入ってきた。

　知らない男だ。仲間たちの反応を見ても、知り合いであるようには思えない。

　にもかかわらず、そいつは超がつくほどフランクな笑みを浮かべていた。そして、男の俺ですら驚いて息を吞のむくらいの美び貌ぼうの持ち主だった。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、スリムな身体からだに長い足。大きく切れ長の目は涼しげで、高く通った鼻も柔にゆう和わな口元も、全身が爽さわやかさでできていますと言わんばかりだった。

　顔立ちも体型もどこか中性的で、かっこいいと言うより美しいと形容した方がしっくりくる。事実、この場にいる女の子の大半はこの男に目を奪われているようだった。

　……この完かん膚ぷなきまでに打ちのめされたような敗北感はなんだろう。

　そいつは俺おれを完全にスルーして、俺の周囲にいた女の子たちを見回した。

「まずは、『啓けい示じ板ばん』で正確な文面を確認するべきじゃないかな。レーナさん、でしたね。貴女あなたの言葉は、啓示板の内容と一言一句違わないというワケではないでしょ？」

　問われて、レーナは顔を赤らめながら、

「え、ええ、そりゃあ、まあ……」

　と答えた。

「確かに正確な文言は確認するべきだが、あんたは誰だ」

　訊きき方が少しぶっきらぼうになってしまったのは、我ながら心が狭いことではあるが、こいつのイケメンぶりに若じやつ干かんイラッときたからに他ならない。

「ああ、これは申し遅れました。あまりに美しい女性が勢せい揃ぞろいだったので、ついフラフラと出てきてしまいました。僕ぼくはリック。リック・ヘンドリー。クエストを立て続けに解いた救世主ご一行にお目にかかれて光栄の極みです。以後、お見知りおきを」

　リックと名乗ったハンサム野郎は、俺をまたもや完全にスルーして、柚ゆ比び坂さかの前で膝ひざをつき、流れるような動作で柚比坂の手を取ると、その甲にキスをした。

「え……」

　柚比坂の頰ほおがほんのりと桜色に染まる。

　……なんだ、このさらなるイライラの加速度は。っていうか、救世主ご一行とか言いながら俺は一切眼中になしかよ。

「で、どんな思惑があって村人クラスの人間がクエストのことに口を出したのだ、色男」

　冷めた声で委員長が訊いた。

「やだなあ、話を聞いていて思ったことを言っただけだよ」

　リックがおどけたように肩をすくめる。

「村人クラス？」

　俺が首を傾かしげると、ティーナとシェリスが、

「冒険に出るのを放ほう棄きした人たちの学級クラス」

「中には病気のようなやむを得ない事情の人もいますけれど、大半は冒険から逃げた人たちですわ。日がな一日、『ゲームガルドへようこそ』とか『ここは新市街です』『エルフの魔法商店街はあちらです』なんてセリフを復唱し続ける授業をやっているそうですわよ」

　と教えてくれた。

「なんじゃそりゃ」

　ＲＰＧでよくある、町の入り口で出迎えてくれるＮＰＣかよ。

「そういえば、柚ゆ比び坂さかと違って、シェリスもティーナもあんまりアイツに興味示さないのな。あんなイケメンなのに」

「え？　ええ、だって……」

　少しもじもじしながら、シェリスはティーナと顔を見合わせた。

　ティーナも小さくうなずいて、

「私たちは、もっとかっこいい人を知っているから」

「もっと!?　顔の良さだけで一生食うのに困らなそうなアイツよりも!?」

　もはや想像がつかない。恐るべし、ゲームガルド。

「ヨシュア様、見た目の善よし悪あしより、内面のかっこよさの方が重要ですのよ？」

「そりゃまあ、一般論としてはそうだろうけど……」

　こいつよりかっこいい野郎というのはどんなヤツだろう、と思わずリックの顔をまじまじと見てしまった。

「言っておくけど、ゲームガルドでは顔が良いだけではモテないよ、救世主殿どの」

　俺おれの視線を微笑ほほえみで受け流して、リックは言った。












「ヨシュアでいい」

「じゃあ、お言葉に甘えて、ヨシュア君。より正確に言うと、結婚相手としてはモテない、が正確かな。村人クラスって時点で、将来は絶望的だからね」

　そりゃあ、冒険での実績が日本の学歴並みにものを言う世界なのだから、引きこもりとかニートみたいなものに相当するのか。

「ヘンドリー商会の御おん曹ぞう司しがよく言う」

　委員長が白い目でリックを見ながら言った。

「いやいや、僕ぼくも一人っ子じゃないし、単に息子だからって商会の後継者になんかなれるわけがないよ。まあ、お慈じ悲ひで片隅くらいには置いてもらえると思うけど」

「……ヘンドリー商会って、でかい商会なのか？」

　こっそりとシェリスに訊きくと、

「武器防具から典でん化か製品、日用品まで手広く扱っている最大手ですわ」

　と小声で教えてくれた。なるほど、隅っことはいえ、最大手の企業にコネで就職できるご身分、なんてのは真面目まじめに冒険に行ってる面々からしたらイラッとくるか。

「というわけで」

　リックはいっそう爽さわやかに笑って右手を差し出し、俺おれに握あく手しゆを求めてきた。

「よろしく、ヨシュア君。噂うわさの救世主殿どのとお近づきになったとなれば、女の子を口く説どくとっかかりには最高のネタだしね。噂話とかお喋しやべりが好きな女の子なら、このネタで五人は落とせる気がする」

「おい、本音がダダ漏れだぞ」

　ツッコミを入れつつも、さすがに差し出された手を放置するのも申し訳なくて、やむを得ず握手に応じた。

　と、背中あたりに違和感を覚えて肩越しに振り返ると、柚ゆ比び坂さかがリックにキスされた手の甲を俺の服でゴシゴシ拭ふいていた。

「何やってんだよ、柚比坂」

「気にしないで。どうせ一回死んで、破けてる上に血まみれの服なんだから」

「そういう問題かよ」

「軽けい薄はくな男は嫌いなのよ」

「だからって俺の服で拭ぬぐうなよ……」

「……」

　柚比坂は口をつぐんで、手の甲を拭く手に力を込めた。

　あ、真っ白い柚比坂の二の腕に鳥肌が……。一瞬でそこまで嫌いになったのか……。

「救世主殿、他人のことを悪あし様ざまに言うのは気が引けるが、その色男には気をつけた方がいい。村人クラスとはいえ商会の関係者となれば、商会のために救世主殿を陥れようとしている可能性も捨てきれない」

「え？　いやだなあ、僕ぼくにヨシュア君を陥れるような能力はないよ」

「そう思わせて油断させるのは暗殺の常じよう套とう手しゆ段だんだ。クエストが解かれることで一番得をするのは商会だからな。そのために救世主殿どのを殺す必要があるとなれば、躊ちゆう躇ちよなくやる連中だって中にはいるだろう」

「いや、だってヨシュア君が死んでもクリアにならなかったのはさっきみんな見てたじゃないか。それに、ほとんどの商会は違法な手段でゴリ押ししてまでクエストを解くことに執着してないよ。少なくとも今は」

「そうなのか？」

　俺おれの問いに、リックはうなずいた。

「考えてもみなよ、立て続けに二回もクエストが解かれて、『聖なるダガー』で広がった地域の動植物や鉱物なんかの詳細な調査もまだ始まったばかりなんだよ？　商会としては新しい素材探しや商品開発に人材も資金も投入したいに決まってる。手段を問わずクエストを解きたい、なんて思うのは何年も先のことだよ」

　なるほど、一理ある気はする。

　……でも、何年後かには思うんだな。怖っ。

「いずれにしても」

　こほん、と咳せき払ばらいを一つして、学院長が周囲の人々を見回した。

「ヨシュアさんもアンナさんも、ゲームガルドにとってはかけがえのない救世主であり、恩人であり、大切な客人です。そんな人たちに、自らの利り益えきのために危害を加えるなどという恥知らずな行為は許されるべきではありません。よって、わたくしから評議会へは『お二人を殺害してクエストをクリアした場合には報ほう奨しようを一切出さないこと』と『救世主殺しの大罪人として厳げん罰ばつに処しよす』ことを速やかに法案化するよう提案しておきます。くれぐれも、軽けい率そつな行動に走らないように」

　学院長の毅き然ぜんとした宣言をもって、凱がい旋せんに沸くところから始まった騒ぎはお開きとなった。

　少なくとも、当面の安全は保証してもらえたっぽいが……うーん、やっぱり、きな臭さが完全に消えたようには思えなかった。
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　ダメになった俺の服を手近な店で買った後、俺たちは一度学院に行って『啓けい示じ板ばん』の文面を確認した。その後、お腹なかが空すいたと主張するティーナの提案を吞のんで、学院の近くの食堂で食事がてら今後の方針を話し合うことにした。

　学院長や委員長たちとも解散したのだが、どういうわけかリックだけは俺おれたち四人にくっついてきている。

「いやあ、なんだか僕ぼくのせいでイヤな思いをさせちゃったみたいだし、誤解は解いておきたいし、ご馳ち走そうさせてよ」

　さすがに御おん曹ぞう司しは気前が良いことでいらっしゃる。

「じゃあ、メニューのここからここまで三人前ずつ」

　奢おごりと聞いて、すかさずティーナが恐ろしい注文の仕方をし始めた。

「別にあんたのせいじゃ……って、ちょ、ティーナ、少しは遠えん慮りよしろって！」

「でも、委員長の言うことももっともだしね。僕だって実家じゃ肩身が狭いから、商会のために手を貸せって言われたら断れないことも多いし。まあ、さすがに身内に直接手を下せとは言わないだろうけどさ」

「怖いことをさらっと言うなよ」

「あはは。まあ、学院長が念を押すまでもなく、ヨシュア君たちを殺せば『救世主殺し』の汚名は末代までついて回るよ。少なくとも、ヨシュア君たちの死が条件なら、老衰で死ぬのを待てば自然とクリアになるんだから。なのに、リスクを犯してまでクエストを解きたいと思う人間となると、かなり限られてくるよね」

「別に俺たちが襲われたわけでもないしな」

「とはいえ、危機感が足りないと思うなあ。襲われてからじゃ遅いって場合も少なくないよ。僕が言うのもなんだけど、即、僕との握あく手しゆに応じるとか、ヨシュア君はもうちょっと警戒した方がいいかもしれないね」

「会う人会う人に警戒するなんて、なんか息が詰まりそうなんだが」

「そう？　あ、でも、それは自分のことだから無む頓とん着ちやくなのかな。仲間のこととなれば、咄とつ嗟さに機き転てんを利かせるよね」

「はあ？」

「パーティ全員で死んでみるってことに強きよう硬こうに反対したのはそういうことでしょ？　万が一、誰も生き返らせてくれなかったら困るもんね」

　図星を突かれて、俺は思わず舌打ちをしてしまっていた。

「志し度ど君、貴方あなた、そんなことを考えていたの？」

「……まあな。別に学院長や委員長を信じてないわけじゃないが、この世界の全員が善人だなんて思っちゃいない。他の九割が『街の発展のためにこいつらを生き返らせるな』と主張したら、さすがに学院長や委員長だって抗あらがいきれないかもしれないだろ」

「でも、ヨシュア殿どの自身は一度死んで見せた」

「そうですわ！」

「そりゃ、お前らが絶対に生き返らせてくれるって信じてたからな」

　面食らったように、シェリスとティーナが顔を赤らめた。本音とはいえ、さすがに今のは青臭すぎというか、かっこつけすぎだったか。

「それならそうと言ってくれればいいじゃない。そうすれば、あんな言い争いにならなかったのに」

「無む茶ちや言うなよ。あんなたくさんの人たちの前で、ここにいる人たちを信用できないからダメだ、なんて言えるわけないだろ」

「うっ、確かに……。志し度ど君は、その頭脳をゲームではなく勉強に使うべきだったんじゃないかしら」

「買い被かぶりすぎだし、そうしていたら、この局面では役立たずだったかもな。まあ、そもそも救世主に選ばれてこの世界に来ることもなかったかもしれないけど」

　ティーナが容よう赦しやなく頼んだ料理の数々が続々と運ばれてきた。すぐにテーブルが皿に埋め尽くされ、香こう辛しん料りようの良い香りが入り乱れる。

　その料理の量に「ご馳ち走そうする」と言ったリックの口元がひきつるのを見て見ぬふりをしつつ、俺おれは、

「ま、殺される前にクエストを解く、ってのが正しい選せん択たく肢しだろうな。俺たち全員が蘇そ生せい不可な死に方をするってのが正解じゃないことを祈るばかりだ」

　と言った。

　リック以外の全員が、料理に手を伸ばしながらうなずく。

「確か、クエストの正確な文面は『救世主をあの世へ送れ』だったわよね」

「ええ、そうですわ」

「救世主たち、じゃない以上、私たち全員が対象とは考えにくい」

「そうだな、その点は同感だ。しかし、……うーん」

「ヨシュア様、どうかなさいましたの？」

「いや、何かが引っかかるんだよな……」

「（もぐもぐ）」

　リスのように口いっぱいに料理を詰め込んだティーナが、何か言いたげに俺を見つめてきた。

「きっとティーナは、その何かについて訊ききたいのだと思いますわ」

　シェリスの言葉に、ティーナはこくこくとうなずいた。

「それが、なんかこの辺まで出かかってて出てこないみたいな感じなんだよなあ」

　喉のどの辺りをさすりながら、俺は苦笑した。

「とにかく、今回のクエストは『救世主が誰を指すのか』と『あの世へ送るがどういう意味なのか』を解明することが必ひつ須すというわけね」

「そういうことになるな」

　ティーナは黙々と料理を口に運び続け、リックはそれを引きつった笑顔のまま眺め続け、俺おれと柚ゆ比び坂さかとシェリスは口をつぐんで考え込んだ。

　いずれにしても、情報が足りない。

　クエストが更新されたばかりなのだから仕方ないが、ここはＲＰＧの常じよう道どうに則のつとって色々と情報を集めてみるべきだろうか。

「志し度ど君、こういう場合の、志度君流のゲーム攻略法は？」

「情報を集める。色んなところに行ってみて、色んな人に話を聞いてみて、それでダメなら時間の経過を待つ、かな」

　基本的に、イベントの進行はキーになる情報を手に入れるか、特定のエリアに足を踏み入れることで発生するものだ。

　それでもどうにもならないときに、宿に泊まってみたらイベントが進行した、なんてケースもある。

「案外普通ね」

　柚比坂の言葉に、俺は肩をすくめた。

「そりゃあ、始まったばっかりのクエストだからな。状況すら何もわかってないに等しいんじゃ、当たり前のことしか言えないさ」

「じゃあさ、情報収集は僕ぼくも手伝うよ！　こう見えて知り合いは多いし、村人クラスの交友範はん囲いは君たちとは全然違うだろうから、役に立つかもしれないし。商会の方面でも少しは当たってみられるしさ！」

　身を乗り出すようにして、リックが言った。

「だから、その……この場は割り勘ってことにしてもらっていいかな……？」

　リックがイケメンらしからぬ情けない顔をする一方で、ティーナは大量の追加注文を店員に伝えていた。
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　翌日。

　今日は午前中から比較的学生が多いな、と思いながら、俺はイルダーマナ冒険者学院の豪ごう奢しやな廊ろう下かを歩いていた。

　学院と言いつつも、高等部ともなると授業はほとんど自主出席で、大半の生徒たちは教室で授業を受けるよりもパーティを組んで冒険に出かける。この歳としになって毎日教室で授業を受けているのは、ゲームガルドに来て間もない俺と柚比坂、そしてリックたち村人クラスの人たちくらいなのだ。

　とはいえ、週に一度くらいは必修授業もあるのだという。今日がその日というわけだ。

　クエストが更新されたばかりだから、それもあるかもしれない。少なくとも、救世主をあの世に送れというショッキングな内容は大きな話題になっているようだから、『啓けい示じ板ばん』を確認しにきているパーティも多いのだろう。

　そんな、いつもより少し賑にぎやかな学院の廊ろう下かを歩く。すれ違う同級生たちがこっちを振り返ったり、何やらヒソヒソ話していたりするのは、頻ひん繁ぱんに転んだり、教室から飛んできた教科書や筆記用具が何度も頭を直撃しているからではない……と思う。っていうか、どっかの教室の入り口の前を通る度に何かが飛んでくるって、運の悪さを通り越して何者かの悪意すら感じないか？

　まあ、もしかしたら運の悪さで四苦八苦する俺おれのジタバタする姿に振り返る人もいるのかもしれないけど、まず間違いなくクエストの内容的にも救世主──つまり、俺が話題の中心だからだろう。

　俺が死ねばクエストクリア、と思われても仕方ないし、それを踏まえて昨日死んで見せたところを目撃した人も多いだろう。学院長が言っていたように、今朝になって俺たちに危害を加えることを禁止する法案の審議に入ったというニュースも発表されたようなので、そりゃあ注目もされるはずだ。

　そんなわけで、色々なものにつまずいたりぶつかったりしながら、俺は魔法使いクラスの前までやって来た。

　ティーナはどこだろう、と教室を覗のぞき込んだ瞬間。

「えー、そんなことないでしょ？」

「ねえ。まさか、一〇〇年も解かれてなかったクエストと委員長たちが太た刀ち打うちできなかったクエストを立て続けに解いた救世主様が、ねえ？」

「信じられないよね。武器も魔法も苦手だなんて」

「本当。アンナ殿どのは剣技も魔法もすごい勢いで習得しているけど、ヨシュア殿は……その、さっぱり」

「……本当なの？」

「信じらんない！」

「でも、ヨシュア殿のすごいところは戦闘能力じゃない。クエストがどうやったら解けるのか、ズバズバと言い当てるところ。その点に関しては天才的」

「それはすごいけど、だとしたらティーナたちのサポートが超重要ってことじゃない？」

「あ、それ、私も思った！　だって、救世主様のアイデアを実行できるだけの総合力がパーティに求められるってことだもんね」

「……」

「あ、別にティーナを責めてるわけじゃないのよ？　だって、救世主様が直々に指名したんだし、実際にクエストをクリアしてるんだし」

「ティーナも、もう少し上う手まく加減できたり、魔法をもっと何回も使えたりすれば、きっと救世主様にもっと貢こう献けんできるのにね」

「……」

「でもまあ、ティーナにしかできないことは確実にあるってことよね。私たちじゃあんな高出力の魔法は使えないもの」

「ティーナの魔法をきちんと活用できるってのが、救世主様の一番すごいところかもしれないわね」

「それ、間違いなくそうだわ」

　杖つえを持ったビキニアーマー（布）にマント姿の女の子たちが、ティーナを取り囲んでキャッキャとお喋しやべりの花を咲かせていた。

　シェリスやティーナをパーティに誘ったときとは正反対の光景である。

「おー。ずいぶん待たい遇ぐうが変わってんなあ」

　思わず呟つぶやくと、

「それはそうでしょ」

　と背後から反応があった。

　振り返ると、そこにいたのは赤あか髪がみ外ハネショートのエルフ、レーナと、クビハネウサギを連れた青い髪の猛もう獣じゆう使いサリナの二人組だった。

「シェリスさんもティーナさんも、別に嫌われていたりいじめられていたわけではないのです」

「え、そうなの？」

「そうよ。だって、迂う闊かつに仲良くなって、パーティに入れてあげなきゃいけなくなったら困るでしょ」

「困るのか？」

「ええと、冒険は将来に関かかわる重大な活動なのです。パーティのメンバー選びだってみんな真剣なのです」

「誰だって少しでも良い条件のパーティに入りたいでしょ。その方が良い実績残せる可能性が高くなるし。逆に、足手まといなんて絶対にゴメンよ」

「みんな和わ気き藹あい々あいってわけじゃないのか」

「もちろん、そういう人たちもいるのです」

「そういう馴なれ合いのパーティはろくな実績を残せないけどね。信頼関係はもちろん必要だけど、それはなあなあでやっていくのとは違うでしょ」

「……さすがに最強パーティのメンバーは言うことが厳しいな」

　苦笑いする俺おれを一いち瞥べつして、レーナはふん、と不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「で、彼女の場合、誰かさんたちともうパーティを組んだんだから、自分たちのところに入れてあげなきゃならない心配がなくなったのよ。オマケに組み立てほやほやのパーティでいきなり大活躍だし、今一番ホットな話題になってる人の近くにいるし、そりゃあ気兼ねなく話を聞きに行けるようになったなら行くでしょ」

「ホットな話題、か。そりゃ、クエストがアレじゃなあ……」

「それだけじゃないのです。うちの姐ねえ様さまがあちこちで救世主様のことをベタ褒めしているのも大きな原因なのです」

　サリナの言葉に、俺おれは頭を抱えた。

「委員長はなんで俺のハードルをところ構わず上げてるんだ……。褒め殺し魔かよ」

「冗談じゃない。姐さんが人を褒めるなんて滅めつ多たにないよ。自分にも他人にも厳しいんだから。パーティ組んでるあたしたちだっていつもはせいぜい及第点で、褒めてもらえるなんて年に何回もないわよ」

「マジかよ……。ずいぶん買い被かぶられたもんだなあ」

　俺がそう呟つぶやくと、レーナはムスッと頰ほおを膨らませた。

「面白くない。サリナ、早く姐さんのところに行こ」

　そしてプイッと俺に背を向けて、早足で歩き始めた。

「あ、レーナ、待ってくださいなので……あうっ」

　慌ててウサギたちときびすを返したサリナは一度盛大に転び、それでもめげずにレーナを駆け足で追いかけていった。

　聖なる盾隊の二人を見送って、俺は教室の中にいるティーナの方へと向き直った。

「おい──」

　天才的とか、言いすぎだから。

　そう声をかけようとしたのだが、

「そ、そ、そんなこと、信じられないのでございますわ─────────ッ！」

　という大音量の声にあっさりとかき消されてしまった。

　何ごとかと反射的に声の方へと目をやると、鮮やかな紫色の髪かみを飾るヘッドドレスと、ゴスロリアーマーの後ろ姿があった。廊ろう下かの壁に張り出された校内新聞的なものを読んでいたらしい。

　へえ、シェリス以外にもゴスロリアーマーの女の子がいたんだ。

「そんな、そんな……」

　うめくように言いながら、その女の子は、後ろ向きのまま、力なく俺の方へとよろめいてきた。

「おい、大丈夫か」

　そのふらつきぶりがあまりに危なっかしくて、思わずよろめいてくるその子の肩を受け止めていた。

　驚いた顔で、その女の子が肩越しに俺おれを見上げた。

　髪かみの色とコーディネイトしたような深い紫色の瞳ひとみがとても綺き麗れいだった。どことなくシェリスに似た顔立ちだったが、その大きな目を飾るような泣きぼくろがシェリスより大人っぽく見せていた。いやまあ、同年代ならたいていの女の子はシェリスより大人びて見えるとは思うが。

「な、な、な……」

　女の子の顔が急速に赤く染まった。

　女の子の手から、大きな両手持ちの戦せん斧ぷがガランと落ちる。

「あ、勝手に触ってすまない。危ないかなと思って、つい受け止めちまった」

　俺は女の子の肩から手を放し、俺は床に転がった戦斧を拾い上げた──拾い上げようとして、驚いた。

「重っ！　なんだこれ！　すげえな、こんなの扱えるのか。あんた強いんだな」

　渾こん身しんの力を込めて戦斧を持ち上げ差し出すと、紫色の髪の彼女は真っ赤な顔で戦斧を引ったくり、俺を突き飛ばすようにして教室から走り去っていった。

　突き飛ばされた俺はというと、廊ろう下かの壁に後頭部と背中を強打して、理不尽さをかみしめながら、意識が薄れていくのを感じていた。

「ヨシュア殿どの！」












　心配そうな顔で駆け寄ってきたティーナに、俺おれは最後の力を振り絞って、

「……きょ、今日の昼飯は、作ってみたいものがあるから、学食じゃなくて屋や敷しきでって柚ゆ比び坂さかが──」

　ようやくそれだけを伝えた。





第二章▼　アサルト・ガール




　正午の少し前、それぞれ授業が終わった後、俺たちは屋敷の厨ちゆう房ぼうに集合した。パーティメンバーの他に、リックまで。

「どうして貴方あなたまで？　連れてきたのは志し度ど君？」

　本性を知らないリックがいるにもかかわらず、エプロン姿の柚比坂は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せた。

「ああ、なんか色々聞き込んできてくれたって言うからさ。昨日は結構な額を払わせちまったし」

　半分はこっちで出したが、何しろ（主にティーナが）注文した料理の量が量である。一般的に言う「ご飯を奢おごる」という範はん囲いから大幅にはみ出してしまっていた。

「勝手に奢るって言ったんだもの、気にすることはないわよ」

「あはは、嫌われちゃったね、僕ぼく」

「そりゃあ、俺たちの世界じゃあ、複数の女の子の間を行ったり来たりして遊び回るような男は軽けい蔑べつされるからなあ。五人は落とせるなんて言ったのは完全にアウトだった」

「ゲームガルドでも褒められたことじゃない」

「本当ですわ。村人クラス以前の問題ですわ」

「さしずめ『遊び人』ってわけか。賢けん者じやへのクラスチェンジは厳しそうだが」

「どういう意味？」

　首を傾かしげた柚ゆ比び坂さかに、

「いや、遊び人って役立たずの職業のキャラを頑張って育てると、すげえ優ゆう秀しゆうな賢者って職業にクラスチェンジできるゲームがあったんだよ」

　と苦笑した。

「それよりアンナ殿どの、今日の献こん立だては？」

　ティーナは柚比坂の前に並べられた食材を見渡しながら、訊きいた。

　結構な量の小麦粉が二山。卵。水。菜な種たね油あぶら。塩。さらに丸々一羽分の鶏とり肉にく、野菜各種。

　柚比坂はそれらの食材をざっと見渡し、ニッと笑って、

「今日は私たちも午前中で授業が終わったから、ちょっと時間をかけて、こちらの世界にはない料理を作るわ」

　と宣言した。

　なんだろう。

「粉……お好み焼きとか？」

「それも悪くはないわね。でも、違うわ。麵めんよ」

「あ！」

　言われて、俺おれはポンと手を打っていた。

「確かに、こっちに来て色々食べたけど、麵類は一度も見てないな！」

「でしょう」

「アンナ様、メンってなんですの？」

「そういう質問が出るってことは、ホントにないんだな。こっちの世界も食はかなり豊かな印象があったから、少し意外だ」

「そうね。まあ、できてからのお楽しみよ。じゃあ、早速始めるわね」

　柚比坂はボウルに卵と水と油と塩を入れて混ぜ、二種類の粉を混ぜたものにそれを加えて馴な染じませ始めた。しばらくすると、水分で粉がそぼろ状になる。それを押しつけるようにして一つにまとめると、良く絞った濡ぬれ布ぶ巾きんで包んだ。

「こっちの世界にもビニール袋みたいなものがあるのは助かるわ」

　言いながら、布ふ巾きんごと生き地じを袋に入れた。確かに透明で、俺たちの言葉にすればビニール袋なのだが、果たして原材料はなんなのだろうか。

「こっちは少し寝かせる必要があるから、スープを作っていくわね。今朝のうちに鶏にわとりの下準備はしておいたわ」

　言いながら、柚比坂は鶏の肋ろつ骨こつの部分やら手羽先の部分やらを下した茹ゆでし、その後に綺き麗れいに洗った後、たくさんの野菜や香こう草そうなどと一緒に煮込み始めた。

　柚ゆ比び坂さかの流れるような料理技術に、初めて見るリックはもちろん、もう何度も見ているはずのシェリスやティーナまでも、相も変わらず見入ってしまっていた。

　俺おれも、素人しろうとが機械も何もなしに粉から麵めんを作る工程なんて見たことあるはずがなく、時間が経たつのも忘れて興きよう味み津しん々しんに見続けていた。

　そうして煮込むことしばし、

「そろそろよさそうね。シェリスさん、ちょっと手伝ってもらえるかしら」

「あ、はい」

　柚比坂は生き地じから布ふ巾きんを取ると、少しやり方を説明して、ビニールに入れたままの生地をシェリスに捏こねさせ始めた。

「普通は踏んだりしてコシを出すんだけれど、力自慢がいると助かるわね」

　そうしてもう一度生地を休ませたり、その間に鶏にわとりのモモを焼いたり卵を茹ゆでたり、スープの具合を見たりして、できあがった生地を薄くのばして細く切り、スープとは別の鍋で茹でてスープと合わせ、具材を載せて、ゲームガルド初の麵料理が完成した。

「これが私たちの世界の料理、塩ラーメンよ」

　澄すんだスープの中に入った細い麵、一口大にカットされた焼いた鶏とりモモ肉が数切れと、半分に割ったゆで卵、刻んだネギが載った、シンプルな塩ラーメン。

　懐かしい。

　そう感じてしまうほどに、その料理は確かに塩ラーメンの姿をしていた。

「「「「「いただきます！」」」」」

　まず、スープを一口。シンプルな塩味の後から、鶏の旨うま味みと、ほんのりとした野菜の香りが追いかけてくる。

　そしてフォークに麵を絡めて一口啜すする。つるつるとした感触に、嚙かめば抜群の弾力が歯を押し返してくる。

　上に乗った炙あぶった鶏モモ肉やゆで卵なんか不ま味ずいはずがない。

　何よりも、総合的にきっちり塩ラーメンになっていることが感動だった。まさか、異世界でラーメンが味わえるなんて！

「美う味まい……！　ちゃんと塩ラーメンだ……！」

「ほんと、美お味いちいですわ。この、柔らかいのに適度に固いもちもちした食感がすごく面白いですの」

「スープもシンプルに見えて、飽きが来ない味。いくらでも吞のめる」

「いや、すごいね、異世界の料理！　しかも美少女の手料理なんて、昨日たくさんお金を出した甲か斐いがあったなあ」

「俺も半分出したけどな」

　全員が絶賛する中、柚ゆ比び坂さかだけは不満そうに、

「所しよ詮せん、一時間未満の煮込みではこの程度のスープしかできないわね。味の奥行きも足りないわ。野菜の種類が足りないのね。もう少しこの世界の野菜も勉強しないと……。あと、海産物がないのも痛いわね。湖で獲とれる淡水魚で取れるダシはどんな感じかしら……」

　などと一人反省会を始めていた。

「いや、充分美う味まいって！」

「ありがとう」

「欲を言うと、醬しよう油ゆラーメンや味み噌そラーメンも食べたいけどな」

「え、ラーメンってそんなに種類がありますの!?」

「それは是非食べたい。食べるべき」

「スイーツだけでなく、お食事にも革命が必要ですわ！　お姉様と素敵なお食事タイムを満まん喫きつするために！」

「……革命って。単に柚比坂にレシピを教わればいいんじゃねえかなあ……」

　シェリスはそのうち、学院長とキャッキャウフフするためにクーデターでも起こすんじゃないだろうか。

　っていうか、麵めん料理やスイーツの普及に革命は必要ないよな？

「革命はともかく、次は学院長も呼べるといいな」

　苦笑しながら言った俺おれの言葉に、シェリスが満面の笑みで、

「はいですの！」

　とうなずいた。

「そのときは、是非僕ぼくも呼んでほしいなあ」

　しかし、盛り上がる俺たちに対して、柚比坂は苦笑を浮かべた。

「無む茶ちやを言わないでほしいわ。さすがに醬油や味噌はそう簡単には再現できないわよ。味噌も醬油も発はつ酵こう食品で、作るのは大変なんだから」

「あー、それはそうか」

　残念ではあるが、しかし、これ以上はさすがに無い物ねだりだ。

　っていうか、柚比坂の言い方は『大変だけど作れる』って意味だよな……？　作れるのかよ、味噌とか醬油とか……。

「しかし、塩ラーメンが作れるってことになってくると、この世界に箸はしがないのが悔やまれるな」

　やはり、ラーメンは箸とレンゲで食べたいのが日本人の心情だ。

「今度木材でも調達してきて作ってはどうかしら。頼めば作ってくれるお店なんかもありそうよね」

「ハシというのは二本の棒で食べ物を挟む道具のこと？」

　ティーナの質問に、俺おれと柚ゆ比び坂さかは驚いて顔を見合わせた。

「あるのか!?　ゲームガルドに!?」

「かつてはあったらしい。かなり昔に廃すたれたと聞いている」

「マジか……」

「驚いたわね」

「ああ。生活に必要な道具って、案外世界が違っても似たような物が生まれてくるのかもしれないな」

　そして、全員でラーメンを啜すする音だけが食堂に響く時間がしばらく続き、ティーナが四杯ほど平らげたところで食事は終了となった。

　満腹による満足感と幸福感が満ちる中、

「それで？」

　と柚比坂が切り出した。

「色々聞き込んできてくれたのよね、色男さん？」

「うん。色々考えたんだけど、クエストの救世主が君たち以外を指すなら、かつての救世主の子孫とか関係あるかなって思って、救世主の末まつ裔えいと言われる人たちをリストアップしてきたよ。何人かは商会のコネで会う約束くらい取り付けられそうだけど」

　リックの言葉に、俺も柚比坂も「うーん」と首を傾かしげた。

「さすがに子孫とか末裔は関係ない気がするな」

「そうね。それだったら、志し度ど君のことだって言われた方がみんな納得するんじゃないかしら」

「納得されても困るんだが……。そもそも、救世主の定義ってなんだろうな？　いや、クエストの文面が指してることだけじゃなくて、この世界における救世主とは、みたいな意味で」

「ええと……」

　シェリスが少し考え込んで、

「異世界からいらっしゃって、クエストをたくさん解いた人……だと思いますわ」

　と答えた。

　うん、俺もそんなところだろうと思う。

「そう考えると、末裔ってのは定義からも外れるよな」

「僕ぼくもそう思うけど、他に手がかりもないわけだし、話くらい聞いてみてもいいんじゃないかな」

「何もしないよりはマシ」

　ティーナの言葉に「そうね」とうなずきつつも、柚比坂は、

「それで、他には？」

　とリックにさらなる成果を示すよう求めた。

「と言われてもね。確かにクエストのことは話題になってるけど、情報という点では、新規エリアの新ダンジョンやモンスターについてや、動植物、鉱物が採れるポイントとかの方がメインで飛び交ってる感じかな」

「一応、新しいダンジョンの情報なんかは気にしておいた方がいいかもしれないな」

　一見行き詰まっているような現状だが、未み踏とうのエリアやダンジョンがあるのであれば、そこから何らかの進展があるのはＲＰＧの常じよう道どうだ。

　とはいえ、俺おれたちの実力的に、ガンガン探たん索さくを進めるというわけにはいかない。何しろ超短期決戦型の我がパーティは、探索をしながら長時間にわたって戦い続けるための能力が悲ひ惨さんなほど低いのだ。

「でも、ダンジョンなんかから救世主が出てくるものかしら？」

　柚ゆ比び坂さかが首を傾かしげた。

「さすがに俺もそれはないと思うけど、もしかしたら救世主って名前の新種モンスターがいるかもしれないだろ。少なくとも、まだしも可能性はある気がする。俺たちを別にしたら、既存の救世主はみんな何百年とか前に生きてた歴史上の人物だからな。いたとしても幽ゆう霊れいになってるぜ」

　俺の言葉に、びくっと柚比坂が身を強こわばらせた。

「ゆ、幽霊なんているわけないじゃない。馬鹿馬鹿しいわ」

　いつものように黒くろ髪かみをくるくる巻き付けたりしている指が、心なしか震えているようにも見える。

「いえ、アンナ様、幽霊ゴーストはいますわよ？」

「え」

　柚比坂が青ざめた顔で完全に固まった。

「まあ、こういう世界ならアンデッドモンスターは定番っちゃ定番だな。ゴーストに限らず、動く死体リビングデツドとか動く骸骨スケルトンとか。吸血鬼ヴアンパイアや不死の魔術師リツチなんかは死せるモンスターの花形だし」

　もうすでに柚比坂の顔面は蒼そう白はくだった。凍り付いたように、髪をくるくるやっていた指も動きを止めてしまっている。

「お前、もしかして幽霊とか怖い話、苦手なのか？」

「な、ななな、何を言っているの!?　そんなわけないじゃない！」

　この動どう揺よう、間違いないな。

「これは意外な弱点が発覚したな」

「だから違うってば！」

　必死に否定するのが何よりの証拠というものだ。

「アンナ殿どの、アンデッドはみんな嫌いだから、恥ずかしがる必要はない」

「そうですわ。特に非実体系は物理攻撃を無効化したり、エナジードレインで生気を吸い取ったり、嫌らしい攻撃ばっかりしてきますもの。本当に怖いですわ。しかも、実体がないから牙きばも毛皮もとれませんし、アイテムも持っていないから実入りもありませんもの」

　そうそう、ＨＰやＭＰを吸い取ったり、酷ひどいヤツはレベルを吸い取ったりな。倒しても下がったレベルは戻らないとか、マジで勘かん弁べんしてほしい。

「なんていうか、柚ゆ比び坂さかの言ってる怖いと、シェリスとティーナが言ってる怖いはたぶん全然別の次元だと思うぜ」

「そうですの？」

　シェリスが首を傾かしげた。

「ま、実際に幽ゆう霊れいがいる世界となると、そりゃ『怖い』の感覚は違うわな」

　言ってみれば、シェリスやティーナが幽霊を恐れるのは、俺おれたちが毒蛇や蜂はちを怖がる感覚だろう。怖いことに違いはないが、根っこのところで質が違う気がする。

「ヨシュア様たちの世界にはゴーストはいませんの？」

「ああ。想像上のものだ、ってことになってる。でも、いないことを証明することはできないだろ？　だから、不思議なことがあったりすると、無念な死に方をした幽霊のせいじゃないか、なんて噂うわさになったりはする」












「さすが異世界。よくわからない」

「それはこっちのセリフよ……」

　ぐったりしながら、柚ゆ比び坂さかが呟つぶやいた。

「異文化交流の意味も込めて、一度怪談大会でもやってみるか？」

　冗談半分で言ったら、柚比坂にすごい目で睨にらまれた。怖っ。

「怖がりすぎだって。確かに俺おれたちの世界では対処の方法もないけど、実在する以上、ゲームガルドには対抗策だってあるはずだぜ。なあ、そうだろ？」

　ティーナはうなずいて、

「アンデッドは光属性の魔法に弱い。陽ひの光にも弱いから、暗いダンジョンの奥を好む。街に出てくることはまずない」

　と説明した。

　さらにシェリスも、

「光属性を武器に付与する魔法を使えば、非実体のゴースト系モンスターにだってダメージを与えられますわよ？　そういう魔法を封じ込めたタリスマンも売っていますし、いくつか常備しておくのも戦士のたちなみですわ」

　と戦士らしい備え方を解説する。

　ちなみに、タリスマンというのはゲームガルドでの一回使い切りのマジックアイテムの総称だ。魔法を使えないクラスのシェリスや、俺のような人間でも、こいつさえ持っていれば魔法を使うことができる。

　言うまでもなく、本職の魔法使いが使う魔法には出力では遠く及ばないし、ラインナップも限られているが、冒険には欠かせないアイテムだ。回復魔法のタリスマンをたくさん買っておくだけで安心感の桁けたが違う。

「今日から光属性の魔法を集中的に勉強するわ……」

「そういえば、幽ゆう霊れいっていえば、とあるダンジョンにメチャクチャ強力な幽霊が出るって話があるよ。委員長たち『聖なる盾隊』でも勝てないんじゃないかって噂うわさされるくらいのさ。えっと、あれは──」

「その話は、たぶん関係ない。というか、幽霊の話自体、今回のクエストに関係がない可能性が高い。もう終わりにした方がいい」

　ティーナがリックの言葉を遮さえぎるように、少し強い語気で言った。

「賛成だわ。終わりにしましょう」

　柚比坂が一も二もなく賛同する。

「そう毛嫌いするもんじゃないぜ。幽霊は何も敵として出てくるばっかりだとも限らないしな。場合によっては何かを依い頼らいしてくるような役回りだって考えられる。無念を晴らしてくれ、ってな。俺の好きな『ドルイド・クェーサー』略してドルクエシリーズの五作目には幼い頃の主人公が幼なじみのヒロインとお化けが出るお城に冒険に行くエピソードがあるんだが、行ってみたらお化け退治のつもりが城主の幽ゆう霊れいから城に住みついた魔物退治を頼まれたりするんだよ。あ、実はこのゲームは発売直前に関係者が立て続けに不幸な目に遭あったりしてて、それも曰いわく的な話題になったんだが──」

「志し度ど君。終わりにしましょう？」

「お、おう……」

　笑顔の下から発せられるブラック柚ゆ比び坂さかオーラによって強制終了させられてしまった。すげえ面白いのになあ、ドルクエ５。音楽とかもすげえいいのに。サントラまで持ってるほどなんだぜ？

「それで、この後はどうちますの？」

　窓の外を見やりながら、シェリスが誰にともなく訊きいた。

　確かに、麵めんを寝かせたりスープを煮込んだりと調理に時間がかかったため、お昼と呼べる時間はとっくに過ぎ去ってしまった。しかし、まだ陽ひは高く、室内に閉じこもっているというのもどうかという時間だ。

「じゃあ、僕ぼくはもう少し色々聞いて回ってみるよ。美お味いしい手料理もご馳ち走そうになったし、せっかくだから少しはヨシュア君たちの役に立ちたいし」

　リックが席を立って、「美味しかったよ、またご馳走してね」と言いながら食堂を出て行った。それを玄関まで見送って、柚比坂は、

「特に当てもないのであれば、私たちは学院に戻って自主訓練でもしましょう。いざ、情報が出てきたときに実力不足で解決に乗り出せないのでは意味がないもの」

　と俺おれに持ちかけてきた。

「そうだな」

　訓練とはいえ、真剣を使っているのだから、怪け我がをすることも命を落とすことも珍しくはない。そういうときにはティーナにも治ち療りようしてもらえるが、ティーナの手加減不可の高出力魔法は一日四回しか使えないので、無駄に使わせるわけにはいかない。しかし、学院なら保健室で無料で治してもらえるのだ。

「では、わたくちたちもお供いたしますわ」

「私は、学院の図書館でアンナ殿どのにおすすめの光属性魔法の初級テキストを探そうと思う」

　そんなわけで、俺たちは本日二度目の登校をすることにしたのだった。
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「ちょっとトイレに行ってくる」

　学院に着くなり、俺はそう言って柚比坂たちと別れた。さっと用を足して、すぐにまた合流するつもりで。

　しかし、すっきりして男子トイレから出たところを、

「すみません」

　と三人組のメイドさんに呼び止められた。

　三人が三人とも剣と盾で武装していたが、この世界に来たその日にお世話になったシェリスの家のメイドさんたちも武装はしていたし、きっとそういうものなのだろうと勝手に納得する。

「はい？」

　足を止めた俺おれを、先頭にいたメイドさんは、手にしたメモ用紙を見ながらまじまじと観察して、

「一つ伺いたいのですが、本日の午前中、高等部の魔法使いクラス前の廊ろう下かにて、紫色の髪かみのゴスロリアーマーを着た女子生徒を助けたのは貴方あなた様さまでいらっしゃいますか？」

　そう、慇いん懃ぎんに訊きいてきた。

「え──ええと、助けたというほど大おお袈げ裟さなことはしてませんけど、思い当たる節がないわけじゃありません」

「と、仰おつしやいますと？」

「よろめいてきたので受け止めて、取り落とした戦せん斧ぷを拾ってあげたくらいですけど」

　答えた瞬間、二人のメイドさんに左右からガッチリと腕を摑つかまれてしまった。

「え？　ちょ、あの……」

　腕に両サイドのメイドさんの柔らかいアレが当たって俺は照れまくったけれど、当のメイドさんたちは気にした様子もなく、力を緩めるつもりもなさそうだった。

　そして俺に質問していたメイドさんは水晶玉をはめ込んだ木片を耳に当てて、

「こちらリリィ班、男子トイレ前にて目標を確認、確保いたしました。……了解、ただちにそちらに強制連行エスコートいたします」

　などと簡かん潔けつすぎる会話をして、俺を押さえている二人に目で合図をした。

　瞬く間に、手て枷かせと足あし枷かせがはめられてしまった。

「ご無礼をいたしますが、わたくしどもも雇われの身、雇用主の意向には逆らいかねますので、ご容よう赦しやくださいませ」

　ええと……何この急展開。もしかして俺、かなりまずい状況に陥ってないか……？

　そう思った矢先、俺の身体からだはメイドさんの一人にひょいっと担ぎ上げられてしまった。なんなの、この世界のメイドさん。っていうか、この世界の人たちは無駄にパワフルすぎるだろ！

　大声で助けを呼ぼうとした瞬間、

「大変恐れ入りますが、喋しやべると舌を嚙かんでしまう恐れがございますので、お静かにお願いいたします」

　と俺おれを担いでいるメイドさんに言われ、そして実際、メイドさんたちは恐ろしいスピードで走り始めた。速ッ！　一歩ごとにぐわんぐわんと揺れる。

　えー。男子一人軽々担いで、こんな速度でダッシュできるんですか……。

　これは、逆らっても無駄っぽい。たぶん、抵抗しても一瞬で鎮圧される。

　うん、詰んだ。

　抵抗を諦あきらめた俺は、こうして実におとなしく拉ら致ちられたのだった。




　メイドさんに担がれた俺が連れてこられたのは、学院の学食だった。入り口には、『本日貸し切り』なんて札がかかっていた。

　学食に貸し切りなんてあるのか……？

　そして広い学食の中、俺はメイドさんの肩から下ろされ、中央付近にある席に座らされた。もちろん、手て枷かせ足あし枷かせはそのままで。

　目の前のテーブルには、たくさんのクッキーが載った皿とティーセット。側に控ひかえる一〇人以上のメイドさん。

　そして、真向かいの席には、午前中に廊ろう下かで会った紫色の髪かみと瞳ひとみのゴスロリアーマーの彼女が頰ほおを赤らめて座っていた。

　微笑ほほえみは可か憐れんで、雰囲気は華やかで、肩は華きや奢しやで、いかにもお嬢様というたたずまい。しかし、手枷足枷をした俺を目の前に座らせてにこやかに微笑んでいる時点で、すでに何か色々とおかしいよな？

「お招きに応じていただきまして、嬉うれしいのでございますわ」

　紫色の彼女は、幸せそうな微笑みを崩すことなく言った。

「いや、応じたっていうか、そもそも選択の余地なんかなかったっていうか……」

「わたくし、あのときは気が動転してしまって、お礼も言えずに立ち去ってしまったことを気に病んでいたのでございます。何しろ、少し泊まりがけで冒険に出ていたら、クエストが解かれている上に、解いたメンバーの一人があのシェリスだなんて、これが驚かずにいられまして？」

「はあ」

　まあ、わからなくはないが。

「ですが、こうしてその日のうちにまた出会えるなんて、これはもう運命なのでございますわ」

「はい……？」

　言ってる意味がさっぱりわからなくなった！　そりゃ会えるだろ、俺を指名してメイドさんたちに連れてこさせたんだから！

　もしかして俺おれ、ツッコミを期待されているのか？

「わたくし、イルザ・イステシアでございます」

　紫色の彼女はそう名乗って、俺の顔をじっと見つめた。

　自分が名乗ったのだから、名乗れ。そう言いたいのだろう。というか、こっちが自分の意図通りに動くのが当たり前と信じて疑っていない。そんな顔だった。

「義よし弥やだ。ヨシュアでいい」

「ヨシュア様、でございますね。あら？　どこかで……ああ、今話題の救世主様と同じ名前でございますのね。素敵なお名前でございますわ」

「いや、俺がその──」

「ヨシュア様、ミルクティーはいかがでございますか？」

　俺が言い終わる前に、っていうか言い出す前に、イルザは言った、その言葉に間かん髪はつ入れず、メイドさんの一人が目の前のカップにいかにも甘そうなお茶を注ついだ。

「お茶はいいから、せめてこの手て枷かせと足あし枷かせをだな……」

「ああ、お茶よりお菓か子しをご所しよ望もうでございますのね」

「誰がそんなことを言った」

　しかし俺の言葉など完全にスルーして、イルザはテーブルの向こう側からこちら側へとつつつっと寄ってきて、クッキーを一つ手に取った。

「はい、あーん、でございますわ」

「お願いだから話を聞いてくれよ」

　ってか、手足を拘こう束そくされて拉ら致ちされたこの状況でのんきにお菓子食べたいとか言うわけないだろ！　ティーナじゃないんだから！

「大丈夫でございますわ。ヨシュア様には、一生、わたくしが何一つ不自由させないつもりでございますから」

「今思いっきり不自由してるんだけど！　主に手足が！」

「わたくしの燃えるような愛の前では、些さ細さいなことでございますわ」

「いやいやいや！　些細じゃないだろ!?」

「あーん、でございますわ」

「むぐっ」

　クッキーを口の中に押し込まれた。

　とりあえず、このクッキーが甘くてサクサクなことと、このイルザって女の子とは会話が成立しそうにないってことは身をもって理解した。

　なんかもう八はつ方ぽう塞ふさがりで涙目になる。

　……誰か助けて。

　と、俺の祈りが天に通じたのだろうか。

　扉を蹴け破やぶる派手な音とともに、

「志し度ど君！　無事!?」

「ヨシュア様、助けに参りまちたわ！」

「ヨシュア殿どのを助けて、その美お味いしそうなクッキーは私が頂く」

　聞き覚えのある頼もしい声が聞こえてきた。

　口に突っ込まれたクッキーを急いで嚙かみ砕いて吞のみ込み、俺おれは無我夢中で、

「助けてくむご──っ！」

　とＳＯＳを叫んだ。しかし、叫び終わる前に凄すさまじい力で引き寄せられ、イルザの胸にしっかりと抱きしめられて言い切ることすらできなかった。

　ふ、不本意ながら、控ひかえめではあるものの女の子らしい柔らかさと、控えめだからこそ頰ほおにダイレクトに感じる鼓動に顔が熱くなる。

「なんでございますの？　わたくしたちの愛の語らいを邪じや魔ましようだなんて、無礼の上に無ぶ粋すいでございますわよ」

「って、イルザ!?　よ、ヨシュア様を抱きしめたりちて、いいい、いったい何をやってますの─────っ！」

　いつもの調子で、シェリスが特大トゲトゲ鉄球を振り上げた。

　ああ、これはまずい。

「おい、危ない逃げろ！」

　俺は必死でもがいて、イルザを突き飛ばした。

　虚きよを突かれたイルザの身体からだが、よろめいて俺から離れる。だがしかし、俺の手足は運悪く手て枷かせ足あし枷かせで封じられているわけで。つまり、俺自身は逃げようがないわけで。

　そしていつものようにトゲトゲ鉄球は一直線にこっちへ飛んできて、手枷もろとも俺自身を粉砕した。




　いつものように俺が息を吹き返すと、柚ゆ比び坂さかやシェリス、ティーナと一緒にイルザも心配そうに俺の顔をのぞき込んでいた。

「あーん、ごめんなさいごめんなさい！」

　いつものように涙目で謝るシェリスに、イルザが眉まゆを吊つり上げる。

「本当に、何をしてくださいますの!?　これからわたくしとパーティを組み、ゆくゆくは夫になる大切な方を見るも無残な死体にするなんて！」

　その見るも無残って言い方、地味にイヤだな。そうなってた身としては。

「イルザこそ何を言ってますの!?　ヨシュア様はもうわたくちたちのパーティのリーダーを務つとめておいでですわ！　だからイルザとはパーティを組めません！　ま、ま、まして夫になんてならないのですわ！」

「はあ？　だって、シェリスは救世主様とパーティを組んでるんじゃございませんの？」

「そうですわ。そして、こちらのヨシュア様こそが救世主様なのですわ！」

　数瞬の沈黙。

「ええ──────っ!?」

　イルザが驚きよう愕がくの声を上げるが、正直、俺おれはシェリスがイルザと意思の疎そ通つうができていることの方に驚きを隠せない。

「そんな……そんな……」

　イルザはよろめいて後ずさり、大おお仰ぎように両手を広げて天を仰いだ。

「なんという運命のいたずらでございますの……？」

「毎回毎回、勝手に運命を感じて暴走するのはやめてほしいですわ！」

　シェリスの言葉に、メイドさんたちが一様に深くうなずいていた。

　しかしイルザはシェリスの言葉などどこ吹く風で、

「いいえ、諦あきらめませんわ！　運命とは、自らの手で勝ち取るべきでございますもの！」

　などと芝居がかった調子で宣のたまうのだった。

「すごく前向きで良い言葉なんだが、あんたが言うとマジで洒落しやれにならない気がするのは俺だけか……？」

「しかも、次のクエストが救世主様を殺すことだなんて、わたくしは運命の人をこの手にかけなければならないということでございますの……？」

「ちょ、イルザ！　ヨシュア様やアンナ様に危害を加えることは法令で禁止されることになりましたのよ!?　知らないんですの!?」

「でも、これも運命でございますわ……。他の誰かの手で殺されるくらいなら、いっそわたくしの手で……！」

「おーい。物ぶつ騒そうなこと言ってないで、ちゃんと聞いてくれってば」

　だが、シェリスの言葉も俺の言葉もイルザに届いた気配はない。

「申し訳ありませんが、お嬢様は悲劇のヒロイン的なシチュエーションに酔っていらっしゃるようですので、今は何を言っても無駄かと」

　メイドさんの一人が、心底申し訳なさそうに言った。

「今じゃなくても無駄な気がするんだが」

「おおむねその通りでございます」

　そんな、サクッと肯定されても。

「ヨシュア様、今はお別れでございますわ。でも、運命は決して切れぬもの、改めましてお迎えに上がらせて……いえ、あの世へお送りに上がらせて頂きますわ」

　ぐっと拳こぶしを握りしめて、イルザは言った。

「撤収準備！」

　メイドさんたちが雇用主の意図を読んで、慌ただしく学食内の掃除を開始した。さっき俺おれが死体に変わったときに飛び散った血や、そのときこぼれたお茶や割れたティーカップ、砕けた手て枷かせの破片などが瞬く間に片付いていく。スキルや体術を駆く使しすると掃除まで大スペクタクルになるんだという衝撃の事実。

「大丈夫でございますわ、ヨシュア様。決して一人で逝いかせたりは……」

「何人一緒でも逝きたくねえよ！」

「まあ、照れておいででございますのね」

「死にたくねえんだよ！」

「そんなところも可愛かわいくて素敵でございますわ」

「聞いてくれよ、お願いだから！」

「それではごきげんよう」

　結局最後まで俺の話を聞かず、イルザは掃除を終えたメイドさんたちを引き連れて、風のように帰って行った。

　……ダメだ、彼女と意思の疎そ通つうが図れる気がしない。

　押し寄せる徒労感の中、俺は思った。

　辛かろうじて無事だったこの足あし枷かせくらいは外してから帰ってほしかった、と。





　　　　＊






　俺と柚ゆ比び坂さかがゲームガルドに来たとき「ようこそ」という言葉と一緒にもらった『言こと霊だまの首飾り』は、言葉も文字も自動で翻ほん訳やくしてくれるというとても便利なマジックアイテムなのだが、融通が利きすぎるという意味では注意も必要だった。

　例えば、昼に食べたラーメンに使われた『鶏にわとり』も、厳密に言えば『俺たちの世界で言う鶏に近い種の鳥類』ということになる。これは野菜なんかもだいたいそうで、形や香り、味が最も近い食材に自動変換されてしまうのだ。だから、ケーキのときの砂糖のように、微妙に風味が違ったりすることもあるから油断ができない、と柚比坂がこぼしていた。

　さらに言えば、あまりにストレスフリーすぎて、実際には言葉が通じないのだ、ということさえ忘れがちになってしまうのも欠点かもしれない。

　例えば、お風呂に入るときとか。

　メイドさんたちに拉ら致ちされてお茶やクッキーを散乱させる戦いに巻き込まれ、挙げ句いつものように死んでしまったりしたのだから、生き返らせてもらったとはいえ、身体からだはずいぶん汚れてしまっている。だから、いつもは変なトラブルを警戒して最後に入るところを、帰るなり風呂場に直行させてもらったのだ。

　当たり前の話だが、風呂に入るということは、身に着けているものを全部脱衣所で脱いでくるわけで、これまでも、俺おれは入にゆう浴よく時は言こと霊だまの首飾りを外していた。

　だって、邪じや魔まだし。

　一人で入浴してる最中に必要になるとは思えないし。

　風呂なんか長くても二〇分程度だし。

　だから──、

「……◎△※※◆×？」

　突然、脱衣所からドア越しに話しかけられて、もの凄すごく焦あせってしまった。

「ちょ、何言ってるかわかんないって！　その声はティーナか!?」

　慌てて湯船に飛び込みつつ、

「待て！　とりあえず、この状況は危険だ！　話なら後でゆっくり聞くから、今は脱衣所から出るんだ！」

　と説得を試みるが、そもそも言霊の首飾りを着けていない状態では言葉が通じないのだ、という事実に頭を抱えた。

　くそ、せめてティーナが言霊の首飾りに触れてくれれば……。

　……。

　あ、それじゃダメなのか。俺たちがゲームガルドに来たとき、シェリスもティーナも言霊の首飾りを持っていた。いや、俺たちのような異世界からやって来る人間のために、学生はみんな持たされている、というようなことを言っていた。

　なのに、最初はこの世界の言葉がわからなかった。

　ということは、ゲームガルドの人間だけが手にしていても、俺たちと言葉が通じるようにはならないということだ。

　おそらく、言霊の首飾りは俺たちの言葉をゲームガルドの言葉に変換してくれるが、その逆、ゲームガルドの言葉を俺たちが理解できる日本語には変換してくれないのだ。

　ということは、今現在、浴室の中から俺がティーナに対して意思を伝える手段はない。

「イルザといい、なんで今日はこんなに意思の疎そ通つうで苦労するんだ……!?」

　どうする、俺。

　悩み始めたその瞬間、

「1●→＠▲▽……」

　浴室のドアが大きく開け放たれた。なぜだ!?

　俺が啞あ然ぜんとする中、ティーナが浴室に足を踏み入れてきた。なんのつもりか、身体からだにぴしっとバスタオルを巻き付けただけの姿で。

　どうして普段より露出度が下がっているのに、ドキッとしてしまうのだろう。やはり、本来衣服ではないタオルの下は生まれたままの姿である、というのが大きいのだろうか。何しろ、何かの拍ひよう子しにタオルが落ちようものなら、ほら、即ポロリだし。そう考えただけで顔がすごい勢いで熱くなる。

　じゃなくて！

「何やってんだよ、ティーナ！」

　通じていないことは承知で、しかし叫ばずにはいられなかった。

　首を傾かしげながら、ティーナが俺おれが籠ろう城じようする浴よく槽そうに歩み寄ってくる。

「いや、だから待てって！　せめて首飾りをだな……！」

　首を指さしたり、ジェスチャーも交えてなんとかこちらの主張を伝えようとするが、ちっとも伝わってる気がしない。

　いよいよティーナが超至近距離までやってきて、浴槽に手をかけた。

　浴槽に手をかけるということは、少し前まえ屈かがみになるということなワケで、つまり、俺の目の前には身体からだに巻いたバスタオルに隠れきらない谷間が──

　ごくり。

　ああ、もしかしたら、ティーナはこちらの身振り手振りさえ理解しようとしていないのかもしれない。

　と、必死で騒ぐ俺の声が伝わったのか、脱衣所にシェリスが駆け込んできた。そして、真っ赤な顔で、すごい剣けん幕まくで、何やらティーナにまくし立てる。

　うん、言葉はわからないけど、なんとなくいつもの流れなので、何を言っているのかはだいたい見当が付く気がした。たぶん「ティーナ何やってますの！」的なことだろう。シェリスがティーナに駆け寄って、腕を摑つかんで脱衣所の方へと引っ張っていこうとする。

　ちょ、そんな勢いで引っ張ったら危ないって！　主にバスタオルが！

　そして、騒ぎを聞きつけたのか、柚ゆ比び坂さかまでがやってきた。料理中だったのだろう、裸エプロンに見えてしまう例の格好だ。

「助かった！　柚比坂、頼む、脱衣所のカゴから言こと霊だまの首飾りを取ってくれ！」

　懇願するように叫ぶ。

「●△ヾ↑→↑◎……」

　呆あきれ気味に柚比坂が何やら言いながら、俺のお願い通りカゴの中から言霊の首飾りを取り出した。あれ、でも、柚比坂の言葉もわからない……？

　とにかく、柚比坂が放ほうり投げてくれた言霊の首飾りをキャッチして、

「いったい何がどうなってこうなったんだ!?」

　と我ながら何を言ってるのかよくわからない質問をした。

「話をしたくて来たら言ってることがわからなかったから、とりあえず入ってみようかと」

「その『から』の接続がおかしいだろ!?」

「そうですの！　しかも、脱ぐ意味がわかりませんの！」

「一緒にお風呂に入れば、言葉なんて要らない気がした」

「ティーナさん、今のはイルザさん並に言ってることがメチャクチャよ」

「そ、そんな……！」

　さすがのティーナも、イルザと一緒にされるのはショックらしい。

「で、話ってなんだ？　風呂にまで押しかけてくるほど緊急の話なら今聞くけど」

「……」

　ティーナは一瞬間を置いて、

「急いでいるわけじゃないから、今はいい」

　と言った。

「だったら、わたくちたちは早く出て行くべきですわ！　ほら、ティーナ、早く！」

　ぐいっとシェリスがティーナの腕を引っ張った。

　その瞬間、俺おれの目の前でティーナの身体からだを覆おおっていたバスタオルがはらりと落ちた。

　え──？

　視界いっぱいに、魅み惑わく的なティーナの全裸が──

「デレッと見てるんじゃないわよ、このクズ！」

　脱衣所の柚ゆ比び坂さかが俺に向かって投げつけた石けんは、メジャーリーガー投手級のスピードとコントロールで俺の顔面を直撃した。

「あいたっ」












　顔を押さえて浴よく槽そうの中でうずくまった俺おれは、残念なことに、すぐ側に広がっているはずの美しい景色をほとんど目にすることができなかった。
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　件くだんの言こと霊だまの首飾り的に解説すれば、本日の夕食のメニューは湖で獲とれる鱒ますに近い魚のムニエルと、やはり湖で獲れるエビと呼ぶのが適切な食材がたっぷりのピラフ、そしてサラダ菜やプチトマトに相当する野菜が中心のサラダだった。

　まあ、食べる分には微妙な差なんかまったく問題ないわけだが。異世界での未知の食材たちも美お味いしく料理してくれる柚ゆ比び坂さかに感謝せざるを得ない。

　で、そんなメニューの並んだ夕食の席では、ついさっきのお風呂事件のことを除のぞけば、当然のように話題は俺に対して拉ら致ちと監禁未遂をしでかしてくださったイルザのことで占められることになった。

「ごめんなさいごめんなさい、イルザはわたくちの従姉妹いとこでちて……」

「つまり、彼女も良いところのお嬢様なのね。それで、シェリスさんのようにオーダーメイドのゴスロリアーマーを着ていた、と」

「でも、イルザは戦士としては優ゆう秀しゆう。シェリスほどの馬鹿力はないけれど、それでも充分にトップクラスの筋力で、しかも大きな戦せん斧ぷを的確に命中させる」

「なるほど、そりゃ確かに優秀だ。ま、別の面で色々やっかいっぽいけどな。主に話を聞かないところとか」

　あれでは連れん携けいも何もあったものじゃない。

「そう。それのせいで、優秀なのにもかかわらず、彼女も長いことパーティを組んでもらえない人だった」

「そりゃあなあ……。あれ？　でも、彼女はしばらく冒険に出てたって言ってたぜ？　パーティ組んでないのに冒険に出てたのか？」

「イルザは昔から、イステシア家のメイドたちを連れて冒険に出ているのですわ」

「メイドさんも大変だな……」

「良家のメイドは警備や護衛も兼ねますから、高給取りですのよ。現役時代は相当の実績を積んだ猛も者さばかりですわ。ですから、学院の生徒と組むよりよほど快適に冒険できるはずですわ」

　確かに凄すご腕うでっぽかったよな、あのメイドさんたち。訓練された軍人みたいだった。

「なるほど……。でも、いいのか、それ」

「いいわけありませんの。大人同伴の冒険は実績も大幅に減点されますわ」

「冒険の実績は、社会貢こう献けんという意味合いの他に、どれだけ経験を積んだのか、という点も計られる。過保護な環境での冒険は、判断する側からすると印象は最悪に近い。それに、そんな高給取りを引き連れて行けば、まず間違いなく大赤字になる」

「だよな」

「あと、その……イステシア家はラフローリア家の分ぶん家け筋すじ的な立ち位置ですの。それで、昔からイルザはわたくちに対抗意識みたいなものを持っていたみたいなのですわ。いつもならすぐ飽きるんですけど、わたくちが絡んでるとなると、ちょっと長引くかもちれませんの……」

「今回のきっかけは、シェリスは関係ないっぽいけどな」

「え？　そうなんですの？」

　俺おれは午前中の学院でのできごとと、メイドさんたちに捕まったとき尋ねられた内容について手短に話して聞かせた。

「つまり、ちょっと優しくしたら惚ほれられちゃった、というわけ？」

　柚ゆ比び坂さかは頭を抱え、シェリスは放心したように乾いた笑いを口元に浮かべ、ティーナは三杯目のピラフを綺き麗れいに平らげた。

「優しくっつったって、特別なことは何もしてないだろ？　よろめいてきて危なそうに見えたら支えるだろ？　目の前で武器落としたら拾ってやるだろ？」

「そうですわね……。それで惚れるとか、我が従姉妹いとこながら、チョロすぎて脳の構造を疑いそうになりますわ……」

「いずれにしても」

　ティーナが言いかけて、思い出したようにムニエルを口いっぱいに頰ほお張ばって、もぐもぐと嚙かんで吞のみ込み、

「ヨシュア殿どのは、しばらくは一人になるのを避けた方がいい」

　と冷静に言った。

「そうね。今日だって、一人になったところを狙ねらわれたものね」

「トイレはしょうがないだろ」

「明日からは、トイレの前までお供いたちますわ！」

「いや、さすがに大おお袈げ裟さすぎねえ？　……さすがにトイレまで送り迎えされるなんて、ちょっと恥ずかしい気が」

「恥ずかしいって……、あんたねえ、一度拉ら致ちされたんだから、もう少し危機感を持ちなさいよ、まったく。今回はあんたを担いだメイドたちが何人もの生徒に目撃されていたからすぐ駆けつけられたけど、次もそんな運良く助けに行けるとは限らないのよ!?　しかも、自分の手にかけるとか物ぶつ騒そうなことまで言ってるんだから！」

「アンナ様がキレまちたわ……！　また馬乗りのお仕置きが……」

「ヨシュア殿、アンナ殿が剣に手をかける前に謝った方がいい」

「お、おう、すまん。俺おれからダガーを奪って首筋に突き付けるのも勘かん弁べんな」

「あのねえ、みんなして私をなんだと思ってるのよ……」

　柚ゆ比び坂さかはムスッと頰ほおを膨らませて、拗すねたような顔をした。

「そりゃあ、このパーティの影の支配者とか」

　じろっと睨にらまれて、俺は慌てて目を逸そらした。

「にしても、気になるな」

「何がですの？」

「運良く目撃者がいた、ってところが」

「ヨシュア様、いくら普段運が悪くても、たまにはそういうこともあると思いますわ」

「いや、でも、本気で拉ら致ちを上う手まくやろうと思ったら、魔法で姿を隠すとか、目撃されないようにやるんじゃないのか？　メイドは腕うで利ききなんだろ？」

「……確かに、そうかも」

「イルザ本人が戦士ですから、パーティとして引き連れているメイドなら、当然魔法を使える人はいるはずですものね」

「だろ？」

　雇用主の指示が雑なのか、メイドたちにやる気がないのか、それとも何か思惑があるのだろうか。

「なんにしても、拉致にせよダイレクトに殺しにくるにせよ、次は襲しゆう撃げきそのものを阻止するわよ。自分勝手なお嬢様のわがままに振り回されて、こっちの活動が遅れるなんていい迷めい惑わくだわ。そうでなくてもいつ帰れるかわからないっていうのに」

「あ、アンナ様、目がちょっと怖いですわ……」

「でも、アンナ殿どのの言う通り。法令で禁止と決まっても効果がないなら、撃げき退たいするしかない」

「やれやれ。クエストも手詰まりなのに、なんでこうトラブルばっかり押しかけてくるんだろうなあ……」

　これも、俺の運の悪さのなせる業わざなのだろうか。できることならば、なるべく穏おん便びんに済ませたいものだ。
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『火の月五五日

　今日も色々あって驚いたりしてばっかりだったが、言こと霊だまの首飾りまでもが驚かせてくれるとは思わなかった。

　てっきり「自動で翻ほん訳やくしてくれる便利なアイテム」だと思っていたのだが、案外そうでもないらしい。首飾りを着けていない俺おれに、首飾りを着けた柚ゆ比び坂さかの言葉が理解できなかったのだから、「翻ほん訳やく」というより「着けた人間の言葉を強制的にゲームガルドの言葉に修正する」と言った方が正確なのかもしれない。微妙な差かもしれないが、この差を知らないがゆえに訪れる次のピンチが、お風呂でアレ的な命には関かかわらない範はん囲いで済むという保証はないわけで。いや、今後は風呂に入るときも首飾りは着けておくことにしようと心に決めたわけだが。

（中略）

　……とにかく、イルザが本気で俺を殺そうとするならば、本人のみならず家名にまで傷がつく事態になりかねない。シェリスの親しん戚せきだというなら、さすがにそれは避けたいところだ。そのためにも、早く今回のやっかいなクエストをなんとかしないと……。』
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　夜中。

　日課になりつつある、その日の出来事を『冒険の書』に日記のように書く作業を終えてベッドに入っても、眠ることができずにいた。

　精神的に疲れすぎたせいか、あるいは押し寄せてくるイヤな予感のせいか、どうにも目が冴さえてしまっていた。

　素す振ぶりの一回でもしたことがあるのか。

　以前、柚比坂に言われた言葉をふと思い出し、俺はベッドから起き出した。胸当てこそ着けないものの、聖なるダガーを持って部屋を出て、静まり返った廊ろう下かを進んで庭に出る。

　庭では、柚比坂が黙々と剣を振っていた。授業で最近習った、突きからのコンビネーションをひたすらに繰り返している。

　以前にも見たような光景。

　そして、この努力が日本に帰るため、妹のためだと知っているせいか、俺も真ま理り亜あのことを思い出した。

　目が見えない、けれど剣と魔法のファンタジーが大好きな、俺の妹。

　──どうしてるかな。

　きっと俺のことを心配しているだろう。俺がいなければゲームはできないはず。となると、途中だったゲームの続きがどうなるのか気になっているかもしれない。

　──泣いたりしてなきゃいいが。

　さすがに一二歳になった最近ではそうそう泣かなくなったが、ちょっと前はゲームのイベントにお化けや幽ゆう霊れいが出てくるだけで涙目になって俺にしがみついてきたものだった。

　──ドルクエ５のあのイベント、そんなに怖い感じの話でもなかったんだがなあ。

　幽霊が出ると噂うわさの廃はい城じように幼い主人公が幼なじみのヒロインと探検に行き、幽霊になった王と王おう妃ひに魔物退治を頼まれるというイベントだった。どちらかといえば、王と王妃の関係がロマンチックだったり、ちょっとしんみりする系の話だった気がする。

　まあ、ドルクエ──国民的大ヒットシリーズ『ドルイド・クェーサー』の五作目は、色々と変な噂というか、曰いわくのあるゲームだったことも真ま理り亜あを怯おびえさせた一因だったのかもしれない。

　──シリーズの良さを踏襲しつつも画かつ期き的てきなシステムを導入してたし、特にシナリオは全編を通してすげえ良かったんだけどな。

　現在も続くシリーズの中でも、屈くつ指しの名作だと思っている。けれど、その５を手がけたチームの主要なメンバーが発売直前に次々と不幸な目に遭あっているのだ。

　ずっとシリーズを引っ張ってきた総合プロデューサーの堀ほつ田た祐ゆう介すけは病気で倒れ緊急入院し、やはりシリーズを通して音楽を担当していた名物作曲家の田た島じま幸ゆき生おが交通事故に遭い、大だい抜ばつ擢てきされた新しん進しん気き鋭えいのシナリオライター有あり瀬せ香か奈な子こは謎なぞの失しつ踪そう、主人公の父親役を熱演したベテラン声優西さい園おん寺じ克かつ則のりはスキャンダルが発覚して離婚し、メーカーの先代社長、古ふる掛かけ光みつ彦ひこも九六歳で大だい往おう生じようした。

　ゲームメーカーの御おん曹ぞう司しで業界事情に詳しいクラスメイト、古掛光こう一いち郎ろうに当時訊きいてみたことがあったのだが、

「ああ、全部本当みたいですよ。ヒット祈き願がんがお祓はらいに変わったって父さんが苦笑しながら言ってました。まあ、お祖じ父いさん──先代社長は歳としが歳でしたし、プロデューサーは手術も成功してもう現場に復帰してますし、作曲家の交通事故も幸い死人は出なかったそうですけど……でも、今もシナリオライターは行方不明のままなんですよね。ウチとしても、あれだけ売れたんだから当然続投させたかったみたいなんですけど……」

　と、ちょっと怖い答えが返ってきたことは今もハッキリと覚えている。偶然だとは思うが、さすがにそれだけ重なると、柚ゆ比び坂さかじゃなくても怖くなってくる。

　まあ、それはさておき。

　庭に出て、

「柚比坂」

　と先客に声をかけた。

「志し度ど君……」

　素す振ぶりの手を止めて、少し驚いたように柚比坂が呟つぶやいた。

「どうしたの？　こんな時間に」

「いや、なんか眠れなくてさ。だったら、こないだお前に言われたし、素振りの一つもしてみようかなって」

「あら、ずいぶん殊しゆ勝しようなことを言うようになったわね」

「またお前にキレられるのもゴメンだしな」

「動機はともかく、少しはやる気になってくれたみたいで何よりだわ」

「最初からやる気はあったつもりだけどな」

　そう言い返しながら、鞘さやから聖なるダガーを引き抜いた。

「そういえば、お前は『リスクを負った実戦に出なきゃ成長しない』とか言う割りには、熱心に素す振ぶりやってるよな」

「何を言っているの？　私は別に、素振りや基き礎そ訓練が無意味だなんて言ってないわよ。運動部の人たちはもちろん、プロのスポーツ選手だって、素振りや基礎トレーニングは欠かさないでしょ。素振りのような反復練習で身につくものと、試合や大会で得られる経験と、どちらが欠けても強くはなれないわ。冒険だってきっと同じよ」

「なるほど」

　確かに、ゲームでは経験値という数値に置き換えることで単純化しているけれど、現実にはそうなのかもしれない。あるいは、どんなにレベルを上げたとしても、各モンスターの特性や弱点を把は握あくしたり、キャラの能力や魔法などをきちんと理解しておくといったプレイヤースキルがなっていなければ苦戦する、みたいなことか。

　とにかく、俺おれも授業で教わった、一番基礎的な突きの反復を始めた。

　が、すぐに、

「もう少し実戦をイメージした方がいいんじゃないかしら。ダガーはただでさえ軽いのだから、渾こん身しんの力を込めなければモンスターに有効なダメージを与えられないと思うわ」

　と、柚ゆ比び坂さかからダメ出しをもらってしまった。

「力を込めると狙ねらいがブレるっていうか、甘くなるんだよな」

　運の悪さを差し引いても、俺の攻撃は初等部の実習で使われる程度の低レベル向けのダンジョンの敵にすら結構な確率でかわされるのだ。

「まずは当てる、という考え方はわかるけど……」

　柚比坂はやれやれとため息をついた。

「前途は多難ね」

「自覚はしてる」

　当てる、ということに専念すれば、足を滑らせたり突風が吹いてきて目に砂が入ったりさえしなければ、それなりにできる気はする。ただ、柚比坂の言うように、それは『攻撃を当てた』というより『武器で触れた』という感じなのだ。確かにそれでは有効なダメージにはならない。

　まったく、情けない。こういう世界に来てしまったら、なんかすげえ才能とかを発はつ揮きして無双するのがお約束なんじゃないのか。それこそ、柚比坂みたいに。

「まあ、あんたの役目はクエストの解き方を考えることだって割り切った方がいいのかもしれないわね」

「お前、それは匙さじを投げたって言わねえか？」

　ちょっと拗すね気味に頰ほおを膨らませた俺おれの言葉に、柚ゆ比び坂さかがくすくすと笑う。

　その瞬間。

　爆弾か何かが爆発したかのような炸さく裂れつ音おんが響き、屋や敷しきを取り囲む塀へいの一部が派手に吹き飛んだ。

「きゃあっ！」

「な、なんだ!?」

　驚いて音がした方を見れば、崩れた塀の向こう側には、舞踏会にでも行くのかとツッコミを入れたくなるような仮面マスカレイドで顔の上半分を隠したゴスロリアーマーの女の子が、塀を砕いた凶悪な戦せん斧ぷを、勢い余って深く食い込んだ大地から引き抜いたところだった。

　イルザ──たぶん正体を隠したつもりなんだろうけど──は紫色の髪かみを搔かき上げて、口元に自信に満ちた笑みを浮かべた。

　その背後には、同じように顔を隠した武装メイドの一団の姿があった。

「ヨシュア様──いえ、救世主様。愛ゆえの暗殺の時間でございますわ！」

「こんなド派手な暗殺があるか──────っ！」

「問答無用でございますわ！　ごめんあそばせッ！」

　叫ぶなり、イルザ──仮面の女戦士（ゴスロリアーマー）は地面を蹴けって、戦斧を振り上げながら一直線に俺の方へとダッシュしてきた。

　うわっ、そのダッシュの勢いもさることながら、月光にギラリと煌きらめく戦斧の迫力が背筋を凍りつかせる。

「何ボサッとしてるのよ！」

　立ちすくんだ俺を庇かばうように、柚比坂が盾を構えて割って入った。

　ガィン！　と鋭い金属音を立てて、湾わん曲きよくした盾の表面を戦斧の刃が滑り、振り下ろされた戦斧は軌道を逸そらされて地面に食い込んだ。

　柚比坂が辛つらそうに舌打ちをするのが聞こえた。

　上う手まく受け流したように見えるが、大きな戦斧を両手で力任せに叩たたきつける攻撃なのだ、その衝撃は盾越しに腕に伝わっているのだろう。

「すまん、大丈夫か!?」

「いいから逃げなさい！　彼女の狙ねらいはあんたでしょ！」

　イルザに向かって剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せんしながら、柚比坂が俺を盾で押した。

　イルザは余裕の表情で身を低くして柚比坂の剣を躱かわし、後ろに跳び退すさる勢いを利用して戦斧を地面から引き抜いた。

「貴女あなた、ヨシュア様のなんでございますの？　わたくしのヨシュア様に近づく女には、一切容よう赦しやをする気はございませんわよ」

「独りよがりな恋愛しかできない貴女あなたは、可哀かわい相そうな人ね」

　静かに言い放って、柚ゆ比び坂さかも剣と盾を構え直した。睨にらみ合う二人の間に、火花が散るのが見える気がした。

　逃げろって言われても、どこに？　っていうか、ホントに柚比坂一人残して逃げ出していいものか!?

　柚比坂が弱いとは思わない。才能もあるし、日々の努力も知っている。しかし、いかんせん初心者であることに変わりはない。冒険が当たり前の世界で、幼い頃から武器を手に育ったこの世界の住人とは、積み重ねた経験が違う。くぐり抜けた場数が違う。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。

　だが、その一瞬で俺おれはメイドさんたちにほぼ全部の退路を塞ふさがれてしまった。

　──行動、早っ！

　この世界のメイドさんは、特に良家のメイドさんは、護衛や警備も兼ねる、いわば訓練された警官か軍人のような人たちなのだった。しかも、スキルや魔法をバンバン使える超人たち。

　そんな人たちに、一般市民の俺が太た刀ち打うちできるだろうか。

　無理だろ、そんなの！

　剣と盾を構えた、なんとなくこの人に担ぎ上げられたことあるんじゃないかな、っていうメイドさんがこちらに電光石火の踏み込みで斬きりかかってきた。

　咄とつ嗟さに聖なるダガーで防ごうとはするけど、とても受けきれる気がしなかった。そもそも、太た刀ち筋すじがまったく見えない！

　思わず目をつぶる。

　だが──、俺が突きだした聖なるダガーは、激しい金属音を立ててメイドさんの剣を運良く受け止めていた。

「え!?」

　驚いて目を見開いて鍔つば迫ぜり合あい状態の自分にさらにビックリする。

　いや、運良くなんかじゃない。そんなラッキー防ぼう御ぎよを許すようなヘボ剣士には見えないし、そもそも俺の運が良いわけない。

　──わざとだ。

　そうとしか考えられなかった。でも、なんで？

「こちらで合わせます。戦っているように振る舞ってください」

　小声で、メイドさんが話しかけてきた。

　やっぱり、と思いつつも、真意を測りかねて眉まゆをひそめた。

「さすがに今回の暴走はやり過ぎです。雇用主を犯罪者にするわけにもいきませんので、なんとか上う手まく撃げき退たいして頂きたいのですが」

「とんだ無理難題なんですけど!?」

「そこをなんとか。もちろん、お嬢様が壊したあの塀へいの修しゆう繕ぜんは、当家が責任を持って受け持ちますので」

「それは当たり前っていうか、そもそもその責任感でお嬢様を暴走させないでほしいんですけど！」

「それができれば、どんなに楽なことか……」

　メイドさんは深々とため息をついた。ええと、お察しします。

「とにかく、多少手荒くても構いませんので、なんとかお嬢様をあしらって頂きたく」

　つまり、昼の拉ら致ちのときも、たぶんわざとさらうところを目撃させたんだろう。ガチで不ま味ずいことになる前に、誰かが助けに来られるように、と。

　さて、どうしたものか。

　考えながら適当に繰り出したダガーの突きを、メイドさんが盾で受け流した。相談を持ちかけてきたメイドさん以外にも何人かのメイドさんが襲いかかってくるが、段取りはできているのだろう、避ける必要すらなく上手く外してくれる。

　一見、多勢に無勢を華か麗れいに切り抜けているように見えるだろうが、気分は完全に猿さる回まわしの猿だ。

　猿を演じながらクエスト並みの難題に頭を悩ませていると、屋や敷しきの二階の窓が開いて、

「何ごとですの!?」

　と、シェリスとティーナが顔を出した。そして塀の惨さん状じようと、囲まれて戦っている俺おれや苦戦を強いられている柚ゆ比び坂さかの姿を確認するなり、一度顔を引っ込めてバタバタとした後、愛用のトゲトゲ鉄球を持ってパジャマ姿のまま、一切の迷いなく窓から身を躍おどらせた。

「おい、バ……ッ！」

　驚く俺などお構いなしに余裕で着地したシェリスは、頭上でぐるぐるとトゲトゲ鉄球をぶん回しながら、

「ここまでバカだとは思いませんでちたわッ！」

　とイルザを睨にらみつけた。

「ティーナっ！」

　シェリスの呼びかけに二階でうなずいたティーナは、窓から杖つえを突き出して、

「風よ」

　たった一言、小さく唱えた。命中率を補強する、あまりに強大な魔力が一帯に満ちる。魔法などさっぱりの俺ですら感じられるほどの、桁けた外はずれの魔力が。

　これで、この一帯の誰の攻撃もが必ず命中するようになる。何しろ、シェリスのトゲトゲ鉄球でさえ、俺以外の的にも当たるようになるほどの魔法なのだから。

　そう、柚ゆ比び坂さかやイルザはもちろん、俺おれも、俺の周囲にいるメイドさんたちも、全員が例外なく影響を受ける。

　今まで通り、外すつもりで繰り出されたメイドさんの剣が、俺の腕を浅く抉えぐった。おそらく腕が切り落とされなかったのは、力も加減してくれていたからだろう。

「つっ」

　痛みが腕から脳へと駆け上がってくる。

「ヨシュア殿どの!?」

　二階の窓から身を乗り出して、ティーナが叫んだ。

「大丈夫だ！」

　痛みに顔をしかめつつ、ティーナに向かって叫ぶ。

「そんな……？」

　血を流す俺より、メイドさんたちの方が明らかに驚きよう愕がくしていた。

「これがティーナの魔法なんだよ！　あんたらが思う以上に強力に、命中精度が底上げされてるんだ！　外すつもりの攻撃さえ補正されちまうほどに！」

　見れば、シェリスは真まっ直すぐイルザへと向かっている。

「まずいぞ、この魔法が効いてる以上、シェリスの攻撃も間違いなく当たる。あいつは手加減なんかできないぞ、たぶん」

　メイドたちが青ざめるのが、仮面越しにもわかった。親しん戚せき付き合いがあれば、シェリスの評判くらいは聞いているのだろう。

　当たらないが、その威い力りよくは並外れている、と。

「どりゃああああ──────っ！　ですわ─────ッ！」

　頭上でトゲトゲ鉄球を回転させながら、シェリスはイルザに向かって走り始めた。その猛もう然ぜんとしたダッシュは、小柄なシェリスだというのに、闘とう牛ぎゆうもかくやという迫力があった。

「アイリス班ッ、お嬢様を！」

　小声で話しかけてきたメイドさんが鋭く叫んだ。

　その指示と同時に、俺の退路を塞ふさいでいた三人のメイドさんたちが風のように駆けて、イルザの前で盾を掲かかげた。

　が、シェリスは急には止まれないし、おそらく止まる気もない。

「ヨシュア様は渡しませんわ─────ッ！」

　シェリスが割って入ったメイドさんたちなどお構いなしにトゲトゲ鉄球を放った。

　ごうん、と凄すさまじい音を立てながら空を切る鉄球を、メイドさんたちが三人がかりで盾で止めようとする。

　きっと、メイドさんたちも防ぼう御ぎよ系のスキルを使ったりしていたのだろう。しかし、トゲトゲ鉄球を止めることはできずに、派手に弾はじき飛ばされた。

「くっ……！」

　イルザは反射的にトゲトゲ鉄球を戦せん斧ぷの柄で受けた。

　が、やはりシェリスのトゲトゲ鉄球を受けきることなどできるはずもない。戦斧の柄はあっけなく砕け散り、直撃を受けたイルザは吹っ飛ばされて屋や敷しきの玄関に激突、扉をもバキバキに砕いて屋敷の中に突っ込んだ。

　うわあ……。

　もしかしてアレですか、毎回俺おれが死ぬときもあんな感じなんですか。背筋が薄ら寒いんですが。

　メイドさんたちも、目の前で起こった惨劇に驚きよう愕がくして固まってしまっていた。

「あ、とにかく、戦斧はダメになって得え物ものもなくなったし、急いで蘇そ生せいを──」

　だが、俺が言い終わる前に、砕けた扉の向こう側で人影がゆらりと立ち上がった。

「うふふ。ヨシュア様ったら、わたくしのためにこんな素敵なプレゼントまで用意してくださっているなんて、さすがでございますわ」

　砕けた扉の向こうから、金色に輝く巨大な戦斧を手にしたイルザが姿を現す。少し足下はふらついているようだったが、まだまだ目は戦意に充みち満みちていた。

「ウソだろ……？　シェリスのアレを食らって、死んでないどころか立ち上がるとか……」

　メイドさんたちと砕けた戦斧が見た目以上に威い力りよくを殺していたのだろうか。

　それとも、戦士系クラスのタフネスは俺の想像を超えているのだろうか。

　あるいは、その両方か。

「っていうか、それは別にプレゼントじゃねえし！」

「照れる必要はございませんわ」

「そういうお約束のボケはいいから！」

「申し訳ありません、買い取らせて頂きますので」

　メイドさんが小声で言いながら小さく頭を下げた。

「買い取るったって、あれ、前のクエストで斧おのの守護者が持ってた一点物ですよ？」

　ウチのパーティには使う人間もいなかったので、とりあえず玄関の武器立てに立てておいたのだ。

　メイドさんは一瞬青い顔をした。

　一点物というのは、つまりレアアイテムだ。

　しかもトップ冒険者を苦しめたことで話題になった斧の守護者からの戦利品である。欲しがる好こう事ず家かがいたりすれば、武器として以外の価値も当然出てくる。正直、いくらくらいの値が付くのか相そう場ばすらよくわからない。

「……見合うだけの額をお支払いするよう、当家の主に申し伝えます」

「よろしく。っていうか、さすがに人が集まり始めたけど、お宅のお嬢様はまだ続ける気なのかな？」

　夜中に塀へいやら扉やらが壊れるような派手な戦闘をやらかしていたのだ。騒音に起きてきた人々が、何人も塀の割れ目から様子を窺うかがい始めていた。

　メイドさんは慌てて、

「お嬢様！　これ以上は無理です！　撤てつ退たいしましょう！」

　と雇用主に進言した。

　露ろ骨こつにイヤそうな顔をするイルザに、メイドさんは、

「このまま長なが居いをすれば野や次じ馬うまの誰かが竜りゆう騎き士し団に通報するでしょう。現行犯で捕まってしまえば、今回に限っては大おお旦だん那な様にも揉もみ消すことは不可能かもしれません」

　と続けた。

　竜騎士団ってのは、確か治安維持をやってる警察みたいな組織のことだったはず。構成員のほとんどがドラゴンに騎乗する高機動型の騎士、及び騎士竜と呼ばれる、騎士を背に乗せることに特化したドラゴンのクラスであるらしい。あ、確か学院長もクラス的には竜騎士らしいけど。

　……ってか、今回じゃなければ、あるいは現行犯じゃなければ揉み消せる自信があるのか。それもどうなんだ。

「お嬢様が犯罪者になれば、家名にも傷がつきます。お家の名めい誉よが失しつ墜ついすれば、お嬢様も救世主様と釣り合いが取れなくなりますが、よろしいのですか」

「うっ」

　言葉に詰まり、少し迷って、イルザは、

「ヨシュア様、しばしのお別れでございますわ！」

　と言い残して、自らが砕いた塀の割れ目へ走り、怯おびえる野次馬たちには目もくれずに走り去っていった。

　すげえ、あのイルザを説得した！

　さすがに慣れているということか。あるいは、イルザ本人もまずい状況になりつつあると自覚していたってことかもしれない。

　メイドさんたちはというと、一様に胸を撫なで下ろし、シェリスに吹っ飛ばされた三人を助け起こしたりした後に一糸乱れず一列に整列して、

「失礼いたしました」

　と一礼して去って行った。

　その後ろ姿を見送りながら、野次馬の一人が、

「……通報するかい？」

　と訊きいてきた。

「あ、いえ、訓練の一環なんです。お騒がせしました」

　愛あい想そ笑いでそう言って、俺おれも頭を下げた。

　イルザはシェリスの親しん戚せきだっていうし、何より、あのメイドさんたちを路頭に迷わせるのは気が引けるもんな。





第三章▼　父と娘と




　翌朝。

　朝食を食べ終わった頃に、シェリスの携帯電話──正しくは典でん話わ、だろうか──に、イステリア家のメイドさんから連絡が入った。今日、俺たちが学院に行っている間に塀へいと玄関を修しゆう繕ぜんするための業者が来るよう手配してくれたのだそうだ。

　なお、斧おのの守護者の戦せん斧ぷに関しては、もう少し検討の時間が欲しいとのことだった。さもありなん。

　そんなこんなで、俺たちはドアやら塀やらが壊れている以外はいつもとあまり変わらない朝を過ごし、いつものように学院への通学のために屋や敷しきを出た。

　ちなみにシェリスとティーナも俺たち以外の学生同様、ごくわずかの必修授業以外は自由選択だ。それでも俺たちが授業を受けている間、学院で自由選択の授業を受けたり、自主的に訓練をしたり、図書館で自習したりしているらしい。なんだか付き合わせているようで申し訳ない。

「とにかく、ちばらくヨシュア様は一人になるのを避けるべきですわ！」

　学院へと向かう道すがら、シェリスが真面目まじめな顔で言った。

　ちなみに、屋や敷しきから学院までは結構な距離がある。俺おれたちの感覚では電車かバスを使うだろ、という自転車で通学するにもちょっと辛つらい距離なのだが、シェリスやティーナに言わせると「このくらいは歩くのが普通」なのだそうだ。冒険に出れば一日中歩き回ったりもするらしいのだから、この世界の人たちはとても健けん脚きやくだ。

「その意見には賛成だわ。絶対また襲ってくるもの、あの子」

「（もぐもぐ）」

　ティーナも朝ご飯の残りのパンを食べながら、こくこくと何度もうなずいた。

「だなあ。まあ、最悪の事態はメイドさんたちも望んでないから、なんとか阻止してくれそうではあるけど、だからって無警戒ではいられないよなあ」

　俺はため息をつきつつ、

「あ、でもな、シェリス、ティーナ。あのコンビネーションは考えなしに使うと、こっちが不利になることもあるから注意な」

　と、昨夜思ったことを口にした。

　シェリスとティーナも多少なり自覚があるのだろう、少し申し訳なさそうな顔をした。

「あのとき、俺はメイドさんたちに囲まれてただろ。まあ、メイドさんたちは俺を傷つける気がなかったからあのくらいで済んだけどさ。ああいう、敵の方が数が多い場合は要注意だ。何しろ、敵の攻撃も絶対に当たるようになるからな。敵の方が手数が多い場合には、シェリスが敵を殲せん滅めつする前にこっちがボコボコにされる危険性が高い」

「少し考えればわかることでちたわね……」

「確かに、考えなしすぎた」

　ティーナはパンを食べる手を止めて、

「自分の馬鹿さ加減が恨うらめしい……」

　そう呟つぶやいてしょんぼりとうつむいた。

「いや、そんなに落ち込まなくても……」

　そう声をかけたものの、ティーナは耳も貸してくれず、

「ヨシュア殿どのに必要とされて、少しくらい役に立ったからって、私自身は何も変わっていないのに。ヨシュア殿が活躍できるようにお膳ぜん立だてをしてくれただけなのに」

「いやいや、ティーナは意識を変えて補助系の魔法を覚えてくれただろ」

「なのに、浮かれすぎて、先走って、結果、ヨシュア殿に怪け我がをさせてしまった……」

「たいした怪我じゃないし、魔法でもう治ってるし。っていうか、本当にまずい状況に陥る前に気づけたんだから、そんなに落ち込むなって」

「でも」

　涙目になったティーナのマントの裾すそをシェリスがギュッと握った。

「そんなことを言ったら、ティーナに魔法を使うようお願いちたのはわたくちですわ。悪いのはわたくちで、ティーナじゃありませんわよ」

　言いながら、シェリスまでもがずーんと沈んでいく。

「二人とも、それで終わりにしなさい。志し度ど君も言っているでしょ？　何をやったらまずいのか、それがわかったのなら失敗にだって意味はあるわ。失敗しない人間なんているはずないんだもの、肝心なのは失敗からきちんと学ぶことよ」

「そういうこと。ま、そもそも組み立てほやほやの新米パーティなんだから、失敗があって当たり前なんだよ」

「そうですわね……。でも、あの局面、あの魔法を使わなければ、実質戦力はアンナ様だけでしたわ」

「そうなんだよな。そこが大問題だよな。俺おれがもう少し役に立てればいいんだが……。でも、柚ゆ比び坂さかに任せた方がいい場合も充分にありうるぜ。敵の命中率もかなり低いときとか」

「状況の見極めが重要ということね」

「わかった。今後は、ヨシュア殿どのに指示されてから魔法を使うことにする」

「確かに、その方がよさそうですわね」

「まあ、その辺の判断とかも、一緒に冒険を繰り返せばそのうちわかってくるだろ」

　俺がそう言うと、シェリスが一転、嬉うれしそうにティーナの顔を見た。

「いよいよパーティっぽくなってきまちたわね！　戦い方のミーティングとか、もう完全にパーティですわ！」

　しかし、ティーナは小さくうなずいただけだった。

「まったくもう、気にしすぎよ」

　柚比坂がティーナの肩をポンポンと叩たたきながら苦笑する。

「まあ、調子に乗るよりはいいかもな。俺たちのパーティがクエストを解いたのは事実だけど、このパーティは実力を発はつ揮きできる状況がかなり限られる。決して手放しで優ゆう秀しゆうなパーティだとは言えない。リーダーからして、武器も魔法もまともに使えないしな」

「自分で言っていれば世話はないわね」

　柚比坂が肩をすくめる。

「わかってるよ。せめて足手まといにならないように善処するよ」

「まあ、もうみんな志度君は頭脳労働が専門だって納得してるから、戦力として期待できるほど強くなる必要はないと思うわ。でも、せめて自分の身は守れるようになってくれないと、この先困るわね」

「なんか認められたのか諦あきらめられたのかよくわからねえな」

　ある意味、柚比坂らしい言い方だとは思うが。

　しかし、柚比坂の言う通りだ。イルザの件もそうだが、今回のクエストで俺が永久欠場しないで済む解決法があるとしたら、今後も冒険には出る必要があるのだ。培つちかってきたゲーム知識で考えるにしたって、実地で見てこなければわからないものもある。いちいち守ってもらってばかりでは話にならない。

「それに関しては、焦あせらない方が良いと思いますわ。わたくちやティーナもそうだと思いますけど、強くなる近道なんてきっとありませんもの」

「確かにな。そんな方法があったら、みんなやってるよな」

　人はそれをチートとか裏技と呼ぶ。

　とにかく、一歩ずつ、少しずつ確実に進んでいくしかないのだ。クエストを解くのも、レベルを上げるのも。

　──道のりは遠いなあ……。

　壁の向こう遥はるかにそびえる塔を見やって、俺おれは小さくため息をついた。




　学院に到着してシェリスやティーナと別れ、柚ゆ比び坂さかと救世主組の教室に入ろうとしたところで、

「おーい！」

　とリックが手を振りながらこっちへと走ってきた。

「なんか色々大変だったみたいだね。イステシア家のお嬢様に惚ほれられたとか」

「……どっから聞きつけてくるんだよ」

「あはは、僕ぼくの情報網を侮あなどってもらっちゃ困るよ」

「で、その情報網で何か有力な情報は摑つかめたのかしら？」

　冷ややかな口調で訊きいた柚比坂に、リックは自信満々にうなずいた。

「もちろん、色々仕入れてきたよ。関係あるかどうかは僕には判断できないから、役に立つかどうかはわからないけどね」

「まあ、とにかく教室に入ろうぜ」

　教室のドアを開けて、リックも招き入れた。長くなるかもしれないし、座って話した方がいい。

「それで？」

　俺自身は机に座って、リックに俺の席の椅い子すに座るよう促しつつ訊いた。

　リックが持ってきた情報は、確かに多た岐きに渡っていた。

　新種のトカゲ型のモンスターの大きな背びれがかなり硬質で、武器や防具に利用できそうだと注目されていること。『青の洞どう窟くつ』と呼ばれる新ダンジョンで、これまで希少だったオリハルコンという金属の鉱脈が見つかったこと。開かい墾こんが遅れている地域に強力な猿さる型のモンスターが出ること。湖の岸辺で、夜だけに咲く花が発見されたこと。

　確かに、多くの冒険者にとって有益な情報なのだろうが……。

「どれも関係なさそうね」

「まあ、今のところはな。他には？」

「ええと……ドワーフの地下街に『旧坑道跡』っていうダンジョンがあるんだ。ここは元はダンジョンじゃなくて、名前通り鉱物を採るための場所だったんだけど、ある事件をきっかけにダンジョン化っていうか、モンスターが出るようになったところなんだ」

「ある事件？」

「僕ぼくらが生まれる前のことだけどね、ヨシュア君たちのパーティにも関係がある事件だよ」

「なんだそりゃ？」

「僕らの親の世代の話だよ」

　生まれる前の事件。親の話。そして、俺おれと柚ゆ比び坂さかしかいないこのタイミング。

「あ。もしかして、ティーナの親の件か」

　ティーナたちをパーティに誘ったときのことを思い出しながら、言った。親のことを言おうとした生徒に、委員長がメイスを突き付けて「やめろ」と言ったことを。

「さすがヨシュア君、ご明めい察さつ。まあ、デリケートな話だろうし、彼女が知られたくないと思ってる可能性もあるから、その件に関しては詳しいことは言わないよ」

「そうね、きっとその方がいいわ」

「ああ。必要だと判断したら、ティーナに直接聞くよ」

「そうしてくれると助かるよ。で、まあ、要するに、鉱物を求めて掘り進めるうちに、その坑道がとんでもないところにつながってしまったらしいんだ」

「とんでもないところ？」

「うん。古い墳ふん墓ぼだよ」

「墳墓……墓か。つまり、ダンジョン化したってことは、その墳墓に巣くってたアンデッド系モンスターとかが湧わきだしてくるようになった、ってことか？」

「そう。ゴーストとかスケルトンとかね」

　リックが口にしたモンスターの名前に、柚比坂が露ろ骨こつにイヤそうな顔をした。

「で、その旧坑道跡がどうしたんだ？」

「うん、ヨシュア君たちがクエストを解いた後くらいから、そこのモンスターがかなり強くなってるらしいんだ」

「マジか!?」

「少なくとも、いくつものパーティがそういう情報を持ってきてるよ」

「それは当たりっぽいぞ……！」

　身を乗り出して食いついた俺に、柚比坂が怪け訝げんな顔をした。

「どういうことなの？」

「ダンジョンの敵が変化したり強化されたりするのは、ＲＰＧではたいてい再度そこに行く必要があるからなんだよ。なんで行く必要があるかっていえば、当然、そこで何かしらイベントが起こって話が進むからだ」

「そんな理屈があるのかしら……。もちろん、ここまで志し度ど君のゲーム勘が何度も当たっているのは認めるけど」

「まあ、幽ゆう霊れいやガイコツが出てくるダンジョンには行きたくないのはわかるけど」

「ちょ、誰もそんなこと言ってないじゃない！」

　ムキになる辺りが図星な証拠だ。

「行く必要があるかどうかはともかく、備えくらいはしておいた方がいいかもな。いつか話してたけど、光属性を武器に付与するタリスマンとか」

「私は魔法があるから大丈夫よ。その手の魔法はもういくつか覚えたわ」

「いやいや、魔法が尽きたらどうするんだよ。そういう緊急事態のときの保険や、魔力の温存のためにいくつか買っておくべきだと思うぜ。タリスマンお守りとはよく言ったもんだよ」

「なるほど、それはそうね……」

「だったら、放課後にでもお店に案内しようか？　ヘンドリー商会はどの店舗でも充実の品しな揃ぞろえだよ」

「御おん曹ぞう司しの紹介で割引とかはないのか？」

「残念ながら、僕ぼくにそんな権限はないなあ。品質は保証するけどね」

「調子が良いな、まったく」

「でも、安くても不良品を売りつけられたらたまらないわ。特に、冒険に必要な道具は命に関かかわるもの」

「そう、さすがアンナさん、そこは重要ですよ！　大手だからこその品質保証！　危険な冒険において、この安心感はプライスレスだよ！」

　やれやれ、と苦笑する。

「あ、そうだ。じゃあ、買い物はリックの商会の店に行くから、『斧おのの守護者の戦せん斧ぷ』は売ったらどのくらいの値段がつくのか、おおよそでいいから調べてくれないか。実物はちょっと事情があって手元にないんだが」

「いいよ。っていうか、それなら、同じクエストの守護者の槍やりを買い取った店がうちの系列店にあるから、話聞いてみる？」

「商談成立だ」

　ニッと笑って、冗談半分で俺おれとリックは話がまとまったことを祝して握あく手しゆを交わした。
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　そして放課後、シェリスとティーナと合流した後、リックとの約束通り、リックの案内で買い物に繰り出した。

　森林公園にも似た、エルフの魔法商店街の一等地に店を構えた『ヘンドリーマジックショップ・エルフ街店』は、以前に鍵かぎのブレスレットを作ってもらった樹上のこぢんまりとしたお店とは違って、大きなスーパーマーケットを思わせる広い店舗だった。

　明るく整然とした店内に、よくわからない葉っぱや根っこ、動物やモンスターの骨やら牙きばやら、怪しげなモノが食材のように陳列されていた。ティーナによると、魔法の触媒だったり、儀式を行うときに使うのだという。

「あら、若わか旦だん那な、お友達ですか？　ようこそ、ヘンドリーマジックショップへ」

　明るい茶色の髪かみを三つ編みにして、ゆったりとしたローブを着込んだエルフのお姉さんが歩み寄ってきて、にこやかにお辞じ儀ぎをした。

「あ、店長、紹介するよ。こちら、今をときめく救世主ご一行様だよ」

「あらまあ、それはそれは、ようこそいらっしゃいました。今日は何をお求めですか？」

「ええと、幽ゆう霊れいに効くタリスマンを」

「では、こちらへどうぞ」

　店長のお姉さんの案内で、タリスマンのコーナーへ。

　タリスマンはプラスチックのような半透明の素材で作られた割わり箸ばしくらいの大きさの棒で、未使用のものは中に淡い光が灯ともっている。これを折ることで、俺おれやシェリスのような魔法が苦手な人間でも、封じてある魔法を発動することができる。もちろん、この属性ごとに様々な色彩を持つ光は、一度使ってしまえば消えてしまう。

　それが、文房具店のボールペン売り場のように、用途ごとに分かれてびっしりと並んでいた。割合としては、回復用タリスマンが五割。次いで魔物除よけのタリスマンが二割、残りは武器に各属性の攻撃力を付与するエンチャント系が占めていた。お目当ての光属性付与も、この中に含まれる。

　早速、柚ゆ比び坂さかが光属性付与のタリスマンを数本手に取った。

「一本銅貨四枚、よりどり三本で銀貨一枚……。高いのか安いのか、今ひとつ判断に悩むわね」

「学食でちゃんとした定食を食べて銀貨一枚しないくらいだから、三回でランチ一食だな」

「そう考えると、決して安くはないわね」

「そうか？　魔法を使えない身としては、むしろ安いと思うけどな」

　陳列棚を見て回りながら、ふと、

「直接攻撃する魔法を封じ込めたタリスマンって、そういえば見ませんよね？」

　と店長さんに訊きいた。

「売れませんからね。どうしても封じ込められる要素の数の問題で、実戦で使うには威い力りよくが弱くなってしまうものですから」

「なるほど」

「一般的なタリスマンは魔導樹の樹じゆ脂しで作るんだけど、素材の魔力許容量的に要素三つが限界なんだよ。『各属性』『射程』『威い力りよく強化』で終わっちゃうんだよね。ちなみに、『射程』を『固定化』にすると武器に付与するこの辺の商品になるんだけど、こっちの使い道は武器のダメージを通りやすくするのが主な目的だから」

　リックが補足して説明してくれた。

「ふうん、『威力強化』一個だとダメージ的には弱いのか」

「最低二個は乗せないと、低レベルの敵ならともかく、実戦では使い物にならない」

　ティーナもパンを食べながらそう言った。

「なるほどなあ……」

　リックやティーナの説明を聞きながら、ふと、

「じゃあ、逆に言えば『威力強化』を二個乗せられれば実戦で使えるのか……」

　と思いついたことを口に出してしまっていた。

「あくまで最低限、という感じだと思いますわ」

「だろうな。でも、今の俺おれの攻撃力は最低限にも全然及んでないからなあ」

　シェリスの言葉に自じ嘲ちようしつつ、

「ちなみに、『属性』『威力強化』『威力強化』で作ったらどうなるんです？」

「理論上は、武器に属性の力を宿すことはできますが、すぐに消えてしまいます」

「すぐに、ってどのくらいです？」

「試したことはありませんけど、たぶん五秒くらいでしょう。やってみましょうか？」

　言うなり、店長さんは近くにあったペンを手に取り、

「火よ、迸ほとばしり迸れ」

　と短く唱えた。『火』『威力強化』『威力強化』で構成した魔法だ。

　すぐさま、店長さんが手にしたペンに大きな炎が灯ともった。そして、俺が心の中で七まで数えた辺りでふっと消えてしまった。

「こんな感じですね。消える前に敵に触れれば炸さく裂れつしますよ」

「……一〇秒保もたないか。タイミングはシビアかもしれないけど……」

　少し考え込んで、俺は、

「試しに、今の感じでいくつか作ってもらうことってできますか？」

「え？　それは構いませんが、少し割高に──」

　しかし、言いかけた店長さんをリックが遮さえぎった。

「同じ値段でいいよ！　その代わり、『救世主ご一行様御ご用よう達たしの店』って看かん板ばんに書いてもいいかな!?」

「若わか旦だん那な、それナイスアイデア！」

　店長さんがポンと手を打った。

「お前、商売上う手まいな」

「いやあ、それほどでも」

「御ご用よう達たしのお墨付きが頂けるのでしたら、大至急で作りますよ？　今後も他のタリスマンと同じ値段でご用意いたします」

　やれやれ、商売人二人を相手にしては敵かなう気がしない。

「わかったよ。その代わり、今度また何かを思いついたら、ヘンドリー商会の総力をもって協力してくれよ。御用達なんだから」

　俺おれの言葉に、リックと店長さんは顔を見合わせた。

「これは、もしかしたらとんでもない取引をしちゃったかなあ」

「とにかく商談成立！　ベラちゃーん、ちょっと奥に行くから、お店よろしくねーっ！」

　店長さんは店員の女の子に声をかけると、そのまま店の奥へと入っていった。

「彼女は優ゆう秀しゆうなマジックアイテム職人でもあるからね、タリスマンくらいならパパッと作ってくれると思うよ」

　リックの言葉通り、店長さんはものの五分ほどで戻ってきて、俺に六本のタリスマンを示した。

「とりあえず、各属性一本ずつ作ってみました。ラベルが手書きなのはご容よう赦しやを」

「あ、どうも」

　地の緑、水の青、火の赤、風の白、光の銀色、闇やみの黒がそれぞれ淡く光っているタリスマンを受け取った。これで銀貨二枚、日本では二〇〇〇円相当。さっきは安いかもなんて言ったけど、練習でも使わなきゃいけないと思えば、我ながら金のかかる戦法を思いついてしまったものだ。

「そうだ、リック、例の戦せん斧ぷの件は？」

「ん？　ああ、守護者の槍やりを査定したのも買い取ったのもこの店だから、訊きいてみたらいいんじゃないかな」

　こともなげに、リックは笑って言った。

「武器防具はドワーフの地下工房街じゃねえのかよ！」

「そこはホラ、大手の強みだよ。どんなアイテムだって、ヘンドリー商会系列店ならどの店でも専門的な鑑定ができるし、下取り可能だよ」

　そりゃまあ、たいていのＲＰＧでも、道具屋で武器防具も売れるけどさ！

「何か冒険で良い物を見つけたら、どうぞヘンドリー商会の系列店へよろしくね」

「ちょっと、若わか旦だん那な。そこは御用達の当店へ、ですよね？」

　なんともまあ、どこの世界でも商売人はたくましい。

　そして、思っていた以上の金額を聞いた俺たちが店を出たときには、すでに看かん板ばんに『救世主ご一行様御用達の店』という文字がデカデカと書き加えられていた。
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　買い物を終えてリックと別れ、屋や敷しきに戻ると、イステシア家のメイドさん立ち会いの下で、まだ塀へいと玄関の修復作業が行われていた。

「申し訳ございません。さすがに急な発注だったもので、作業の開始が大幅に遅れてしまいまして」

　俺おれたちを見るなり、メイドさんが駆け寄ってきて深々と頭を下げた。

「いや、別にいいですよ」

　どうせイルザがまた襲ってきて壊されそうな気もするし。

　と、作業が終わったのか、玄関を直していたドワーフが道具をまとめてこちらへとやって来て、

「あんたが救世主様で？　娘がお世話になっておりやす」

　と言って頭を下げた。

「え？　娘？　俺たちのパーティにドワーフはいないけど……」

　柚ゆ比び坂さかも首を傾かしげている。

　その脇で、ティーナが気まずそうに顔を背けていた。

「え、もしかしてティーナの!?」

「へい。ドナン・ディアボラといいやして、ティーナの親父おやじで」

「ええと、何か事情があるのかしら？　養よう女じよということ？」

　柚比坂の質問に、ティーナやシェリスが今度は首を傾げた。

「実の親子」

「え、でも、ティーナさんはドワーフじゃないでしょう？」

「どうちてティーナがドワーフじゃないと親子じゃないと思いますの？」

「はあ？　種族ってそういうものだろ？」

「違う」

「違いますわ。親がどうであれ、生まれてくる子どもはみんな人間ですわよ」

「「ええっ!?」」

　俺と柚比坂が綺き麗れいにハモって驚きの声を上げた。

「じゃあ、エルフとかドワーフとかどうやって生まれてくるんだよ!?」

「みんな、学院の初等部に入るときに将来なりたい種族を選ぶ」

「それで、初等部ではエルフは耳を伸ばす訓練とか、ドラゴンは両手をついて歩く練習とか鱗うろこを生やす練習とかをちて、学院の奥にある各種族のほこらに毎日お祈りをちて、徐々になりたい種族に変化していくのですわ」

「……」

　えー、何その、ゲームのキャラメイク的な進路選択。っていうか、耳を伸ばす訓練とか鱗うろこを生やす練習っていったい何をやるんだ……？

「ですから、お姉様に子どもができても、生まれてくる赤ちゃんは人間ですわよ」

「え、学院長って結婚してたの!?」

「あれ、ご存じなかったんですの？　教頭先生はわたくちのお義に兄い様さまなんですのよ」

「は!?　教頭って、あのレッドドラゴンの!?」

「はい。現役当時、お姉様はお義兄様の背に跨またがって、まさに人竜一体の神がかった戦い方をしていらちたのですわ！　無敵のコンビって有名でしたの！」

　現役時代の学院長の大活躍より、人間とドラゴンが結婚しているという方が衝撃的で、話題に頭がついて行けてない。

「ええと……じゃあ、俺おれたちもエルフとかになれるのか？」

「うーん、さすがにこの歳としになってしまうと厳ちいと思いますわ」

「ずいぶん慣れたとは思っていたけれど、やっぱり異世界は異世界だったわね」

「ヨシュア様たちの世界では違いますの？」

「ああ。こっちにはエルフもドワーフもドラゴンもいないが、普通は親と同じ人種……種族に生まれてくるよ。変更もできない」

「想像もつかない」

　毎回思うが、こっちのセリフだと思う。

　それはともかく、今はティーナの親父おやじさんだ。例の、旧坑道跡とそこからつながった墳ふん墓ぼの話が聞けるかもしれない。

　そう思ってティーナの親父さんに話しかけようとしたのだが──、

「変に気を回して挨あい拶さつとかしなくていいから、さっさと仕事に戻って」

　先にティーナが親父さんにそう言い放っていた。それも、ティーナらしからぬ強くてきつい口調で。

　そしてティーナはくるりと屋や敷しきに背を向けて、

「まだ工事中なのではうるさくてかなわない。私はどこかで時間を潰つぶしてくる」

　そう言い残して足早に路地へと消えていった。

「ちょ、ティーナ！」

　反射的に追いかけ出して、走りながら振り返り、

「柚ゆ比び坂さかとシェリスは親父さんから話を聞いておいてくれ！」

　俺はそう叫んで路地へと飛び込んだ。





　　　　＊






　路地に入ったティーナは、走り始めていた。

　自然と俺おれも全力疾走になった。

　──なんでだよ！　そんなに親父おやじさんが嫌いなのか!?

　この世界の人間は魔法使いといえども健けん脚きやくだ。生なま半はん可かな気持ちでは追いつけない。

「ティーナ！　待てって！」

　三〇メートルほど全力で追いかけて、ようやくティーナの手を摑つかんで立ち止まらせた。

　たったこれだけのダッシュでもハアハア言ってる俺に対して、ティーナは息を乱してもいない。

「ま……待てって」

　息を整えながら、言った。摑んだ腕を引っ張って、ティーナにこちらを向かせる。

「……」

「なんで逃げるんだよ」

「……別に」

　ティーナはプイッと顔を逸そらした。

「そんなに親父さんが嫌いかよ」

「……別に」

「別にってことないだろ。そんだけいつもと様子が違えば心配になるぞ」

「……」

「まあ、言いたくないことは言わなくていいけど、愚ぐ痴ちでもなんでも聞くから、少し吐き出してみろって。少しは楽になるかもしれないぜ？」

「……」

　ティーナはうつむいて、唇を嚙かみ、

「……私は、私が嫌い」

　と絞り出すように言った。

「昔は自分のことばっかり考えて、リムルに迷めい惑わくをかけても、誰の言葉にも耳を貸さないような最低な女だった」

「でも、ティーナは俺の言葉に耳を貸してくれたじゃねえか。間違いなくティーナはその頃より変わってる。それは俺が保証する」

「そう、変われたと思っていた……。でも、結局またヘマをする。私は、上う手まくやれない自分が嫌い。ちょっと上手くいったからって調子に乗る自分が嫌い。器用に魔法が使えない自分が大嫌い……！」

「ティーナ……」

「何が呪のろいよ……！　私が呪われるようなことをしたわけじゃないのに……ッ！」

　呪のろい……？

　それは、親父おやじさんのせいってことか……？

「それって、どういう……？」

　しかし、ティーナはうつむいたまま何も答えなかった。

　つまり、親父さんの行為が元で本人ではなく娘のティーナが呪われ、そのせいで暴発魔法体質になったということだろうか。

　確かに、七代祟たたるとか、末代まで呪うとか、先祖の因いん果ががどうこうっていう話は今でも怖い話なんかでは耳にすることがある。本人ではなく子どもに悪影響がある、というのは本人を苦しめるという意味でも効果的なのかもしれない。

　しかし、ティーナの言うように、それでとばっちりを受ける子どもはたまったものではない。

「……」

　何か、優しい言葉でもかけてあげられればよかったのかもしれない。でも、俺おれには何を言うべきなのか、思いつかなかった。

　いや、思いついたとしても、たぶん言えなかった気がする。

　いったい、何が言えるというのだろう。

　俺なんかに、ティーナが今まで背負ってきたものを理解できるはずはないのだ。そう、痛感させられていた。












「……すぐに戻るから。だから、ちょっとだけ一人にしておいて……」

　女の子にこんなふうに言われたとき、どうすればいいのだろう。

　気の利いた言葉も、行動も取れなかった俺おれは、ただ、

「……わかった」

　と呟つぶやいて、その場を去るしかなかった。
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　一人で屋や敷しきに戻ると、門の前で待っていたのは柚ゆ比び坂さかとシェリスだけで、すでにティーナの親父おやじさんの姿はなかった。

「ヨシュア様、ティーナは!?」

　俺を見るなり、シェリスが駆け寄ってきて訊きいた。

「少し一人にしてほしいってさ」

「それで置いてきたの？」

「…………しょうがねえだろ」

　強がってそうは言ったが、柚比坂から目を逸そらしてしまっていた。俺自身、それでよかったのか、と思ってしまう部分があったから。

「まあ、原因はハッキリしているから、屋敷の修理が終われば戻ってくるとは思うけれど」

「だといいですけど……」

「で、親父さんに話は聞けたか？」

　柚比坂とシェリスは二人して首を横に振った。

「その話は勘かん弁べんして、の一点張りよ」

「そりゃあ言いたがらないか……」

　伝え聞く限りでは、不ふ名めい誉よな話なのだ。ティーナがあんなに拒絶する内容だとすれば、誰だって言いたくはないだろう。

　これは、ティーナや親父さんから情報を聞き出すのはかなり難しいかもしれない。

「墳ふん墓ぼや幽ゆう霊れいの情報は他を当たるしかないか……」

「そうね。……それはいいとして、その墳墓って誰を埋まい葬そうしたお墓だったのかしら？」

「え？」

「だって、お墓って誰かを埋葬するために作る物でしょう？」

「そうか。確かにそうだな」

　墳墓などのアンデッド系モンスターが多く出没するダンジョンというのは、ＲＰＧでは比較的よく見る設定だ。だから、そういうダンジョンもあるだろう、くらいに思って素で納得していた。

「いやでも、こういう世界だし、特定の誰ってこともなく、そういうダンジョンが出現するってこともあるんじゃねえかな」

「そうかしら？　墳ふん墓ぼを墳墓だと判断できる以上、この世界にも墳墓という概がい念ねんが存在している証拠でしょう？　でも、この世界はずっと合議制で評議会が政治を行っているのよね。王様も貴族も存在していないのだとしたら、誰を埋まい葬そうするための墳墓なのかしら、と思って」

　柚ゆ比び坂さかの言いたいことが、ピーンとわかった気がした。

「そうか。もし、この世界の人たちの手で墳墓が作られたのだとしたら──」

「ええ。埋葬される対象として思い当たるのは、この世界に多大な貢こう献けんをした人くらいよね。つまりそれは──」

　俺おれと柚比坂は顔を見合わせて、

「「救世主」」

　異い口く同どう音おんに言った。

　出没するモンスターが強化されたダンジョンがあり、その奥にいる幽ゆう霊れいがかつての救世主だったとしたら。

「つながった……！　クエストの『救世主』はその幽霊を指している、と考えるべきだろうな」

「でも、その幽霊はすごく強いって話ですわよ？」

「だな。だが、必ずしも倒す必要はないはずだ。倒すしか選せん択たく肢しがないなら、おそらくクエストの文言は前回同様『討とう伐ばつせよ』になるはずだろ」

　そう、これだ。最初にクエストの文言を読んで気になっていたこと。喉のど元もとまで出かかっていた何か。

　これまでのクエストが『入手せよ』だったり『討伐せよ』だったり、直接的な言い回しだったのに対して、今回は『あの世へ送れ』という比ひ喩ゆ的な言い回しになっているのだ。

　おそらく、『討伐』と言ってしまっては、目標の救世主が俺や柚比坂かもしれない、という方へ誘ゆう導どうできないからだろう。討伐は従わない者を討つために使う言葉だ。街の人間にとって味方である俺たちを『討伐する』というのは違和感がある。『救世主を殺害せよ』とか『救世主の命を捧ささげよ』とか、そんなふうに言うべきだろう。だが、それでは、すでに死んでいる幽霊を指すことにはならない。だから、その辺をぼかすために『あの世へ送れ』なんていう曖あい昧まいな言い回しになった。

　だがしかし、果たしてその言い回しは『目標を俺たちだと思わせること』だけが目的なのだろうか？

　あえて『討伐せよ』と言っていない以上、きっとそこには『救世主＝俺』と思わせるミスリード以外の何かがある。……と思う。

「成じよう仏ぶつさせることができるかもしれない、ということかしら？」

「その可能性は高いと思うぜ。少なくとも、調べてみる価値はある」

「もし未み練れんがあるなら、その大本を解決すればいいのね」

「ああ、たぶんな」

「かつての救世主の記録を調べれば、何かわかるかもしれませんわ。墳ふん墓ぼに葬ほうむられた救世主、となればかなり限定されると思いますもの。明日、ヨシュア様とアンナ様が授業を受けている間に、わたくちとティーナで図書館に行ってきますわ」

「頼む。もし手こずるようなら、午後から俺おれたちも手伝うよ」

「はい！」

　シェリスが返事をした直後に、イステリア家のメイドさんと作業に当たっていたドワーフたちの頭とう領りようがやってきて、修理作業の終了を告げ引き上げていった。

　どこかから様子を窺うかがっていたのだろうか、入れ違うようにティーナがこちらへと歩いてくるのが見えた。その姿を見て、パッと表情を明るくしたシェリスがティーナへと駆け寄っていく。

　俺も柚ゆ比び坂さかも、ホッとした顔を見合わせた。
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　夜。

　もしかしたら、今夜もイルザの襲しゆう撃げきがあるかもしれない。

　ごく当たり前のように夕食の席でそういう話題が出て、夕食を終えた後もどう対策を取るか、という話し合いは続いた。

「二組に分かれて、交代で眠るべきかもな。起きてるチームが警戒に当たる」

「そうね、今夜も襲撃がある前提で動くべきだわ」

「寝る方も、いつでも戦えるようにちておくべきですわね。いっそ玄関のロビーで毛布にくるまって寝るのがいいかもしれませんわ」

「起きている方は、極力庭に出ておくべき。建物を壊されても困る」

　意見がどんどん出て、話し合いはスムーズに進むが、なんだか迷めい惑わくをかけっぱなしで申し訳ない。

「なんかその……ごめん。俺が狙ねらわれてるばっかりに」

「ヨシュア殿どのは悪くない」

「そうですわ！　悪いのは全部イルザですもの！」

「強いて言うなら、厄介な女の子に惚ほれられた志し度ど君の運が悪いわね」

「それを言ってくれるな」

　それで迷めい惑わくをかけているのだから、こちらとしても申し訳ない気持ちになる。

「夜営の訓練だと思えばいい。冒険に出て、いつでも日が暮れる前に帰ってこられるとは限らない」

「そっか、それはそうだよな。気楽に買えるタリスマンも、要素三つが上限じゃパッとダンジョンから出られる便利アイテムなんて作れないもんな」

「で、二組のチームはどう分けるのかしら？」

　柚ゆ比び坂さかの言葉に、シェリスとティーナの顔が真剣みを帯びた。

「は、はいっ！　わたくちがヨシュア様と……！」

「ヨシュア殿どのは私と組むべき」

「……志し度ど君、大人気ね」

「いや、真面目まじめに考えようぜ」

　こんな発言が出るならティーナも心配は要らないかな、なんてちょっとホッとしつつも、反射でツッコミを入れていた。

「どう考えても、シェリスとティーナは同じチームにいなきゃダメだろ。一緒でなきゃあのコンビネーションも使えないんだから」

　ぷーっとシェリスが頰ほおを膨らませた。

「それはそうですけど！」

「ヨシュア殿とアンナ殿の特大おっぱいを一緒にするのは危険すぎる」

「どういう意味だよ！」

「どういう意味よ！」

　期せずして、俺おれと柚比坂の声がシンクロした。

「何も起こらないわよ、まったく」

「それに、何かあったら寝てる方を起こすことが大前提だとしても、双方のチームにきちんと戦力を分配しなきゃまずいだろ。夜営の訓練も兼ねるなら、なおさら」

　渋るシェリスとティーナをなんとか説き伏せて、そして──

　いつもと少し違う夜は更けていった。
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『火の月　五六日

　今日はクエストに関して大きな進展があった。柚比坂が、重要な事実に気付いたのだ。

　ティーナもティーナの親父おやじさんも詳しいことは話してくれそうにないが、本人たちが言いたくないことならば知らなくてもクリアできるのが一番良い。

　図書館にある資料で、クエストクリアに必要な情報が出で揃そろってくれればいいのだが。

（中略）

　それと、伸び悩んでいる俺おれの戦闘スキルに関しても、まだ試してすらいないから未知数の部分も多いが、糸口は見えた気がする。色々なことが良い方向に向いているようで何よりだ。……イルザの件以外は。』





第四章▼　千年のノスタルジィ




　庭の地面に座って、屋や敷しきの壁にもたれて『冒険の書』に日記を書いていた手を、ふと止めた。

　夜、屋外であっても、月がかなり明るく照らしてくれているので、文字を書くにも不自由はなかった。

　手が止まったのは、単にほぼ書き終えたからに他ならない。

「毎日、日記を付けているの？」

　俺が『冒険の書』を開いているすぐ近くで、剣の型を繰り返していた柚ゆ比び坂さかも、手を止めて訊きいてきた。

「まあな。何がヒントになるかわからないし、記録は付けておくに越したことはないだろ」

「それはそうだけど、少し意外だわ。日本でも日記を？」

　俺は首を横に振った。

「考えたこともねえよ。こっちに来てから始めたことだ。まあ、ゲームしながらスマホで思いついたことやデータをメモするくらいのことは結構してたけどな」

　こっちの世界に来て早々、シェリスの鉄球攻撃で壊れてしまった愛用の携帯電話のことを思い出しながら、言った。

　壊れたとはいえ、数少ない日本の思い出の品なので、今も捨てずに部屋にしまってある。どうにも、生活に密着しすぎている携帯電話というヤツはなかなか手放しにくい。それは、壊れてしまっても変わらないのかもしれない。

「本当にゲームばっかりなのね」

「悪かったな」

「まあ、さすがに少しは勉強した方がいいとは思うけれど、別に悪いとは言っていないわ。それだけ熱中してもらえるなら、作った人も嬉うれしいでしょうしね」

「ゲームの制作者もクリエイターだしな。面白いって言ってもらえれば、そりゃ嬉しいかもな」

「……私の死んだ両親もね、ゲーム会社に勤きん務むしていたのよ」

「え!?　マジか!?」

「ええ。会社の名前までは覚えていないのだけれど……でも、志し度ど君みたいな人のために毎日頑張っていたのかなって思うと、きっとやりがいもあったのでしょうね」

「それで、形見がゲーム機だったりしたわけか……。しっかし、それで本当はゲームが好きでやりたくてたまらなかったくせに、できなくなったからって俺おれみたいなゲーマーをうらやんで罵ば倒とうするとか、お前、ひねくれすぎだろ」

「うるさいわよ」

　拗すねたような顔で、柚ゆ比び坂さかはそっぽを向いた。

　そしてそっぽを向いたまま、

「それに、そういう努力を継続していたのなら、言いなさいよ。そういうことを知っていたら、私だって罵倒したりしなかったのに」

　と唇を尖とがらせて言った。

　前回、柚比坂が一人で斧おのの守護者に挑んでしまう少し前の、ちょっとギクシャクしたあのときのことだろうか。

「どうだかな。ま、これが特別努力だとも思ってないし」

　パタン、と『冒険の書』を閉じて、ペンと一緒にウエストバッグに仕し舞まった。

「それより、よかったな。俺たちを保護する法案の審議とかで支払いが遅れてるけど、斧の守護者の報ほう奨しよう金と、あの戦せん斧ぷをイステシア家に買い取ってもらう分の金額を足せば、念願のオーダーメイドの鎧よろいが買えそうじゃないか」

　シェリスやイルザが着ているような、ビキニアーマータイプより圧倒的に肌を覆おおう面積が大きな鎧は、材料費やら職人の手間やらがあってとても高額なのだ。

　二回目のクエストクリアの報奨金は、報奨を出す商会が若じやつ干かん減ったらしく、一回目より額が少なくなると聞いていた。しかし、イルザが持っていった戦斧が相そう場ば並の価格で売れれば、おそらくオーダーメイドの鎧よろいに手が届くくらいの額にはなる。

「……」

　柚ゆ比び坂さかは月を見上げて、数秒黙り込んだ。

　そして、俺おれの方を見て、

「ねえ、イルザさんに愛の告白をされて、正直なところどう思ったの？」

「は？　なんだよ、いきなり。会話の流れ無視かよ」

「どう思ったの？」

　どうやら柚比坂は譲ゆずる気がないらしい。

　うーん、と鼻の頭をポリポリ搔かいて、

「そりゃまあ、好きだって言われて嬉うれしくないわけはないな。家族以外にそんなこと言われたことないしさ」

　と小さな声で答えた。

「でも、やっぱり殺されそうなのも話を聞いてもらえないのも困る。まあ、そうじゃなくても、日本に帰るって目的がある以上、どうにもならないけどな」

「……そうよね」

「っていうか、なんでいきなりそんなことを訊きくんだよ」

「別に」

　ぶっきらぼうにそう言った柚比坂は、俺から視線を逸そらすように虚空を見上げた。

「……………………やめておくわ」

「何を」

「鎧のオーダーメイドよ。みんなでクリアしたクエストなのに、報ほう奨しよう金を一人で使うわけにはいかないもの」

「いきなり話題が戻ったな」

「うるさいわね。言っておくけど、別にビキニアーマーの方があんたが喜ぶんじゃないかとか、そんなことは一切考えてないわよ」

「言われなくてもわかってるっつーの！」

「……あんたは何もわかってないのよ」

「またそれかよ」

「事実だからしょうがないでしょ。それに、あんたが見み出いだそうとしてる戦い方も、お金がかかりそうだもの。攻撃力をタリスマンで補って、自分は命中に専念すれば少しはマシになるんじゃないか、とか考えてるんでしょ？　お金の使つかい途みちは、どう考えてもそっちを優先するべきだわ。日本に帰るっていう目的のためには、見た目のことだけで贅ぜい沢たくは言っていられないもの」

　なんでそれだけ理り路ろ整せい然ぜんと話すのに、一部だけ意味不明になるんだろうな。

「あ、そうだ。その戦い方なんだが、少し練習に付き合ってくれないか」

　立ち上がりながら、言った。

「ええ、いいわよ」

「助かる」

「とりあえずは、タイミングを摑つかむところからかしらね」

　言いつつ、柚ゆ比び坂さかは腰を落として盾を構えた。

「この盾を的に、何度か試してみてはどうかしら」

「おう」

　うなずいて、俺おれもウエストバッグから今日作ってもらった特注タリスマンを六本全部取り出してベルトに挟み、聖なるダガーを抜いた。

「じゃあ、行くぜ」

　左手でベルトから適当にタリスマンを一本抜き取って握り、すぐ折れるよう親指にグッと力をかけた。

　そして、当てることだけに集中してダッシュで柚比坂に近づきつつ、盾に向かってダガーを突き出す──突き出そうとして、踏み出した足下がボコッと凹へこみ、足を取られて盛大にすっ転んだ。

「うわっ!?」

　その拍ひよう子しに左手のタリスマンを折ってしまい、ダガーの刀身に宿った水属性の冷気が起き上がる前に虚むなしく消えた。

　そして俺はというと、顔面から柚比坂の盾に突っ込んで鼻を強打した。しかし、それでもつんのめった勢いは相そう殺さいしきれず、俺は目の前がチカチカするような痛みの中、柚比坂の太ももにまで突っ込むことになった。

「きゃっ、ちょ……っ!?」

　柚比坂も驚いて尻しり餅もちをついた……らしい。

　痛む鼻の頭が、「ふにょっ」というか「ふわっ」というか、そんな感触に包まれる。

　うわ、何この極上の心地よさ。柚比坂の胸に顔を突っ込んだときとは少し違うけれど、同じかそれ以上の肌触り。

　……って、そりゃそうだろ、状況的に！

　俺はガバッと顔を上げた。

「すまん！」

　案の定、俺が顔を突っ込んでいたのは尻餅をついた柚比坂の太ももで、つまりはうつぶせに膝ひざ枕まくらされていた状態だったわけだ。

「なんだよ、この穴……」

　どうやらモグラか何かが掘った穴を踏み抜いてしまったらしい。












　柚ゆ比び坂さかは恥ずかしそうに顔を赤くしつつも、黒い方の怒りのオーラを立ち上らせた。が、それも一瞬で、やれやれという顔をして土を払いながら立ち上がった。

「ほら、早く立ちなさい。まさかこれで練習終わりじゃないでしょ」

「あれ、怒ってねえのか……？」

「練習だって本気でやってれば事故くらい起きるわよ。私だって、何度も勢い余ってあんたを殺しちゃってるでしょ」

「それはそうだけど」

「だから、謝ってる暇ひまがあるなら、早く立ってもう一回やってみなさい！」

「お、おう！」

　立ち上がってズボンについた土を払い、もう一度間合いを取り直して、またタリスマンを抜いた。

　今度はタイミングを見誤ってタリスマンを折るのが早すぎて、風属性の電撃を盾を突く前に散らしてしまった。が、三度目には柚比坂の盾にカツンと当たったダガーが、目もく論ろ見み通り刃に宿した炎を激しい衝撃とともに盾に炸さく裂れつさせた。

「よっしゃああッ！」

　思わず、ガッツポーズ。なんていうか、この手て応ごたえがすげえ嬉うれしい。

「いいじゃない。少なくとも、まともに食らいたくはない威い力りよくだわ」

　柚ゆ比び坂さかがにっこりと笑った。

「おう。まあ、威い力りよく自体はどんなに頑張ってもこれ以上上がらないし、練習にすら金がかかるっていう欠点もあるけどな」

　しかし、敵となるモンスターの弱点をきちんと突いていけば、それなりの効果は見込める気がする。少なくとも、ちょっとした遭そう遇ぐう戦せんぐらいならば。

「それでも、大いなる一歩よ」

「なんか、お前に褒められるとか、すげえ変な感じだ」

　照れ臭くなって、思わず目を逸そらして頭を搔かく。

「失礼ね。努力や創意工夫に対してはきちんと評価するわよ」

「いや、わかってるって。ただ、なんていうか、これまでの経けい緯い的にというか、俺おれの方の問題でさ」

「安心するのは早いわよ。タイミングを見極めるために、まだまだ練習が必要だと思うわ」

「ああ、わかってる。明日、全属性のタリスマンを大量に発注してこよう。御ご用よう達たしなんだから、最優先でやってもらえるだろ。あと、使いたい属性のタリスマンを素早く取り出せる工夫も必要だな……」

　いやはや、金がかかりそうだ。

「それにしても、来ないわね」

「ん？　何がだ？」

「あのね、私たちは夜や襲しゆうに備えて起きているのでしょう？」

　呆あきれ気味に、柚比坂が言った。

「あ、忘れてた」

「まったくもう……」

　結局、交代の時間までイルザが現れることはなく、交代後も、夜が明けて起こされるまで何ごともなかった。

　後から聞いた話なのだが、どうやら戦せん斧ぷの代金についてメイドさんから聞いたイルザの父親──イステシア家のご当主がさすがにご立腹し、メイドさんたちを総動員させて強制的に数日間の謹きん慎しんを命じたのだそうだ。まあ、うん、自業自得なので同情はしないことにする。
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　いつもより少し眠い目をこすりながら午前中の授業を終えて、シェリスとティーナと学食で合流した。そして、なぜか委員長たちのパーティ『聖なる盾隊』の三人も。

「ええと、図書館でばったり会って、色々あって調べ物を手伝ってもらいまちたの」

　委員長が「やあ」と手を挙げ、ウサギを抱いたサリナがぺこりと頭を下げ、エルフのレーナは横目でティーナを一ひと睨にらみしてプイッとそっぽを向いた。

「そうなのか。ありがとうな、ウチの面々を手伝ってくれて」

「いや、ただのついでさ。私たちも、ちょっと気になるモンスターを見かけたのでな。過去に似たような種が確認されていなかったか調べに来ていたのだ」

「それで、なんで過去の救世主のことなんか調べてたのよ？」

　そっぽを向いたまま、レーナが訊きいた。

「ああ、それがな……」

　俺おれは手短に、旧坑道跡の奥にある墳ふん墓ぼの幽ゆう霊れいがかつての救世主かもしれず、その幽霊が今回のクエストの文言にある『救世主』ではないか、という推測を話して聞かせた。

「ちょ、それ、クエスト攻略の超重要情報なんじゃないの!?　なんでそれをあっさりあたしたちに話しちゃうのよ!?」

「いや、訊かれたから」

「あっはっは、だから言っただろう、救世主殿どのはこういうお人なのさ」

「あたしたちが先にクリアしちゃっても知らないからねっ！」

「いいんじゃないか？　俺たちはクリアする気で動いてるけど、他のパーティがクリアするなら、それはそれで塔には近づけるしな」

「はあ!?　何それ!?」

「レーナ、そもそも視点が違っているのです。救世主様はパーティ単位の利り益えきなんか見てはいないのです」

「ぐぬぬ、なんかあたしがすっごく利り己こ的てきな人みたいじゃない……！」

「そうでもないわよ。私たちだって自分たちの世界に帰りたいだけだもの」

「だな。パーティの利益より個人の都合を優先させてるってのが正解かもな」

「でも、わたくちたちはもう充分な恩おん恵けいを頂きまちたから！」

「確かに、充分すぎる。だから、今後はヨシュア殿とアンナ殿のために頑張らなくては」

　シェリスとティーナが顔を見合わせてうなずき合う。

　まあ、確かに『クエストクリアを成し遂げたパーティの一員』は、この冒険者主義のゲームガルドでは東大卒をも凌しのぐ肩書きだろう。

「ぐぬぬぬぬ……」

　悔しがるレーナに苦笑しつつ、

「で、シェリス、ティーナ、どうだった？　何かわかったか？」

　と訊いた。

「あ、はい！　ええと……」

　シェリスは慌てて、握っていたメモ用紙を広げた。

「記録に残っている歴代の救世主様で、墳ふん墓ぼを建てて葬ほうむられたのはお一人だけでちたわ。約一〇〇〇年前に活躍したアリーゼ・カナート様という方ですの」

「アリーゼ・カナート……フランス人かしら？」

　柚ゆ比び坂さかが呟つぶやいた。

「そうなのか？」

「いえ、確証はないわ。ただ、養よう父ふの友人にそんな姓のフランス人一家がいた気がするのと、アリーゼという語感からそう思っただけよ」

「なるほど……。ええと、一〇〇〇年前っていうと……いつだ？」

　柚比坂が呆あきれた顔をする。悪かったな、どうせ勉強してなかったよ！

「日本では平安時代、清せい少しよう納な言ごんや藤ふじ原わらの道みち長ながの時代よ。ヨーロッパだと神聖ローマ帝国ができて間もない頃ね。フランスはフランス王国だったはずだわ」

「と言われてもさっぱりわからん」

「まったくもう……。それで、他に何か記録は残っていないの？　特に、未み練れんになりそうな悲ひ恋れんの逸いつ話わとか」

「一〇〇〇年も前のことだから……」

　小さな声で言って、ティーナが目を伏せた。

「うーん、でも、確か清少納言ってなんか書いた人だよな？」

「枕まくらの草そう子しよ」

「そう、それ。俺おれたちの世界で一〇〇〇年前の話とかが残ってるんだから、何かあれば伝説とか物語になって残ってる気はするよな」

「一概には言えないけれど、志し度ど君の言うことももっともね」

「特別なことは何もなかったのか？　墳墓まで建てておいて？　さすがにそれは不自然じゃねえか？」

「そうよね。歴代の救世主の中でも特別扱いされているんだもの」

「だよなあ……」

　うーん、と頭を捻ひねる。

「やっぱり、未練は『帰りたい』じゃありませんの？」

「確かに。ヨシュア殿どのも、アンナ殿も、それを一番に思っている」

　シェリスの言葉に、ティーナもうなずいた。

「なるほど……。でも、それじゃあ未練を晴らすのは無理っぽいよなあ」

「何かで少しでも故こ郷きようを感じてもらうとか、どうかしら？　私たちにできるのって、せいぜいそのくらいよね」

「故郷か……。やっぱアレかな、こないだの塩ラーメン的な、懐かしい料理でせめて少しでも故郷を感じてもらう、みたいな」

「そうね……」

「ふむ」

　黙って聞いていた委員長が腕を組んで、

「つまり、救世主殿どのたちは、あの墳ふん墓ぼの幽ゆう霊れいを倒すのではなく、何か別の方法で『あの世に送る』つもりなのか」

　と呟つぶやいた。

「ああ。倒すことでもクリアなのかもしれないけど、『討とう伐ばつせよ』じゃない言い方をしているわけだし、そこには意味があるように思うんだ」

「なるほど」

「ふん、一応、ちゃんと考えてはいるのね」

「レーナ、それはさすがに失礼なのです」

「そうですわ！　むしろ、頭脳労働はヨシュア様の領分ですのよ！」

　憤ふん慨がいするシェリスの言葉に、ティーナもうんうんとうなずいている。

「まあまあ。とにかく、噂うわさではその幽霊、すげえ強いって話だからな。最強パーティの委員長たちならともかく、俺おれたちにはリスクが高すぎるんだよ。他の方法がありそうなら、そっちを模索する方がたぶん近道だ」

「さすがは救世主殿、冷静にあらゆる可能性を模索するとは、常に視野を広く持っているのだな」

「んなことねえよ。ってか、委員長は俺を高く評価しすぎだ」

「クエストを二つも解いた救世主殿を高く評価するのは当たり前だろう。ともかく、話を聞いた以上は私たちもその幽霊には挑ませてもらうぞ。とはいえ、修理に出した愛用の盾が帰ってきてからの話だがな」

　そういえば、委員長が今持っている盾は、以前見たモノより小さな大量生産品のようだった。明らかに特注的な大きさと重厚さを誇っていた大盾ではない。

「そういや、斧おのの守護者にベコベコにされたんだっけ」

　正確には斧の守護者が魔法で作り上げていた金色のゴーレム、だが。

「ああ。早ければ明日か明後日には直ると思うのだがな」

　明日か明後日。もしかしたら、あと一日くらいはかかる可能性も少なくはない。

「俺たちが解くのと、どっちが早いかな……」

　俺の個人的な意見としては、俺たちが解いても委員長たちが解いても大差はない。委員長たちがクリアするなら、それはそれでＯＫなのだ。

　が、何気ない俺の呟きに、委員長は不敵な笑みを浮かべた。

「ふふふ、私たちにそんな挑戦的なことを言えるのは救世主殿だけだな」

「え？　あ、悪い、別にそういう意味じゃないんだ」

「構わないさ。立場的には、私たちが追う側だからな」

「実力的には、委員長たちの背中どころか後ろ姿も見えてねえと思うけどな」

　まったく、委員長はどうしてこうも俺おれを買い被かぶるのか。

「とにかく、今日準備をして、明日、旧坑道跡から墳ふん墓ぼまで行ってみよう」

　俺の提案に、柚ゆ比び坂さかもシェリスも、ティーナまでもが変な顔をした。

「慎重派の志し度ど君とは思えない発言ね」

「実際に行ってみなけりゃわからないことも多いだろ。前回もそれを思い知ったしな。一目見て逃げ帰ってきたって、何かしら発見もあるだろ」

「旧坑道の奥の幽ゆう霊れいなら、こちらから手を出さない限り襲ってはこないと聞いたことがあるぞ」

「そうなのか？」

「ああ。玄げん室しつの棺ひつぎに腰掛けて、ずっと悲しげに泣きながら切ないメロディを口ずさんでいるのだそうだ。ただし、一度でも手を出せば強烈な闇やみ属性の魔法を連発してくるのだと聞いた。今なお討とう伐ばつされていないのだから、その強さは推して知るべし、だな」

「それは怖いな。でも、だったら、なおさら行ってみるべきだな。手さえ出さなきゃいいなら、ヒント探しをしたいだけの俺たちには好都合だ」

「でも、初心者向けの『夏の洞どう窟くつ』にさえ行くことを反対してましたのに……」

「そりゃあ、剣も魔法もろくに使えなきゃビビりもするさ。でも、前回で魔物除よけのタリスマンがかなり遭そう遇ぐう率りつを下げてくれることもわかったし、こいつでちょっとは戦えそうな気もするしな」

　言いながら、俺はウエストバッグから光属性の銀色の輝きが封じ込められたタリスマンを取り出して、ペン回しの要領でくるくると回して見せた。

「タリスマン？　そんなもんで戦うの？」

　レーナが怪け訝げんな顔をした。

「トップクラスの冒険者にとってはお守り程度の代物でも、俺みたいな初心者には有効なんだよ。特注品だし。まあ、課題も色々あるけどな。どうやったらパッと使いたい属性のタリスマンを取り出せるか、とか」

「それなら、レーナの矢や筒づつが参考になるのではないか？」

　委員長の言葉に、全員の視線がレーナの腰に吊つられた矢筒に集中した。頑丈そうな革製の矢筒は、筒というより細長いバッグのような構造だった。

「レーナ、説明してあげるといいのです」

　サリナに促されて、レーナは迷めい惑わくそうに、

「矢にも色々種類があんのよ。合図用の音が鳴る鏑かぶら矢やとか、魔法を付与しやすいように霊鳥の羽を使った魔導矢とか、モンスターの捕獲用に麻ま痺ひ毒を仕込んだ毒矢とか。で、この矢や筒づつは中がいくつかの小部屋に仕切られていて、どの部屋に入れた矢が欲しいって念じながら手をかけると、その矢が取り出し口に出てくる仕組みのマジックアイテムなの」

　と教えてくれた。

「なんだそれ、すげえ便利じゃねえか！」

「それなりに値は張るわよ。『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー』って言って、弓を扱ってる武器屋とか革製品のマジックショップにならたいてい置いてあるわ」

「サンキュ！　探してみる」

「参考になったなら何よりだ。それでも、救世主の幽ゆう霊れいの情報の礼としては全然釣り合っていないがな」

「……なんであたしが一人でお礼しなきゃいけないかな」

　ぶつくさ言うレーナの肩を、委員長は「細かいことは気にするな」とか言いながらバンバン叩たたいた。

「さて、じゃあ、さっさとメシを食って買い出しに行こうぜ」

「ふむ、ならば救世主殿どのにはこの前奢おごってもらったし、今回は私に払わせてもらおう」

「へ？　奢った？」

「訪ねてきて、食事代だけ置いてすごい勢いで帰っただろう」

「……あ！　ああ、あのときか！」

　委員長が言っているのは、聖なるダガーが無敵の偽斧おのの守護者に効くかもしれない、と話を持ちかけに行ったときのことだ。あのときは柚ゆ比び坂さかが一人で冒険に出たことを察知して、金貨だけ置いて飛び出したんだった。

「でも、いいのか？　バカみたいに食うティーナもいるんだぞ？」

「わかっているさ。まあ、ここは私の顔を立ててくれ」

　委員長はちらりとレーナを見やり、次にティーナを見やって、そう微笑ほほえんだ。

　あー、なんとなくわかった。

　おそらく、レーナがツンケンした態度を取るのは、かつてティーナが委員長たちのパーティにいた頃にやらかしたという味方巻き添え魔法が原因なのだろう。

　こういう機会に無理にでも接点を作って、ちょっとずつでも関係を改善させたいわけだ。たぶん。

　その辺の空気を察したのか、柚比坂が、

「そういうことなら、ご馳ち走そうになりましょう？」

　と微笑んだ。もちろん、異論はないので俺おれも「だな」とうなずく。

「肉団だん子ごの煮込みとナスの肉詰めを三人前ずつと、山鳥のスープ、湖の幸の串くし焼やきを五本と、レーズン入り薄焼きパンを、とりあえず」

　早速、学食のカウンターに走って本能の赴くままに注文し始めたティーナを、

「あんたねえ、少しは遠えん慮りよしなさいよッ！　っていうか、そんだけ頼んで『とりあえず』ってなんなの!?」

　と、レーナが追いかけていってツッコミを入れていた。

「あんま心配要らないんじゃねえの？」

　笑いながら、委員長に言う。

「だと、私も嬉うれしいのだがな」

　苦笑しながら、委員長も優しい目でそう答えた。
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　賑にぎやかすぎる食事を終えて学食を出て、委員長たちと別れた。そのまま、俺おれたち四人は学院を出て、エルフの魔法商店街に向かった。

　その道すがら、歩きながら、

「志し度ど君が必要としている例の矢や筒づつとタリスマンたくさんは注文するとして、問題は幽ゆう霊れいの未み練れんを晴らすために何が必要か、ということよね」

　と柚ゆ比び坂さかが思案顔で言った。

「フランス料理っていうとなんだろうな。フォアグラとか？　食ったことねえけど」

「確かにフランス料理の代名詞だけれど……難しいわね。一〇〇〇年前の料理となると、私たちが考えるフランスの料理とは別物である可能性も高いわ」

「確かにな」

　日本で一〇〇〇年前にどんなものを食べていたのかなんて、まるっきり想像がつかない。

「おそらく、土地柄的に赤ワイン煮込みみたいな料理はかなり昔からあったんじゃないかしら……。あくまで予想でしかないけれど」

「少なくとも、俺は料理には詳しくないし、シェリスやティーナは俺たちの世界のことを知らないんだから、今回は柚比坂だけが頼りだ。だから、柚比坂が思いついたことを片っ端から試してみようぜ」

「そうね。一回限りの勝負ではないものね」

「そういうこと。お気に召さなかったら、何か別の手を考えて試せばいいさ」

「大丈夫ですわ！　アンナ様のお料理はどれもすごく美お味いしいですもの！」

「味見は任せて」

　とティーナが拳こぶしを握りしめた、その瞬間。

　ゴスロリアーマーに身を包み、仮面で目を隠し、あまりに大きな金色の戦せん斧ぷを手にした紫色の髪かみの女の子が、もの凄すごい勢いで駆けてきて、ズザザザ────ッと砂煙を巻き起こしながら俺たちの目の前で止まった。

「ヨシュア様、こちらにいらっしゃいましたのね！　お覚悟でございますわッ！」

「げ」

　思わず一歩後あと退ずさった俺おれを庇かばうように、女の子たち三人が前へと歩み出た。

「夜に来なかったと思ったら、白昼堂々とは呆あきれた度胸ね。恐れ入るわ」

「度胸というより、何も考えていないのですわ」

「しつこい」

　身構えた我がパーティの女性陣を睥へい睨げいして、イルザが不敵な笑みを浮かべる。

　道行く人々も、何ごとかと足を止めて俺たちの方へと注目していた。

　そして、イルザが戦せん斧ぷを構えた、まさにそのとき。

「お嬢様、謹きん慎しん中でございますっ」

　そう言いながら、路地から飛び出してきたメイドさんが、スカートをキッチリ押さえながら、もの凄すごく上品な跳び蹴げりを雇用主にかました。

　不意を打たれたイルザが勢いよく吹っ飛ばされて石いし畳だたみの上に倒れ込んだ。

「なっ、ど、どういうことでございますの!?」

　呆あつ気けにとられる俺たちをよそに、今度は屋根の上から、

「手段を問わずお屋や敷しきに連れ戻せ、と言いつかっておりますっ」

　と言いながらメイスを振りかざした別のメイドさんが、飛び降りつつの重力を全部乗せた強烈な一撃をイルザの脳天に叩たたきつけた。

「わたくしたちは、お嬢様を大変敬愛しているのですがっ！」

「大おお旦だん那な様のご命令では逆らうわけにはまいりませんのでっ！」

「お許しくださいませっ！」

　次々にどこからともなくやって来たメイドさんたちが、口々に言いながらイルザを袋叩きにし始めた。

　えー。そうは言いながら、メイドさんたち全員が、すごい爽さわやかな笑顔で嬉き々きとして武器を振るっているように見えるのは気のせいですか。

　メイドさんたちは揃そろいも揃ってとても清すが々すがしい顔をして、

「大変失礼いたしました」

　と俺たちに一礼し、完全に目を回したイルザの首根っこを摑つかんで、引きずりながら悠々と帰って行った。

「な……なんだったのかしら……？」

「ええと……たぶん、メイドさんたちが言っていた通り、謹慎中に脱走したイルザを連れ戻しに来たのですわ」

「嬉うれしそうだった」

「あのメイドさんたちも、いつもイルザに振り回されっぱなしで、ストレスを溜ため込んでたのかもなあ……」

「……わたくちも、メイドさんたちに対する態度は気をつけようと思いまちたわ……」

「シェリスさんは大丈夫だと思うわよ」

「彼女が特別なんだと思う」

「だな。さ、気を取り直して、用件を済ませちまおうぜ」




　例の御ご用よう達たしの『ヘンドリーマジックショップ・エルフ街店』で特注のタリスマンを各属性二〇本ずつ注文し、レーナが持っていた『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー』をタリスマン用に改造したモノを作ってもらえないか、と持ちかけた。

「それは可能ですけど」

「さすが御用達。できれば明日の午後には受け取りたいんですけど」

「え!?」

　店長さんは「そんな無む茶ちやな」と泣きそうな顔になったが、

「改造した矢や筒づつにお店のロゴとか入れてもいいですよ。もし俺おれがまた注目を集めることになったら、結構人の目につくと思いますけど」

「では、それを量産ラインに乗せて、救世主モデルとして販売していいですか？」

「別にいいですけど、需要あります？」

「実用的かどうかはさておき、救世主様が使っている、となれば買う人はそれなりに出てくるものですよ」

　と、そんなやりとりのあと、二つ返事で引き受けてくれた。

　で。

　お昼までになんとかするように、と携帯であちこちに指示を出してくれた店長さんに、

「美お味いしい葡ぶ萄どう酒しゆを売ってるお店ってご存じですか？」

　と訊きいた。

「そりゃあ、なんといってもドワーフの地下工房街の上にある『キマイラのミルク亭』ですよ！　いいお酒が揃そろってる上に、チーズも良いのがたくさんあって、しかも豆料理が絶品なんです！」

　目を輝かせて、店長さんは言った。あ、これは相当お酒が好きなのかもしれない。

「いえ、お酒を飲むお店じゃなくて、お酒を売ってくれる酒屋さんを教えてほしいんですけど」

「酒場でも瓶びんごと売ってくれますよ」

「あ、そうなんですか。それにしても、珍しいですね、酒場でミルクなんて名前」

「うふふ、いえね、『キマイラのミルク』っていうのは、ブドウで作った蒸じよう留りゆう酒しゆの名前なんですよ。ちょっと強いんで水で割って飲むんですけど、透明なお酒が水と混ぜると真っ白に変わるんです。それで、『ミルクみたいな強いお酒』という意味で『キマイラのミルク』っていうんです」

「ははあ、強いからキマイラ……。なるほど」

「志し度ど君、その『キマイラのミルク』じゃダメよ。店長さん、蒸じよう留りゆう酒しゆではなく、ブドウの果汁を発はつ酵こうさせた赤いお酒ってないんですか？」

「ありますよ。でも、『キマイラのミルク』の方が断然美お味いしいですよ？」

「いえ、お料理に使いたいので……」

　しきりに『キマイラのミルク』を勧める店長さんをあしらいつつ店を出て、ワインやら牛肉やら野菜やらを大量に買い込んで帰き途とについた。

　その途中、メイドさんたちのところから逃げ出してきたイルザに襲われたりもしたのだが、結局、追いかけてきたノリノリのメイドさんたちにあっさりと懲らしめられて捕まってしまった。

「夜間はわたくしどもも本気でお嬢様を監視いたしますので、ゆっくりとお休みくださいませ」

　なんてメイドさんが去り際に言っていたので、もしかしたらもう一回お嬢様をボコりたいがためにわざと逃がしたのかもしれない。だとしたら、イステリア家のメイドさんたちが抱えている心の闇やみがちょっと怖い……。

　とはいえ、今夜はきちんと眠れそうで、よかったよかった。
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　夕食には、明日のために柚ゆ比び坂さかが試作した、牛肉をタマネギやキノコと一緒にじっくり煮込んだ料理が饗きようされた。

「ブルゴーニュ風牛肉の煮込み、ブッフ・ブルギニョンよ。まだ試作で、これで味を見て明日用にはこれからもう一度作るけれど。あ、添えてあるバターライスは、ソースと絡めて食べても美味しいわよ」

　食べてみて、言葉を失った。

　トロトロに煮込まれた牛肉は嚙かむ必要がないほど柔らかく、柚比坂の言う通り、付け合わせのバターライスがこれまたソースが絡まった瞬間に別次元の美う味まさを発はつ揮きするという、これまで柚比坂が作ってくれたご飯の中でも群を抜いたレベルの高さだった。

　そのメチャクチャ美味しい仕上がりに、シェリスはしきりに美味しい美味しいと感動の声を上げっぱなしだった。

「これなら、幽ゆう霊れいさんも絶対に満足してくれるはずですわ！」

　まったく同感だ。仮に故こ郷きようの味とは違っていても、感動で未み練れんなんかスッパリ忘れてくれる気がする。

　ただ──、これだけ美お味いしい晩ご飯なら三回も四回もお代わりをするはずのティーナが、二度お代わりをしただけで、ため息を漏らして自室に引っ込んでしまった。

　三人で顔を見合わせる。

「柚ゆ比び坂さかは明日のための料理があるし、シェリスは今夜洗い物当番だよな。じゃあ、ティーナは俺おれが見てくるよ」

　と、俺も席を立った。




　ティーナの部屋のドアをノックする。

　ドアを開けて顔を出すなり、ティーナは、

「夜よ這ばい？」

　とアホウな質問を飛ばしてきた。

「ちげーよ！」

　心配する必要とか、なかった気がしてきた。

「食欲ないみたいだったから、どうかしたのかと思って来たんだよ」

　それでも俺より食ってるけどな。

「とりあえず、入って」

　招き入れられたティーナの部屋は、積み上げられた大量の瓶びん詰づめや乾物などの食料と、壁一面の本棚を埋め尽くす魔法関連の書籍の数々が占せん拠きよしていた。床にあったはずの絨じゆう毯たんは引っ剝ぱがされ、フローリングには魔法陣的な紋もん様ようが描かれていた。魔法陣を描くのに邪じや魔まだったのか、ベッドすら取っ払われて、部屋の隅の方に毛布と寝袋がまとめてあった。

　……およそ俺が知ってる女の子の部屋とはかけ離れすぎてるな。まあ、女の子の部屋なんか真ま理り亜あのしか知らないけど。

「で、どうした？　あの料理が口に合わなかった……わけじゃないよな？」

「……」

　ティーナは俺の視線から逃げるように少し顔を伏せた。

「何か悩みでも？　俺でよけりゃ聞くし、俺に言いにくいならシェリスか柚比坂を呼んでこようか？」

　ティーナは躊躇ためらうように少し考え込んで、

「あんなに美味しい料理なら、きっと幽ゆう霊れいも満足する」

「ああ、だといいな」

「……ヨシュア殿どの。私は、どうしたらいいのだろう」

「は？　ええと、なんの話だ？」

「私は、ずっと普通の魔法使いになりたかった。強力な魔法は使えなくても、人並みに魔法が使えればそっちの方がいいと思っていた」

「ああ、まあ、だろうな」

　ティーナがその体質のせいでどんな思いをしてきたのか、委員長のパーティで失敗を繰り返したり、長く誰ともパーティを組んでもらえなかったりしたことでどれほど苦悩してきたのか、正確なところは俺おれにはわからない。

　だが、きっとすごく辛つらくて、すごく思い悩んだのだろう、ということは想像できた。

「でも、ヨシュア殿どのが必要としてくれているのは、今の私。ずっとなりたかった私になった途端、ヨシュア殿が必要としてくれた私はもういなくなってしまう」

「そうなれば誰にも迷めい惑わくをかけずに魔法をバンバン使えるんだろ？　ティーナ的にはそうなった方がいいんじゃないのか？」

「……」

　しかし、ティーナはうつむいたまま顔を上げない。っていうか、余計に落ち込んでしまったような。

「普通の魔法使いになってしまったら、きっと私はシェリスの命中の低さを補えなくなってしまう」

「へ？」

「ヨシュア殿は私が強力な支援魔法を使えるから選んでくれたというのに、このパーティには要らない魔法使いになってしまう……」

「え、そっち!?」

　手加減できない体質を治したいんじゃなかったのか!?

「いやいや、んなわけあるか！　仲間は仲間だろ！　仲間って別に能力がどうこうだけで決まるわけじゃねえんだから！」

「でも」

「あのな、ティーナの能力がどうなったって、俺がティーナを要らないなんて言うわけないだろ！　柚ゆ比び坂さかやシェリスにだってそんなこと言わせねえし、そもそもあいつらだって言うわけがない」

「……本当に？」

　目を潤ませて、ティーナが俺を見上げた。

「当たり前だ。仲間だろ？　もうちょっと信じてくれよ」

「ヨシュア殿……」

　潤んだティーナの目がキラキラして見えた。その目元を人差し指で拭ぬぐったティーナの口元は、ほんの少しだけれど、確かに嬉うれしそうに笑っていた。

「っていうか、普通の魔法使いになる方法なんてあるのか？　それがないからずっと困ってたんだろ？」

「可能性としては、あるにはある」

　ティーナは一度逡しゆん巡じゆんするようにうつむいたが、数秒後には顔を上げて決意に満ちた瞳ひとみを俺おれに向けてきた。

「以前、父に謝られたことがある。私の体質は、自分の過ちが原因で負ってしまった呪のろいなのだ、と」

「呪い……？」

　こくり、とティーナはうなずいた。

「まだ私が幼い頃、父は玄げん室しつから持ち出したのだという板を見せてくれた。このくらいの大きさの──」

　言いながらティーナが手で形作ったのは、冒険の書──文庫本の半分くらいの大きさの長方形だった。

「とても綺き麗れいな金色の板だった。それがなんなのか私はもちろん、父もわかっていなかったようだけれど、たぶん、副ふく葬そう品ひんだったんだと思う。もしかしたら私の体質は──呪いは、それを持ち出したせいかもしれないから、それを今から返してくる、って」

「なるほど、親父おやじさんには心当たりもあったのか。でも、それを返してきてもダメだったんだな？」

　ティーナはこくりとうなずいた。

「旧坑道跡が墳ふん墓ぼとつながったのは、父のパーティが原因だったらしい。私が生まれる前のことだから何があったのかはわからないけど、たぶん、シェリスの鉄球で夏の洞どう窟くつと剣の広間がつながったようなできごとがあったのだと思う」

「ショートカットルートの発見なら３Ｄダンジョン系ＲＰＧでは定番だけど、そんな形で新しいダンジョンが見つかるイベントもあるんだなあ」

「ちょっとヨシュア殿どのの言っている意味がわからない」

「ああ、ごめん、俺たちの世界の遊びの話だから、そりゃわからないよな。とはいえ、墳墓につながったのは事実なんだから、何か事故か事件があったんだろうな」

　ティーナはうなずいて、

「そして父のパーティは墳墓を探たん索さくして玄室にたどり着き、眠っていた墳墓の主を目覚めさせて怒りに触れたらしい」

　と言葉を続けた。

「何をやって怒りに触れたのかはわからない。けれど、そのときに幽ゆう霊れいによって父のパーティは壊かい滅めつさせられ、情けないことに父だけが一人、ほうほうの体ていで逃げてきたのだと聞いている」

「やっぱり、一人だけ逃げ延びた、ってのは不ふ名めい誉よなことなのか」

「当たり前。一緒に死ねとは言わないけれど、死体の回収のために命を賭かけるくらいはするべき。ヨシュア殿どのだって、斧おのの守護者のクエストではアンナ殿のために危険を顧みずダンジョンに飛び込もうとした」

「あー。あのときは必死だったからなあ」

「パーティなんだから、普通はそういう行動を取る。仲間のために必死になる。この世界に来て間もないヨシュア殿だってそうした。なのに……！」

「で、親父おやじさんはそのときに呪のろいをかけられた、って言ってたのか？」

　ティーナがこくりとうなずいた。

「だから、呪いをかけた本人にお願いすれば、交渉次第では呪いを解いてもらえる可能性はゼロじゃない気がする」

「なるほど……」

　俺おれはうなずいて、ティーナの肩をポンと叩たたいた。

「わかった。ティーナがどちらを選ぶにしても、俺たちは全力でサポートする。だから、自分がどうしたいのか、どうなりたいのかだけを考えて結論を出してくれ」

「ヨシュア殿。私はヨシュア殿のパーティでよかった」

「お、おう。なんか面と向かって言われると照れるが、俺もこのパーティは楽しくて好きだぜ」

「ヨシュア殿にも惚ほれ直した」

　珍しく顔を赤くして、少しモジモジしながらティーナが小さな声で言った。

「優良物件の話題はもういいって。それより、腹が減ってちゃ考えもまとまらないだろ。柚ゆ比び坂さかに頼んで、料理を温めてもらおうぜ」

「……ヨシュア殿は何もわかっていない」

「またそれかよ」

「でも、アンナ殿に料理を温めてもらうのは名案。いざ、晩ご飯二回戦」

　ティーナは俺の腕を引っ張って部屋を飛び出した。
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『火の月五七日

　いよいよ明日、幽ゆう霊れいとご対面だ。一度で上う手まくいくとは限らないが、仮に失敗したとしても、直接この目で見てくることで発見できることもあるだろう。

　いずれにしても、イルザの謹きん慎しん中に決着を付けてしまいたいものだ。あと、委員長の盾が直る前に。別に委員長たちと張り合う気はないが、やはり先を越されてしまうのはちょっと悔しい。

（中略）

　ティーナは、ややもすれば食べていれば満足なお気楽娘に見えてしまうが、長いこと自分の体質に悩んできたはずなのだ、と当たり前のことに今さら気がついた。まあ、立ち直ってくれたようだから、明日にはまた気持ちのいい食べっぷりが見られるだろう。

　……あれ？

　そういえば、幽ゆう霊れいって料理を食べられるのか……？』





第五章▼　幽霊が望むもの




　翌日。

　逸はやる気持ちを抑えつつ午前中の授業を終えて、学食でシェリスやティーナと落ち合い、ササッと昼食を済ませて学院を出た。

　そのままエルフの魔法商店街で注文していた大量のタリスマンと、タリスマン用にサイズを調整してもらった『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー』を受け取って、旧坑道跡とその奥の墳ふん墓ぼの地図を買い、一度屋や敷しきに戻った。俺おれは自室で左手でタリスマンを抜きやすいように『早抜きの矢筒』を腰のウエストバッグの逆側に固定し、属性別にきちんと分けたタリスマンを矢や筒づつの中に収納した。

　俺がそんなことをやっている間に、柚ゆ比び坂さかには昨夜から仕込んでいた例の料理の仕上げをしてもらう。

　そして、玄関に再集合。

「ヨシュア様、アンナ様、今回は『さて』は言いませんの？」

「うーん、今回はあのときほど確信があるわけじゃないからな。っていうか、斧おのの守護者のときだって、一回目に出した攻略法は間違ってたし。今回も、運良くクリアできたら儲もうけもの、くらいのつもりでいた方がいいと思う」

「実際、まだその幽ゆう霊れいを見てもいない」

「そう、ティーナの言う通りだ。だから、今回はさらなるヒントを探しに行くんだ。ヤバいと思ったら墳ふん墓ぼの奥にたどり着く前でも撤てつ退たいもありうると思ってる」

　俺おれは柚ゆ比び坂さかを真まっ直すぐに見て、

「柚比坂、俺はお前ん家ちの事情を詳しく知ってるわけじゃないが、俺の妹もお前の妹も、俺たちがいないからって死ぬわけじゃない。でも、俺たちは死ぬリスクを背負ってる。早く帰りたいのはわかるが、一番優先させるのは生きて帰ることだ」

　と念を押した。

「わかってるわよ。もう勝手に突っ走るようなマネはしないわ」

「おう。じゃ、慎重に行こうぜ」

　こうして、俺たちは気を引き締めて冒険に出発した。
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　旧坑道跡はいかにも鉱山といった趣で、地肌が剝むき出しの掘りっぱなしの横穴を、ところどころ柱や梁はりを建てて補強してあった。

　四人程度なら並んで歩いても問題ないくらいには広さも高さもあるが、さすがに坑道だった当時に壁に設置されたのであろう照明は機能していない。

　懐中典灯マジツクランタン（戦闘中は床に投げ捨てても簡単には壊れない冒険者仕様）を各自一つずつ持って足下や前方を照らしているが、やはり幽霊が出るというダンジョンの闇やみは気持ちがいいものではなかった。

　大量に持ち込んだ魔物除よけのタリスマンを切らさないように使い続け、それでも遭そう遇ぐうしてしまったモンスターには柚比坂を主戦力に、俺の新戦法でサポートするような戦い方で切り抜けた。極力シェリスとティーナは温存し、傷を負ったらやはり大量に持ち込んだ回復用のタリスマンで癒いやしながら進んでいく。いやはや、なんとも大盤振る舞いの成金行軍である。

「かなりサマになってきたんじゃない？」

　何度目かのコウモリ型モンスターとの遭遇を切り抜けたあと、柚比坂が剣を鞘さやに納めながら俺に微笑ほほえんだ。

「まだまだ実用レベルには達してないと思うぜ。当たるのも三回に一回くらいだし、当たらなかった二回もタリスマンは消費するし、おまけにモンスターの弱点もまだ把は握あくしきってないし、燃費悪いことこの上ない」

「そんなことないわよ。夏の洞どう窟くつに桃を採りに行ったときに比べたら、ダメージを与えられているだけでも大した進歩じゃない。しかも、ここのモンスターは夏の洞どう窟くつよりずっと強いのよ」

「そうですわ！　さすがヨシュア様ですわ！」

「ヨシュア殿どのらしい頭脳プレー」

「……褒めても何も出ないからな」

　照れながら、そっぽを向いてぶっきらぼうに言う。シェリスやティーナはともかく、柚ゆ比び坂さかに褒められるというのはどうも落ち着かない。

「そういえば、アンデッドって回復魔法でダメージ受けたりしないのか？」

　ゲームでは比較的良くある設定なのだが。そして、もしそれが可能なら、ティーナの回復魔法は工夫なしに対アンデッド広域殲せん滅めつ攻撃に変わる。

「回復の魔法は体内の水分に働きかけて自然治癒力を活性化させる魔法。アンデッドはそもそも体内に水分が残っていない場合が多いし、自然治癒力そのものがなくなっているから、なんの効果もない」

「うーん、そう上う手まくはいかないか」

「アンデッドの弱点は水属性ではなく光属性ですわ」

「だよな」

「っていうか、どうちて回復魔法でアンデッド系モンスターにダメージがいくかも、なんて思ったんですの？」

「いや、すでに死んでるってことは、回復が逆に作用することもあるかなって。ゲームじゃ結構よくある設定なんだけどな」

　まあ、アンデッドモンスターに回復魔法でダメージを与えることが可能なら、少なくともアンデッド退治にはティーナは引っ張りだこだろうしなあ。残念。

　そうこうしながら進むうちに、坑道から広大な、野球場くらいはありそうな天然の洞窟に出た。つららのような鍾しよう乳にゆう石せきやタケノコのような石せき筍じゆんがあちこちに見える中、空間の中央には、ピラミッドを思わせる三さん角かく錐すいの建造物があった。

　よく見れば、おそらく建造物の下は半分以上埋まってしまっているのだろう。三角錐の壁、目の前には大きな穴が空いていたが、明らかに正規の入り口ではなく、侵入のために無む理り矢や理り破壊したという感じだった。

「いよいよだな」

「ええ」

　大穴の入り口から、墳ふん墓ぼの中へと足を踏み入れる。

　同じ闇やみでも、墳墓の方がより重く濃いように感じられた。それはたぶん、かび臭さやひんやりした空気だけが原因ではないのだろう。幽ゆう霊れいたちが発するオーラのようなものなのか、それともマイナスの思念なのか。そんなものが重く澱よどみ、堆たい積せきしているように思えてしまう。

「魔物除よけのタリスマンを切れる前に使っておこう。それから、こういうダンジョンは罠わなが怖い。慎重に進もう」

「罠はもうずいぶん昔に調べ尽くされて、無効化されているはずですわ」

「かもしれないけどな、運悪く発見されていなかった罠に引っかかりそうな予感しかしねえんだよ」

「ヨシュア殿どのならあり得る」

「そうね……。注意はしすぎて困ることはないものね」

　言いながら、柚ゆ比び坂さかはあちこちに懐中典灯マジツクランタンの光を向けて観察し始めた。そして、光を天井に向けた瞬間──、

　天井からボトボトと何かが大量に降ってきた。

「うわっ」

「きゃあっ！」

「ひっ！　な、なんですの!?」

「ヤミトカゲ。たぶん、光を当てられて目を回した。別に害はない」

　ティーナに害はないと言われたので、頭の上に落ちてきたトカゲを一匹、おそるおそるつまみ上げてみる。確かに、それは体長五センチほどの、イモリとカメレオンを足して二で割ったような爬は虫ちゆう類るいだった。

　あ、尻尾しつぽを切って逃げられた。

　よく見れば愛あい嬌きようのある顔をしているが、さすがに雨のように降ってこられては男の俺おれでも気持ちが悪い。まして、女の子たちに落ち着けというのは無む茶ちやな話だった。

　冷静なように見えるティーナも、頭からマントをすっぽり被かぶってトカゲの雨に対して完全防備を固めている。

「柚比坂、光を天井に向けるな！」

「そ、そんなこと言われたって……！」

　半ば強引に、柚比坂の手から懐中典灯をもぎ取った。光を下に向けてトカゲの雨は止やんだが、すぐに事態が収拾するワケでもなく、まだ女性陣はキャーキャー言いながら身体からだや武器に張り付いたトカゲたちを嫌悪感丸出しで振り払っていた。

　そのとき、俺は見てしまった。

　にょろん、と、一匹のトカゲが柚比坂の胸元──超高校生級のおっぱいが織りなす谷間の中へと潜り込んだのを。

「きゃあああああ────────────っ！」

　墳ふん墓ぼの中全体に響き渡ったのではないか。そう思えるほどの大音量で、柚比坂が悲鳴を上げた。

「取って！　お願い！　だ、誰か、早くっ！」

　柚ゆ比び坂さかが目に涙を浮かべて懇願するが、シェリスもティーナもふるふると首を横に振るばかりだった。

「助けて差ち上げたいのはやまやまですけれど、アレに触るだなんて……」

「無理」

「いやいや、別に害はないんだろ？　ちょっと鱗うろこが生えてるだけだし、小ちっちゃいドラゴンだと思えば」

「では、ヨシュア殿どの、任せた」

「いやいやいやいや、それはさすがに……」

「いや────っ、もぞもぞ動いて気持ち悪い！　もう、あんたでもいいから早く取ってってば！　お願いだから！」

　え。

　ちょ、さすがにそれはダメだろ!?　だ、だって、トカゲが入り込んだのって、完全に男子禁制の場所じゃんか！　何回か顔突っ込むようなアクシデントもあった気がするけど！

　しかし、今にも泣き出しそうな柚比坂がさすがに可哀かわい相そうになってきた。

「ええい、あとでゴチャゴチャ言うんじゃねえぞ！」












　意を決して、俺おれは柚比坂が誇る禁断の地へと手を突っ込んだ。こんなこと、長々やるもんじゃない。一気に手を突っ込み、即トカゲを摑つかみ、瞬間的に離脱。それで終わりの簡単なお仕事だ。

　これはあくまで柚ゆ比び坂さか本人に助けを求められた上での救助活動なのだ。疚やましい気持ちなど一ミリグラムもない。

　それにしても、ああ、左右から手を圧迫してくる禁断の地のなんという柔らかさ。不慮の事故ですべすべな肌のきめ細かさを知ってしまった身としては、革手袋越しなのが残念でならない。

「あ、あれ？　トカゲが……」

　するり、と指の間をすり抜けていった。

「あん、あっ、ちょ、わざとやってるの!?」

　顔を真っ赤にしながら、柚比坂は怒ったように、しかし上目遣いで俺おれを睨にらんだ。

　うっ。

　不本意ながら、か、可愛かわいいんだよな、チクショウ。

「違うって！　この状況で落ち着いて作業なんかできるわけねえだろ！　男の子の純情をなめんな！」

「どこ触って……やんっ」

「お願いだから変な声出さないでくれ──っ」

　焦あせれば焦るほど、なかなかトカゲを摑むことができない。ようやく羨うらやましいトカゲを摑み出したときには、シェリスとティーナに白い目を向けられていた。

　……俺、悪くないよな？

　なんかこれまでの俺の運が悪かった人生、ここ最近の役得とのバランスを世界の摂理的な何かが調整していたんじゃないかって気もしてきた。

「と、とにかく、先に進もうぜ。上には光を向けないようにして」

「そ、そうね……」

　とにかく、俺と柚比坂はお互い真っ赤になった顔のまま、若じやつ干かん気まずい雰囲気を引きずりつつも、墳ふん墓ぼの奥へ進む提案をしたのだった。
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　いくつもの階段を下り、暗い通路を進んだ先に、壁が大きく削られた箇所を発見した。

「これは……」

「時間が経たって劣化したというより、武器を叩たたきつけて傷をつけた感じね」

　壁にそっと触れながら、柚比坂が言った。

「あんまり触らない方がいい」

「ティーナの言う通りですわ。万が一、未発見の罠わながあったら……」

「そうね。まあ、志し度ど君が触らなければ大丈夫だとは思うけれど」

　酷ひどい扱いだが、反論できない自分が悔しい。

「文字が書いてあったっぽいな。何が書いてあったのか、そして誰がどんな意図で読めなくしたのか……」

「考えていても答えは出ないわ。先に進みましょう？」

「だな」

　そこから少し通路を進み、また階段を降りると、明らかに重苦しさが桁けた違ちがいに増していた。肌で、玄げん室しつが近いのだろうと理解できる。

　そして、石造りの通路を進むこと数分。

　途切れ途切れに、悲しげなハミングが聞こえてきた。全員がビクッと反応し、特に柚ゆ比び坂さかは青い顔で震え始めた。

「大丈夫、こっちから手を出さない限り襲ってこないって言ってただろ」

「そういう問題じゃないわよ……」

　だが、ここまで来たら進むほかない。重い足どりで、俺おれたちは歌声が聞こえる通路の奥へと進んでいく。

　そして、広い空間に出た途端、部屋の中央に安置された棺ひつぎに腰掛けて、虚空を見つめながらハミングで歌い続ける半透明の女性の姿があった。

　長い黒くろ髪かみに覆おおわれていて、顔は見えない。

　当時はまだビキニアーマーの文化がなかったのか、あるいは柚比坂のように周囲の目を気にはしなかったのか、ゆったりしたローブのような白い服をまとっていた。

　そして、そのローブごと肩からヘソの辺りにかけて、ざっくりと切り裂かれて血に染まっていた。

「ひっ」

　柚比坂が俺の腕にしがみつく。いいい、いやその、さ、さっきのトカゲ騒ぎの余よ韻いん的なものがあるから、ちょっと過剰に意識してしまうんですけど!?

　次いで、シェリスも俺の服の裾すそをギュッと摑つかんだ。

　負けじと、ティーナも空いた方の俺の手にしがみついてくる。他の二人はともかく、ティーナは絶対便乗だろ！

「大丈夫だってば」

　心を鬼にして、女の子たちを振り払い、幽ゆう霊れいに一歩近づいた。

「あの」

　おずおずと、そう呼びかける。

　幽霊の女性は歌を止やめて少し顔を上げた。その拍ひよう子しに、はらりと髪が揺れて、一瞬だが顔があらわになる。

　少し垂れ気味の優しげな目は虚うつろで、その目からこぼれた涙は少し瘦こけた頰ほおを伝って落ち続けていた。しかし、その滴しずくは床に落ちる前に霧む散さんして消えてしまう。

　全体的に童どう顔がんで、特にちょっと低めの鼻の周辺にあるそばかすが少女っぽさを強調していた。

　──えっ……？

　その顔を見て、俺おれは驚きを隠せなかった。

「柚ゆ比び坂さか。見たか？」

「ええ。たぶん──その女性は、日本人だわ」

　まったく同感だった。

　少なくとも、アジア系の顔だ。確実にフランス人ではないだろう。

　幽ゆう霊れいの女性は、興味を失ったようにまた虚空を見つめて歌い始めた。

　玄げん室しつに、嗚咽おえつに混じったスローテンポの歌が反響する。

　その悲しげなメロディは、どこか懐かしいような、そんな気がした。
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　幽霊が日本人だったなら、フランスの伝統料理に郷きよう愁しゆうを感じるはずがない。

　そもそも、前提が崩れたのだ。作戦を立て直す必要がある。

　というわけで、俺は撤てつ退たいの判断を下した。考えをまとめるにしても、モンスターがいつ出るかわからず、かつ下手な行動を取れば目の前の幽霊がボスに変へん貌ぼうするという状況からはなるべく早く逃げ出したい。

　墳ふん墓ぼを出て、坑道をたどり、地表に出て、ふう、と一息ついた。

　まさか日本人だったとは。なるほど、一〇〇〇年も前に彼女が──日本人が来ていたのならば、箸はしを使う習慣が昔あったとしても不思議はない。柚比坂のように料理の再現は無理でも、箸を作ることくらいなら比較的簡単にできる気がするし、それを救世主が使っていたとなれば真ま似ねする者も出てくるだろう。

「作戦の立て直しね」

　せっかく持っていったのに、開けることもなく帰ってきた牛の赤ワイン煮が入った容器を見ながら、柚比坂はため息をついた。

「だな」

　うなずいた俺の横で、シェリスがうつむいて、

「……幽霊さんのあの肩からお腹なかにかけての傷、刀かたな傷きずでしたわ。いったい一〇〇〇年前に何があったんですの……？」

「今となっては知りようもないが、もしかしたら今回みたいなクエストがあったのかもしれないな」

「ヨシュア殿どの、それはどういう意味？」

　ティーナが首を傾かしげた。

「救世主を殺せ、って意味に取れるようなクエストがあったんじゃないか、ってことさ。前回の守護者みたいな武器を持ったモンスターもいるだろうが、やはり武器でやられた傷が致ち命めい傷しようっぽいってなると、色々物ぶつ騒そうなことを考えちまうだろ？　それに、歴代の救世主で墳ふん墓ぼが築かれたのが彼女だけだっていうのも意味深だ。それって、何か彼女に対して後ろめたいこととか謝りたい気持ちの表れなんじゃねえかな」

「つまり、あの幽ゆう霊れいは、ゲームガルドの人たちに……」

　そこまで言って、ティーナは押し黙った。

「そんな……」

　シェリスも泣きそうな顔をする。

「伝承も伝説も残ってないのは、残したくなかったんじゃねえのか、って推測もできる。自分たちの罪の話なんて語り継ぎたくないだろ。だとしたら、あの人を殺してもクエストはクリアできなかったのかもしれないな。もしクリアできていたら、命を犠ぎ牲せいにしてまでクエストをクリアに導いた英雄として称たたえたりしてただろうし」

「なんだか申し訳ありませんわ……」

「別にシェリスさんが気に病む必要はないわよ」

「ああ。それに、証拠は何もないぜ？　あくまで単なる想像だ」

「でも、私たちはヨシュア殿たちを殺さない選択をした。私たちは一〇〇〇年前より確実に進歩している」

　……イルザ以外はな。

「まあ、俺おれの想像が正しいかどうかは別として、色々あったんだろうな、とは思う。やっぱり、強引に倒してクリアってのは違う気はするな。非ひ業ごうの死を遂げたのなら、ますますきちんと未み練れんを晴らしてあげたいと思う」

　俺の言葉に、全員がうなずいた。

「とにかく、一度屋や敷しきに戻りましょう。ところで、途中で買いたいものがあるんだけれど、寄り道していいかしら？」

　柚ゆ比び坂さかが買い込んだのは、大量の豆だった。それも、色々な種類の。

　さらに麦酒ビールで有名だという酒蔵に寄って何やら仕入れ、それら大荷物を俺やシェリスに屋敷の厨ちゆう房ぼうへと運び込ませた。

　そしてご本人は例によって裸エプロンっぽく見えてしまうエプロンを颯さつ爽そうと纏まとう。

「何を作るんだ？」

「相手が日本人なら話は早いわ。日本人が誰しも愛して止やまないソウルフードといえば、味み噌そ汁しるしかないでしょう？」

「え？　いや、お前、ラーメンのときに味噌とか醬しよう油ゆは時間も手間もかかるから無理って言ってなかったか？」

「ええ、言ったわよ。私たちの世界では、半年とか一年とか平気でかかるわ。できれば味噌や醬油が完成する前に帰りたいでしょう？」

「そりゃまあ、時間はかかっても可能性があるなら試してみるべきだが」

「それがね、以前ワインを買いに行った酒蔵で面白い話を聞いたのよ。発はつ酵こうを促して大幅に時間を短縮できる魔法があるって！」

　この世界、魔法が生活に密着しすぎだろ。

「麴こうじを売ってもらうついでに、酒蔵で魔法の組み立て方も教わってきたわ」

「よく教えてくれまちたわね……」

　確かに。そういうのって、企業秘密っぽいよな。

「そこは志し度ど君のマネをしたのよ。上う手まく作れたらレシピを教えるし、救世主様の世界の調味料っていう触れ込みで売ってもいいわよ、って」

　苦笑しか出なかったが、しかし、柚ゆ比び坂さかの言うように味噌汁が飲めるようになるというのは魅力的だし、味噌ラーメンが食べられるようになるのはもっと魅力的だ。

　この世界に来て間もない俺おれですらそう思うのだから、帰還も叶かなわず命を落としてしまった一〇〇〇年前の幽ゆう霊れいともなれば、味噌汁に感じる郷きよう愁しゆうはどれほどになるのか、もう想像もつかなかった。

　それにしても、味噌まで自作を始めようとは……柚比坂、恐るべし。





第六章▼　救世主の正体見たり




　柚ゆ比び坂さかはそれぞれの豆をよく洗い、三つの容器に種類ごとに別々に入れ、そして大量の水を張った。

「どの豆が私たちの世界の大豆に近いかわからなかったから、三種類で試してみることにしたわ」

　そして、柚比坂が剣を抜く。

「おい、何をする気だよ」

　味み噌そ作りに何な故ぜ剣が要るんだ。

「本来なら、こうやって豆を水につけて一八時間ほどかけて、水を染みこませるの。でも、この世界には料理用に水分が素材に染みこむのを加速させる魔法があるのよ。普通は煮込み料理に使うものだけど」

　この世界じゃ魔法を使えないと料理人にもなれないのか……？

「あまねく水の元素よ、我が手に集つどいて、浸透せよ」

　剣を振るって魔法をかけたあと、柚比坂は豆を各種類一粒ずつ割って水の吸い具合を確認し、それぞれを圧力鍋（のような効果のある魔法調理器具）に移して煮始めた。

　相変わらずの手際の良さで、シェリスもティーナも興きよう味み津しん々しんで柚比坂の作業を見つめていた。

　が、俺おれはというと、幽ゆう霊れいの彼女が口ずさんでいた途切れ途切れのメロディが気になっていた。

　今回の冒険で得られたヒントっぽい情報は、幽霊が日本人女性であるらしい、という点を除のぞけば、玄げん室しつ前の壁の傷跡と、幽霊が口ずさむメロディの二つ。

　しかし、壁の傷はおそらく関係ないだろう。傷は古いものだったが、一〇〇〇年経たったという感じではなかったし、『墳ふん墓ぼができたあと、相当後になってつけられたもの』だと考えるなら、幽霊の未み練れんとは結びつきそうもない。

　だとすれば、唯一、彼女が発信しているあの歌が、なんのヒントにもなっていないとは思えなかったのだ。

　──でも、一〇〇〇年前の歌ってんじゃあ俺が知ってるはずないんだよなあ……。

「なあ、シェリス、ティーナ。あの幽霊が口ずさんでた歌、聞き覚えはないか？」

「ええと……すみません、わかりませんわ」

「さあ？」

　二人とも、首を傾かしげている。

「ゲームガルドでは、あんなにテンポのゆっくりな曲は珍しいですから……」

「冒険者にはアップテンポな勇壮な曲や明るい曲が好まれる」

「あー、なんかわかる気がする。日々命張って冒険に出てるとなれば、悲しい曲よりは勇ましい曲で気分上げたいもんなあ……。ゲームでもボス戦のカッコイイＢＧＭとか気持ちが昂たかぶってくるしなあ」

　となると、ゲームガルドに伝わる曲でもないのだろうか。うーむ。

　考え込んでいる間に豆が煮上がったらしく、柚ゆ比び坂さかはそれぞれの豆の柔らかさを確認し、うなずいてザルに空けて水気を切り、麵めん作りでも使ったビニール的な袋に入れて、俺おれたち見学者三名に手招きをした。

「手伝ってもらえるかしら。柔らかく煮上がった豆を潰つぶしてほしいのよ」

　言いながら、柚比坂はワインの空き瓶びんを俺たちに手渡し、自分も空き瓶を持って、ビニール袋の中の豆を叩たたいて潰し始めた。

「まだ熱いから気をつけてね」

「シェリスは力の入れすぎにも注意するべき」

「もー、わかってますわ！」

　地味で単純な作業だ。

　しかし、だからこそ考えごとをすることができて助かる。

　倒してクリアは違う気がする。それは、おそらく間違っていない。しかし、だとすれば、ゲームのパターンからすれば、何か幽ゆう霊れいから頼みごとをされるとか、何か幽霊の未み練れんにまつわる物語を知る術すべがあるはずなのだ。

　少なくとも、呼びかけの声には反応を示した。意志や自我が失われているわけではなさそうだから、何か意思の疎そ通つうを図る手段が隠されているのかもしれないが……。

　まったく、この世界の謎なぞ解ときはヒントが少なすぎる。あの幽霊の彼女を含めて、歴代の救世主たちには頭が下がるな。

「ヨシュア様、今作っているミソってどんな味がしますの？」

「え？」

　考えごとの最中に急に声をかけられて、取り乱してしまった。

「ええと……うーん、どんな、と訊きかれると説明に困るな……」

「そうね。私たちにとっては身近すぎて、味み噌そは味噌味としか思わないものね」

「だよな。この味噌は甘いとか塩しよっぱいとかは言うけど」

「赤味噌とか白味噌とか、種類も多いものね。使う麴こうじの種類によっても、豆味噌、米味噌、麦味噌の三種類に分類できるのよ」

「へえ、そんなに色々あるのか」

「志し度ど君が驚いてどうするのよ」

　豆を潰し終わると、柚比坂は麴と塩を混ぜ合わせ、それを潰した豆に混ぜてこね始めた。良くこねたあとに、おにぎりくらいの大きさの団だん子ごを作って、小ぶりな木製の樽たるのような容器にギュウギュウと詰め込み始めた。

「こっちにも木製の容器があって助かったわ。木には菌が住みついて、できあがる味み噌そに良い影響を与えるのよ」

「木き桶おけなんて和風に思えるけど、やっぱ身近な素材だってことなのかな。ヨーロッパでもワインとかウイスキーとか木の樽で作るんじゃなかったっけ？　それより、せっかく団子にしたのになんで入れながら潰つぶしちゃうんだ？」

「空気をしっかり抜くためよ。団子にして少しずつ押し込んだ方が空気が入らないの」

　へえ、そういうもんか。

「もう私たちには何をやっているのかサッパリ理解できない」

「ですわね」

「だろうなあ。俺おれは味噌ってモノを知ってるからなんとなくわかるけど、こっちの世界の人間は味噌を知らないんだから──」

　言いかけて、何かが引っかかった。

「ヨシュア様？　どうなさいまちたの？」

　急に言葉を止めて考えごとを始めた俺の顔を、シェリスが覗のぞき込む。

「いや、ちょっと気になってさ。なあ、柚ゆ比び坂さか。一〇〇〇年前の日本人が持っていそうなモノで、文庫の半分くらいの大きさの金色の四角いモノってなんだかわかるか？」

「何よ、いきなり」

「いや、ティーナの親父おやじさんがそんなモノを墳ふん墓ぼから持ち出したらしいんだよ。もう返してきたそうなんだが、実際に見たティーナが『なんだかよくわからないモノ』みたいに言ってたから、もしかして幽ゆう霊れいの彼女が持ち込んだ、俺たちの世界のモノだったんじゃないかな、って」

「そうなの？」

　ティーナがうなずいたのを見て、柚比坂は作業の手は止めず、

「何かしらね。あ、短冊じゃない？　ほら、和歌を書き込んだりする細長い紙。あれなら一〇〇〇年前っていう時代にも合うし、装飾に凝ったものもあったそうだから、金色のものがあってもおかしくないわ」

「なるほど……って、お前、文庫を縦に半分にしただろ！　違う違う、横！　横に半分にしたくらいのサイズだよ！」

「それは先に言ってもらわないとわからないわよ。でも、だとすると何かしらね。文ふ箱ばこや鏡にしては、時代を考えれば小さすぎる気がするし……」

「うーん……」

　箱とか鏡とか、そういうモノなら『なんなのかわからない』とはならない気がする。例えば、和歌を書く短冊なんて、和歌という文化がなければわからないだろう。しかし、箱や鏡のような単純なモノなら、いくら俺おれたちの世界のモノだって一目見れば使い方くらい見当が付くはずだ。

　つまり、俺たちの世界のモノであっても、こっちの人間にとって不可解なモノとは、味み噌そや和歌のように特殊な文化的背景を持っている特殊なモノ、ということになる。

　いや、あるいは、柚ゆ比び坂さかが肌身離さず持ち歩いている形見だというアレのような──

　思いついた別の可能性に、俺は自じ嘲ちようした。

　例えば俺も持っている──いや、今となっては持っていた、と言うべきか──アレなら大きさ的には条件を満たすが、さすがにそれは計算が合わない。

「持ち物について一個でもわかれば、どんな人だったのか知るヒントになるかと思ったんだがなあ」

「そうね。高貴な人間なのか、そうでないのか、持ち物一つ見るだけでそのくらいはハッキリするものね。いい着眼点だとは思うけれど、さすがにそのものがないのでは推測するのは無理がありそうね」

「だな。それ、玄げん室しつに行けばまだあるかなあ」

「あるとしたら、棺ひつぎの中とか？」

　首を傾かしげながら、ティーナが言った。

「他の誰かに持ち去られている可能性も否定できませんわ」

「どうせまた行くんだから、それはそのときでいいんじゃないかしら。今ここであれこれ考えるくらいなら、得意のゲーム思考で考えた方が建設的なんじゃない？」

「確かにな……」

　ゲームで幽ゆう霊れいといえば、ＲＰＧよりホラーゲームを参考にするべきなのかもしれないけど、残念ながらそっちは専門じゃない。何しろ、真ま理り亜あはドルクエ５の幽霊イベントでさえ怖がるのだ。ガチで怖がらせる気満々のホラーゲームなど、好みの範はん疇ちゆう外である。

　まあ、ドルクエ５を真理亜とやったのはもう三年も前だから、さすがにもうそこまで怖がらないかもしれないけど……。

　俺が考えている間にも、柚比坂の作業はテキパキと進んでいく。

「あとは発はつ酵こうを促進する魔法をかければ、一時間もすれば熟成の工程も終了するわ」

「最初に豆に水を染みこませたときと同じですわね」

「あれは水属性の力を使って染みこませる魔法。今、アンナ殿どのが使おうとしている魔法は土属性で、微生物に働きかけて発酵を促す魔法」

「料理の時間短縮まで魔法でホイホイやれちゃうんだからすげえ世界だよな」

「まるで、この容器の中だけ時間の流れが違うみたいですわ」

「え？」

　ものすごく何かが引っかかって、思わず真顔で聞き返した。

「だって、本来なら半年とか一年とかかかるんですわよね？」

「それだ……！」

　思わず膝ひざを叩たたいていた。

　女性陣の視線が俺おれに集まるが、俺はひたすらに思考を回し続けた。

　あと一歩。ここまで来て、まだピースが未登場とは考えにくい。

　苦し紛れに、俺はウエストバッグから『冒険の書』を取り出した。何かあるはず。見落としているヒントが──。

　俺自身がゲームガルドの言葉で綴つづったページをめくる。

　例えば、塩ラーメンを食べた日。あの日には幽ゆう霊れい談義が──

「そうか……。だとしたら、糸口は摑つかめるかもしれない……」

「ヨシュア様、何かわかりまちたの？」

「ああ、たぶんな。ちょっと待っててくれ」

　俺は慌ただしく厨ちゆう房ぼうを出て自分の部屋に戻り、確認に必要なモノを持ち出して急いで厨房に戻った。

「なあ、ティーナ。お前が以前に親父おやじさんに見せられた金色の板って、こんなモノじゃなかったか？　これは色が黒だけど」

　言いながら、ゲームガルドに来たその日に液晶がひび割れて壊れてしまったスマートフォンを見せた。

　返事を聞くまでもなく、ティーナが息を吞のむのがわかった。

「そう、こんな感じだった……！　まさにこれ！」

「え、ちょっと待って」

　困惑した顔で、柚ゆ比び坂さかが言った。

「スマートフォンどころか、旧式の携帯電話だって一〇〇〇年前にあるはずがないわ」

「ああ。でも、こっちの人間にとって理解できないモノってのは、和歌の短冊みたいな文化的背景がなきゃわからないモノでなければ、明らかに違う技術で作られたモノだって考えるべきだ。鏡や箱なら、見ればなんとなく用途がわかるだろうし」

「その理屈はわかるけど……」

「常識より、ティーナが実際に見ているってことの方を優先するべきだ」

「でも、だとしたら、いったい何がどうなっているの……？」

「俺も、何もかもに確証があるわけじゃないけどな」

　俺は、もう動かないスマートフォンをポケットに仕し舞まいながら、




「さて、ゲームガルドを攻略しようか」




　そう言って全員の顔を見回した。





　　　　＊






　……と大おお見み得えを切ったものの、味み噌その仕込みを中途半端で投げ出すわけにはいかないので、話して聞かせろと詰め寄る女性陣をなだめて、残り二種類の作業を終わらせた。

　そしてどうせなら、と柚ゆ比び坂さかにお茶を淹いれてもらい、食卓へと移動する。ちなみに、お茶を淹れるなんて誰がやっても同じだろうと思っていたのだが、柚比坂が入れたお茶は他の誰が淹れたお茶よりも格段に美う味まい。それを知って、料理を始め口に入れるものは全部柚比坂に任せる代わりに、掃除や洗濯などの当番は俺おれとシェリスとティーナの三人で回す、という形でバランスを取っていたりする。

　さて、それはさておき。

「俺が思うに、俺たちの世界とゲームガルドでは時間の流れが同じじゃないんだ。発はつ酵こうを促進する魔法をかけた、あの味噌桶の中と外みたいにな」

　お茶を一口飲んで、俺は言った。

「もしくは、俺たちの世界からゲームガルドに飛ばされるとき、時間も一緒に飛び越えているかだ。俺たちはたまたまこの時代にやってきたが、俺たちと同じ時間を生きていた別の人が飛ばされるときには一〇〇〇年前のゲームガルドに来てしまった、とかな。そのどちらかだと考えなければ、副ふく葬そう品ひんがスマートフォンである理由は説明できない」

「それはそうだけど……」

「ここが異世界だって蘇そ生せいの魔法で認めたのと一緒だろ？　証拠があるんだから、認めないわけにはいかないさ」

「その『すまーとほん』というのはヨシュア様たちの世界の携帯典でん話わで、それは一〇〇〇年前には存在していない、ということですのね？」

「ああ。一〇〇〇年どころか、このタイプが発売されたのはほんの何年か前、俺たちの記憶にあるレベルだ」

「それなら、ヨシュア殿どのの仮説を認めないわけにはいかない。少なくとも、私が副葬品を見たのは初等部に入った頃だから、たぶん発売よりも前。仮にその『すまーとほん』が副葬品ではなかったとしても計算が合わない」

「……そうね。わかったわ。それで？」

「じゃあ、次の話題に移ろう。俺はずーっとあの幽ゆう霊れいの歌が気になっていたんだが……」

　そう言ってから、俺は幽霊が口にしていたメロディを口笛で吹いてみせた。とてもゆっくりな、悲しげな曲を。

「こんな曲だったよな？」

「ええ、そうね」

「確かにそんな曲だった」

「さっきテンポの話が出たからちょっと考えてみたんだけどな、柚ゆ比び坂さか、こんな曲を聴いたことはないか？」

　また、俺おれは口笛を吹いた。

　明るく、勇ましい行進曲のようなメロディを。

「あら？　確かに聞き覚えがあるわ。なんの曲だったかしら……？」

「聞いてるとしたら、たぶんテレビのＣＭとかだと思う。今のは俺が好きなゲーム、ドルクエシリーズのテーマ曲なんだよ。シリーズを通して使われている曲だし、新シリーズが出る度にバンバンＣＭが流れるしな。で、これのテンポをゆっくりにしていくとな」

　俺は何度かに分けて、段階的にドルクエのテーマ曲のテンポをゆっくりにして口笛で吹いた。

　すると、三回目くらいで、柚比坂もシェリスもティーナも気付いたらしい。幽ゆう霊れいの口ずさんでいたメロディと、ドルクエのテーマが、テンポが極きよく端たんに違うだけの同じ曲であることに。

「いくらよく知ってる曲だとしても、こんなにテンポが違っていてよく気がついたわね」

「ゲーム音楽だとたまにあるんだよ、悲しいシーンにアレンジを変えてテンポを遅くしてテーマ曲を使うこととか。たいていの曲は、テンポをゆっくりにすると悲しい感じになるんだよな」

「つまり、このメロディも幽霊の彼女が現代人である証拠の一つだ、と言いたいわけね」

「それもある。けど、もう一歩というか、俺は彼女がドルクエ５の制作スタッフの一人だと思ってる」

「ちょっと、まさか知ってる人なの？」

「名前くらいはな。ほら、ラーメンを食べたときに少し言っただろ。ドルクエ５には色々不幸が重なった曰いわくがあるって」

「な、ちょっと、そんな話は今は関係ないでしょ！」

　少し青ざめた顔で、柚比坂が声をうわずらせた。

「それが、関係あるんだな。そのゲームの制作陣が何人も不幸に見舞われたんだが、その中にシナリオライターの失しつ踪そうってのがある。その人の名前は、有あり瀬せ香か奈な子こって言うんだよ」

「有瀬……」

「似てると思わないか？　かつての救世主、アリーゼ・カナートの名前と」

「有瀬香奈子と、アリーゼ・カナート……」

　柚比坂が確認するように、何度かその言葉を繰り返した。

「確かに、そっくりですわ！」

「ヨシュア殿どのみたいに、名前を毎回訂正するのが面倒だったのかも」

「ちなみに、ドルクエ５の発売は約三年前。つまり、有あり瀬せ香か奈な子この失しつ踪そうもその頃だ。三年前なら、たぶんこいつのゴールドカラーも出てたと思う」

「それにしても、よく一〇〇〇年も経たって無事だったものね」

「雨ざらしってワケでもないし、棺ひつぎみたいな密閉された空間ならそこまで劣化もしないんじゃないか？　中の機械はさすがに無事じゃないかもしれないけどな」

「副ふく葬そう品ひんなら、状態を保持する魔法がかけられた可能性もある」

「なるほど、故人が大切にしていたものなら、ゲームガルドではそのくらいするかもな」

　この世界に来てしまっても、携帯電話を大事に持っていたというのは理解できる。来て早々に壊れてしまった携帯でさえ、俺おれは捨てることができずにいる。

　日本に帰るつもりがあるのなら、当然、帰ったあとにまた使うつもりなのだろうから大切に保管するだろうし、こちらの世界で知り合った人間に『異世界で自分が使っていた道具』として見せるような機会もあったのかもしれない。だから、生前大切にしていたものとして一緒に棺に入れられたのだろう。

「まあ、テーマ曲のことも、名前のことも、状況証拠でしかない。曲は俺たちの世界ではゲームをやってない柚ゆ比び坂さかでさえ聞き覚えがあるくらい有名だし、名前だって偶然の可能性もある。でも、ドルクエ５の大ファンの俺としては、本人なのかどうか確認して、面白かったと伝えたいと思う。クエストは関係なしに、一個人として」

「あの幽ゆう霊れいがそのシナリオライター本人なら有効かもしれないわね。自分が携わった作品の良い評判や面白かったという感想を聞けば、満足してくれるかもしれないわ」

「いやいや、さすがにそんな都合良くはいかないだろ。でも、会話のとっかかりにはなるかもな。ファンですって言われて嬉うれしくないことはないだろうし、未み練れんの話もスムーズに訊きけるんじゃないか」

「そうかもしれないわね。でも、今日見た限りでは、呼びかけの言葉も届いていないようだったわ」

「そうだな。ところで柚比坂、言こと霊だまの首飾り、ちょっと外してみてくれないか？」

「……どういうこと？」

「ちょっとした実験さ」

　訝いぶかしげな顔をしながらも、柚比坂は言霊の首飾りを外してテーブルの上に置いた。

　……なんかアレだな、女の子が首飾りを外すために両手を首の後ろにやる瞬間ってなんか色っぽいな。

　いや、その、こほん。

「俺の言ってること、わかるか？　わかんねえよな」

　シェリスとティーナが見守る中、「何を言っているの？」と首を傾かしげている柚ゆ比び坂さかに、俺おれは身振りで「首飾りをしろ」と伝える。指示に従って、柚比坂は首飾りを再び身に着けた。

「俺の言葉、わかんなかっただろ？」

「ええ……。でも、どうして？　志し度ど君は首飾りをしていても、日本語を話しているはずよね？」

「俺も、こないだのティーナのお風呂突撃事件で知ったんだけど、おそらく言こと霊だまの首飾りの機能は『翻ほん訳やく』じゃなく、『俺たちの発する言葉や書く文字を強制的にゲームガルドの言葉に変換し、俺たちが見聞きしたゲームガルドの言葉も理解できる言葉に強制変換する』ことなんだ」

「なるほど……」

「便利なアイテムだけど、万能じゃないってことだな。だから、こっちは日本語を喋しやべっている感覚でも、首飾りを外した相手には日本語として伝わらない。逆に、日本語は元々理解できるわけだから、首飾りを身に着けている俺にも、首飾りを身に着けていない柚比坂の日本語を日本語として理解できるというわけだ」

「それはわかったけど、それが今回のクエストとどんな関係があるっていうの？」

「幽ゆう霊れいになったアリーゼ・カナートに俺たちの言葉が届かなかった理由だ。怪談的な話になったとき、シェリスは言ってたよな？　幽霊は霊体だから牙きばも毛皮も採れないし、アイテムも持っていない、と。幽霊がアイテムを持てないなら、当然この言霊の首飾りだって持てないはず。つまり、彼女は今、ゲームガルドの言葉が理解できないんだ」

　ああ、と全員がうなずいた。

「だが、首飾りを外せば俺と柚比坂は彼女とコミュニケーションを取ることができる。少なくとも、可能性はある。これはクリアのためにはとても重要な要素だ」

「確かにそうですわね。だって、お話ができるのであれば、未み練れんがなんなのか直接訊きくこともできますもの」

「そういうことだ。まあ、せっかく柚比坂が作ってくれたんだ、その味み噌その完成を待って、もう一度行ってみようぜ」

「まさか、これから!?　本気なの!?」

　柚比坂はガタッと椅い子すを鳴らして立ち上がり、バンッと両手でテーブルを叩たたいた。

「よよよよ、夜に墳ふん墓ぼに行くとか、正気とは思えないわッ！」

「この期に及んでまだ怖いのかよ。光属性の魔法はしっかり覚えてるだろ。あ、それとも、味噌の仕込みで魔法を使い果たしたか？　それなら話は別だ。魔力の回復を待たないと冒険に出るのは無謀すぎる」

「そ……そういうわけじゃ……。まだ半分くらいは残っているけれど……」

　モジモジしながら、柚ゆ比び坂さかが言いづらそうに白状した。正直だな。

「アンナ殿どのの戦い方は剣がメインで、魔法は補助で使っている程度だから、それだけ残っていれば問題はないはず」

「それに、魔物除よけのタリスマンを途切れないよう使って極力戦闘を避ければ、そんなにたくさん戦わなくても済むのは実証済みですものね」

「そ、そうね……」

「柚比坂、明日に回さず今日やっておけば、日本に帰れるのが一日早くなるんだぜ」

「……この間まではあんたの方が冒険に行くのを渋ってたくせに」

　髪かみの毛をくるくるやりながら、柚比坂は拗すねたように唇を尖とがらせた。

「だから、改善しようと積極的に冒険に出る努力をしてるつもりなんだが」

　柚比坂は悔しそうに「う──────────っ」と唸うなって、

「わかったわよ！　幽ゆう霊れいなんか、みんなこの剣で斬きり刻んでやるわよっ！」

　と剣を抜いてやけくそ気味に叫ぶのだった。





　　　　＊






　慎重に行動したとしても、やはり一度経験した道のりはずいぶん行軍速度が上がる。少なくとも地図を開いて道順を確認する回数はずいぶん減るし、某所では光を上に向けてはいけないと知っているので、ドタバタで時間を取られることもない。

　むしろ、「怖くない怖くない」と呟つぶやきながら、早足になりがちの柚比坂のペースをたびたび落とさせる必要があった。ダンジョンに入ってしまえば昼も夜も関係ないだろうに、柚比坂的には「気分的に大違い」なのだそうだ。

　そして、再び玄げん室しつにたどり着く。

　俺おれたちが玄室に入っても、髪の長い女性の幽霊は気にも止めずに歌い続けていた。

「柚比坂。首飾りを外したら、俺はもうゲームガルドの言葉は喋しやべれなくなるし、理解もできなくなる。だから、俺と幽霊のやりとりで、万が一、超険悪になってどうにもならなそうな気配を感じたら、シェリスとティーナに適切な指示を出してくれ。首飾りを着けた状態の柚比坂なら日本語を理解できて、しかもシェリスとティーナに状況を伝えることも可能だからな」

「わかったわ」

　そんなやりとりのあと、言こと霊だまの首飾りを外そうと首の後ろに手を回した瞬間、玄室の外からこちらに向かってくる足音が聞こえてきた。

　首飾りを外そうとしていた手が止まり、顔が玄室の入り口に向く。

　俺たちが見つめる中、姿を現したのは委員長とレーナ、サリナの三人、現役冒険者のトップと名高い聖なる盾隊の面々だった。

「委員長……！」

「おや、救世主殿どのたちも来ていたのか」

　俺おれたちに向かって、委員長がトレードマークの大盾を掲かかげてあいさつをした。どうやら、愛用の盾は無事に修理から帰ってきたらしい。

「戦う気がないなら退どいてほしいんだけど」

　つーんとすました顔で、レーナが言った。

「レーナ、先に来ていたのは彼らなのです。あとからやって来た私たちが順番待ちをするのが道理なのです」

「その通りだ。しかし、これは運がよかったかもしれないぞ。救世主殿のお手並みを間近で拝見できる機会など、そうそうないからな」

「リムル姐ねえさんはこの人たちに甘すぎるよ……」

　レーナが肩をすくめる。

「しばらくは邪じや魔ましないでくれる、ってことでいいのかしら？」

　柚ゆ比び坂さかの問いに、委員長は鷹おう揚ようにうなずいた。

「もちろんだ。割り込みはルールにもマナーにも違反するからな」

「だそうよ。志し度ど君、あとがなくなったわね」

「最強パーティからのプレッシャーとは、勘かん弁べんしてほしいね」

　軽口を叩たたきつつ、俺は言こと霊だまの首飾りを外し、柚比坂に預けた。

　そして、

「有あり瀬せ香か奈な子こさんですよね？　ドルクエ５のシナリオライターの」

　と呼びかけた。

　ピクリ、と幽ゆう霊れいが小さく震え、一瞬だけ歌声が止やんだ。

　が、すぐにまた幽霊は悲しげなメロディを口ずさみ始める。

　──聞こえてない……わけじゃない。少しだけれど、反応はあった……！

　一〇〇〇年という時間が心を壊してしまったのか、あるいはすべてを忘却させてしまったのか。

「俺、日本人です。高校生で、志度義よし弥やっていいます」

　とにかく、語りかけ続けるしかない。

「俺、貴女あなたがシナリオを担当したドルイド・クェーサー５の大ファンなんです。俺だけじゃなくて、妹も。もう何度プレイしたかわからないほどで……」

　反応はない。

　……いや、ほんの少し、口ずさんでいるメロディが乱れたような気がする。

「俺の妹、目が見えないんです。でも、ファンタジーとか大好きで、それで俺が一緒に解説をしながらゲームをしてるんです。最初は発売直前にアクシデントが続いたことや、お城の幽ゆう霊れいのエピソードを怖がったりしてましたけど、たぶん妹にとっても好きなゲームの上位に入ってると思います」

　喋しやべるうちに、俺おれの中で、もう幽霊の反応はどうでもよくなりつつあった。

　目の前に超好きなゲームのシナリオを書いた人がいる。そう思うだけで、俺のゲーマー魂はどんどんヒートアップしていった。

「序盤から本当に波は瀾らん万ばん丈じようで、主人公は酷ひどい目にも遭あうんだけど、酷い目に遭うときには必ず支えになってくれる仲間がいて、物語が暗くなりすぎない。しかも、そういう仲間と力を合わせて困難を切り抜けるカタルシスがちょうど良いタイミングでやってくるから、中だるみもなく、気がついたらラストまで一気にプレイしてました」

　いつしか、歌は止やんでいた。

　が、俺はそんなことはお構いなしに語り続けた。

「特に、散々酷い目に遭わせてくれた魔王の手下を倒すところ！　あそこは最高にスカッとして、倒した瞬間に思わず妹とガッツポーズしてましたよ！　しかも、いつもは汚い言葉なんか絶対に使わない妹が『ザマァ見ろ！』なんて叫ぶくらい熱くなって！」

　もうクエストとか攻略とか関係なく、自分自身の心の奥底から湧わき出してくる衝動のままに、いかにドルクエ５が面白かったか、どれだけ好きなのかをぶちまけていた。

「とにかく、最高に面白かったです！　素晴らしいゲームをありがとうございましたっ！」

　幽霊に深々と頭を下げる。

　俺が言い終えたあと、玄げん室しつはしんとした静寂に包まれた。

　静寂に支配された数秒を破ったのは、幽霊の口から漏れた、

「───────お」

　という小さな言葉だった。

「お？」

　顔を上げると、どういうわけか幽霊がわなわなと打ち震えている。

　え──？

　何ごとだろう、と思ったその瞬間。

「終わるかボケ───────ッ！」

　幽霊の絶叫が玄室に響き渡った。

「だいたい、最初からデスマーチ前提のスケジュールのくせにくだらないダメ出しが多すぎんのよ！　なめてんのか、あの狸たぬき親父おやじッ！」

　その剣けん幕まくに、思わずビクッと反応してしまった。

　背後から聞こえてきた武器を抜く音に振り返ると、幽霊の絶叫に反射的に戦闘態勢を取ろうとしたゲームガルドの面々を柚ゆ比び坂さかがなだめていた。

「……あれ？」

　幽ゆう霊れいはキョロキョロと辺りを見回し、俺おれや他の面々を見回して、

「あー、ここゲームガルドか……。思い出してきた」

　ため息交じりにボリボリと頭を搔かいた。

「今話してたの、君？」

　幽霊にそう訊きかれたので、「あ、はい」と答えた。

「君は見込みがある。私のシナリオの良さがわかるとか、なかなかセンスがいい」

「一度でもプレイすればわかるに決まってます」

「いいこと言った！　君は今、すごくいいことを言った！」

「特にさっき言った魔王の手下のキャラが良かった！　ほとんどの不幸や悲しいことはあいつが原因で、いちいち出てくる度に憎たらしいっていう。俺も最初にやったときは大嫌いでしたけど、二周目三周目をやってみて、このキャラがいるからストーリー全体がぐいぐい進むんだって気付きました。早くこいつを倒したい、って」

「そう、それが狙ねらいなのよ！」

「そしてそれまで虐げられまくるから、倒したときの気持ちよさが半端ないという」

「その通り！　なのに、あのアホプロデューサーは『実はこいつが悪い奴やつではなかった的なサプライズが欲しい』とか言うわけ！　耳を疑ったわよ！　あいつはストレートにバーンって倒してスカッとした方がいいに決まってるじゃない！」

「それは同感です。確かに良い人だった展開は驚くでしょうけど、あれだけ酷ひどい目に遭あわされたあとだとモヤモヤが残りそうだし」

「そうなのよ！　なのに、こんなんじゃ売れないとか、こっちが新人だからってなめてんのよ、あの狸たぬきは！　無む理り矢や理り押し通したけど！」

「いやあ、っていうか、ドルクエ５は大ヒットして、発売から三年経たった今でも名作の呼び声高いですよ」

「マジで!?」

「マジです」

　幽霊は身体からだを小刻みに震わせながら一度うつむき、しかしすぐにふんぞり返って、

「あ──っはっはっはっは！」

　と高笑いを始めた。

「見たか狸親父おやじめ！　これが私の実力だッ！」

　とても嬉うれしそうに高笑いを続ける幽霊を見て、なんだか俺も嬉しくなってきた。というか、クエストとか抜きで、大好きなゲームの話で、しかも制作の中核にいた人を相手に盛り上がれていることが楽しくなっている。

「そういえば、三年経ったって言ってたわよね？　何か面白いゲームは出た？」

「ドルクエはシリーズまだ続いてますよ。もっとも、最近はオンラインゲームの方に力を入れてるみたいですけど。それ以外だと、最近は狩りゲーが超ヒットを飛ばしてますね。あとは、家庭用というか、スマホのアプリ発のゲームとか」

「あー、その辺が強いかー。オンラインも狩りゲーもコミュニケーションツールだから、ＲＰＧとは少し土ど俵ひようが違うんだけどね」

「そうなんですか？」

「ほら、結局みんなでワイワイ遊ぶのが楽しいゲームでしょ、オンラインも狩りも。本質的にはトランプとかと同じ側面を持ってるワケよ。それに対して、ＲＰＧは一人で楽しむ読書みたいなものかしらね」

「なるほど、言われてみれば確かに」

「で、アプリは……まあ、手軽よね。携帯ゲーム機よりもっと持ち運びやすいし、普段ゲームをやらない層も取り込みやすいし」

　さすがプロ、分析が的確だ。

「っていうか、売れてるとか人気があるとかより、君が面白かったと思ったゲームを教えてよ」

「あ、ええと、それだと──」

　俺おれは最近やったゲームのタイトルを数点挙げて、妹の反応の話も交えて話し始めた。

　戦闘関連のシステムが独創的で面白かったタイトルの話や、音楽をシナリオに関連づけて名の知られたミュージシャンを多数起用して音楽に超力を入れたタイトルの話、魅力的なキャラクターが多数登場するタイトルの話。

　どのくらい話しただろう。

　話す度に、幽ゆう霊れいは興味深そうに、懐かしそうに、そして羨うらやましそうに相づちを打った。

　たぶん、羨ましいのは俺がゲームをプレイしたことではないのだろう、と思えた。きっと、創作意欲や対抗意識が燃え上がっているのだろう、と。

「はあ……」

　楽しそうに談笑していた幽霊が一転、深くため息をついた。

「君、いいね。こんなに楽しそうにゲームの話をする子、見たことないわ。でも……」

「……でも？」

「君、救世主なのよね？　見たとこ未成年みたいだけど、いったい何をやったの？」

「え？」

「だって、ゲームガルドに来たってことは──」

　突如、幽霊は言葉を止めて、苦く悶もんの表情で頭をかきむしり始めた。

「ぐああっ……、何よ、口封じってワケじゃないの……？　そんな基本的なことすら、こんな直接的に介入してまで隠したいって……あの連中、今度は何を企たくらんでるのよ……っ」

「どうしたんですか、いったい!?　介入って!?　あの連中ってなんなんです!?」

　苦しそうな表情のまま、幽ゆう霊れいは、

「だったら何もかもこの子たちにぶちまけてやるわ！　いい？　この世界はね──」

　しかし、幽霊の苦く悶もんがさらに大きくなる。言葉を続けられないほどに。

「……もう…………逃げ…………」

　幽霊の身体からだから、ゾクッと背筋が凍りそうなほどの威圧感が放たれ始めた。

　なんだよ、これ……。

　有あり瀬せ香か奈な子この幽霊が、頭をかきむしるのをやめて顔を上げた。

　その顔に、今まで話していた有瀬香奈子を感じられなかった。落ちくぼんだ眼がん窩かにはただ闇やみだけが深く広がり、だらしなく開かれた口からはブツブツと呪じゆ詛そだけが漏れ続けている。完全に、表情が失われた亡者の顔になってしまっていた。

　ただ、機械的に生者を憎悪し、殺さつ戮りくするだけのモンスターの顔に。

　その幽霊が、俺おれに向かって手を広げた。同時に、真っ黒いエネルギーの塊が放たれる。

「な──」

　死んだ。

　そう思った瞬間、俺の前に大きな盾を構えた委員長が何かを叫びながら割り込んできた。俺に向かって放たれた闇属性の魔法が、委員長の盾にぶつかって激しく弾はじけた。

「なんなんだよ、これ……！」

　なおも事態が飲み込めない俺の背中を、柚ゆ比び坂さかがドンと叩たたいた。そして、俺の手に言こと霊だまの首飾りを押しつける。

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

「でも……」

「救世主殿どの！　もう話が通じる相手ではないぞ！」

　連続して放たれる魔法攻撃をことごとく盾で受け止めながら、委員長が叫んだ。直ったばかりの盾が、魔法の一撃を受け止めるたびに軋きしみ、凹へこみ、無残な姿になっていく。

「そうよ！　いつまでボサッとしてんの！　──光よ！」

　レーナも、叫びながら魔法で光をまとわせた矢を撃った。矢は正確に幽霊の胸を射い貫ぬくが、それほど効いたようには見えなかった。

　サリナのクビハネウサギたちも、草食動物らしからぬ連れん携けいで鋭い前歯で首筋を切り裂こうと幽霊に飛びかかるが、いかんせん半透明の幽霊が相手では効いているようには見えなかった。

「倒すつもりで準備はしてきましたが、私たちのパーティはあまり非実体のアンデッドは得意ではないのです！　レーナの弓も私のウサギたちも、的確に急所を狙ねらうことで真価を発はつ揮きするタイプなのです。でも、すでに死んでいるアンデッドには、急所も何もないのですよ！　リムル姐ねえ様さまの盾もすでにあんな状態ですし、いつまでも庇かばいながら戦える相手でもありません！　早く援護をお願いするのです！」

　ぎり、と歯を嚙かんだ。

　もう、方法はないのだろうか。

　あんなに楽しそうに俺おれの話を聞いてくれたのに。

　まるで生きてるみたいに笑っていたのに。

　彼女がこんなことを望んでいるはずないのに！

「有あり瀬せさん！　やめてくれ！　有瀬さんッ！」

　呼びかけても、もう彼女は反応すらしない。

　目の前で俺たちを殺そうと魔法を連発する彼女の姿はおぞましいほどに生者に対する憎しみに満ちていて、とても説得や交渉の余地などありそうになかった。

　仲間を死なせるわけにはいかない。それも、彼女の手で殺させるなんて、許すわけにはいかない。

　それは、絶対に彼女も望んでいないはずだから。

　他の方法を探している余裕は、おそらくない。

　──やるしかないのか……！

　こんな形で、有瀬香か奈な子こを力ずくであの世に送るのは、ものすごく……思いっきり不本意だが！　でも、仲間の命には替えられない。まして、俺も柚ゆ比び坂さかも、なんとしても日本に帰らなければならないのだから、ここで死ぬわけにはいかない。

　最強の防ぼう御ぎよのエキスパートである委員長ですら、長くは保もちそうにない。

　ならば、可能性に賭かけるしかない。

　俺たちのパーティの強烈な主しゆ砲ほうを先に叩たたき込んで、それで終わる可能性に。

　仲間たちを見やる。

　ずっと、柚比坂が俺と幽ゆう霊れいのやりとりをかいつまんで説明していたのだろう、シェリスやティーナの目にも迷いの色があった。

「柚比坂！　シェリスの鉄球に光属性を付与するんだ！　二人はその後に例のコンビネーション！　躊躇ためらうなよっ、もう彼女を救うにはこれしかない……！」

　叫んだ。最後の言葉は、自分に言い聞かせるつもりで。

「了解よ」

　柚比坂は静かに剣を抜いた。

　シェリスとティーナもうなずいて、シェリスはトゲトゲ鉄球を手に身構え、ティーナは杖つえを振りかざして魔法の準備に入った。

「あまねく光の元素よ、我が手に集つどいて、宿り、迸ほとばしり迸り迸れ！」

　柚比坂が詠唱して、剣先でシェリスのトゲトゲ鉄球をカツンと叩いた。同時に、シェリスのトゲトゲ鉄球がギラギラとした攻撃的な白い光を帯びた。

　武器に属性を付与する魔法、『宿れ』で『光属性』を『固定化』、『迸ほとばしれ』で『威い力りよく強化』。つまり、『光』『固定化』『威力強化』『威力強化』『威力強化』の五つの要素で構成された、武器に光の属性を一定時間付与し、かつ威力をかなり高める魔法だ。

　っていうか、こないだより組める要素が一個増えてるじゃねえか！

「風よ」

　そしてティーナが短く一音節の呪じゆ文もんを口にして、魔法を発動させる。

「さっきまでとっても楽しそうでちたのに……」

　シェリスが表情を曇らせて目を伏せた。

「わたくちも、こんなのはなんだか納得できませんわ。──でも！」

　しかし、光を帯びたトゲトゲ鉄球を持つ手にグッと力を込めて、キリリとした顔ですぐに幽ゆう霊れいを見据えた。

「わたくちの大好きな人たちが危険にさらされるというなら、話は別ですわ！　せめて、苦しまないように……食らいやがりませ、渾こん身しんの───────っ」

　シェリスが思いっきりトゲトゲ鉄球を頭の上でぶん回しながら、ダッと間合いを詰めた。

　そして、

「一撃ぃ─────────────ッッッッッッッ！」












　玄げん室しつ内の空気をグッチャグチャにかき混ぜながら、ギラギラと輝きながら付与された属性を誇示する凶悪な得え物ものを、力一杯振り下ろした。

　実体がないはずの有あり瀬せ香か奈な子こに──もう有瀬香奈子ではなくなってしまったかもしれない幽ゆう霊れいに、魔法の光を帯びて輝くトゲトゲ鉄球による強烈な一撃が、それはもう気持ちいいくらいにクリーンヒットした。

　ヒットするなり、帯びていた光がガリガリと半透明の身体からだを蝕むしばむように削っていく。

「やったか!?」

　だが、無常にも、ゴトリと床に落ちたトゲトゲ鉄球の上では、まだ半透明の幽霊の身体が揺らめいていた。

　かなり存在感が薄くなり、苦しそうにうめいているけれども、有瀬香奈子だった幽霊は未いまだ健在だった。

　ぐっ……。

　シェリスが次の攻撃に移るまで、委員長の盾が果たして保もつだろうか。

　委員長の盾がダメになる方が早ければ、全滅コース……。

　一瞬、絶望が心を埋め尽くそうとする。

　だが。

　幽霊の苦しそうなうめき声が、失われた禍まが々まがしい存在感が、俺おれに「もしかしたら」と思わせた。

　最近ではモンスターのライフゲージが表示されるようなゲームもあるが、多くのＲＰＧでは敵の残り体力などまるでわからない。

　しかし、現実では、傷の付き方や血の流し方、表情、声など、それを推測できる判断材料がある。

　もう、ギリギリなのではないか。あと一撃で倒れるのではないか。

　そう思わせるくらいには、有瀬香奈子だった幽霊は弱って見えた。

　思った瞬間には走り出していた。言こと霊だまの首飾りのチェーンを絡めたままの右手で聖なるダガーを抜き、左手で『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー（救世主仕様）』から光のタリスマンを引き抜きながら。

　他の誰かの次の行動を待つよりは、俺が動く方がたぶん早い。

　そして、今は俺もティーナの魔法の影響下にあるのだ。

　つまり攻撃は絶対に当たる。あとは、タリスマン起動のタイミングさえ誤らなければ！

「うおおおおおおおッ！」

　俺たちを守ってくれていた委員長の脇をすり抜けて、真まっ直すぐに幽霊の元へ──

　だが、雄お叫たけびを上げながら突進する足の下で、何かがカチリと音を立てた。

　──え。

　ひゅん、と風を切る音が聞こえて、真っ正面の壁から飛んできた矢が俺おれの脇腹を貫いた。

　痛いというより、熱い。燃えるように。そんな感覚が、脇腹から全身へと燃え広がっていくようだった。

　未発見の……罠わな……？

　マジか、神様。よりによってこのタイミングかよ……。

　誰かの悲鳴が聞こえた。

　もしかしたら、女の子たち全員かもしれない。委員長たちの声も混じっているかもしれない。が、確認している余裕は、もちろんない。

　──クソっ！

　俺が不運に見舞われるのは、まあいい。でも、ここで俺がしくじったら、みんなまで酷ひどい目に遭あうっていうのに。死ぬかもしれないのに。

　それだけは……それだけは勘かん弁べんしてくれよ、神様。

　──いや、違う。

　神様がなんだ。不運がなんだ。

　即死じゃない。俺の身体からだは、まだ動く！　意識もある！　痛かろうが苦しかろうが、まだ動けるのだから、何も終わっちゃいないッ！　不運ごと、覆くつがえしてやる！

　俺は、脇腹の傷口が痛むのを完全に無視して、幽ゆう霊れいに向かう足を止めなかった。

　しかし、やはりトラップで矢を受けたアクシデントのせいで、一瞬の遅れが出てしまっていた。

　おぼろげになった幽霊が、両手を掲かかげて魔法を使おうとする。

　間に合わないのか……!?

　痛みよりも口惜しさで、口元が歪ゆがんだ。

　──だが、その瞬間。

「ホホホ、ヨシュア様！　このようなところにお隠れになっても、わたくしの愛の前には無駄でございますわッ！」

　金色の大きな戦せん斧ぷを手に、高笑いをしながら──、

　イルザが玄げん室しつに飛び込んできた。

　玄室のほぼ中央、床でまだギラギラと輝きを放っていたトゲトゲ鉄球の光が、金の戦斧の刃にギラリと反射する。

　その反射した光が幽霊の目に直撃したらしく、幽霊が両手で自分の目を庇かばった。

　それで、俺が失った一瞬以上の隙すきが生まれた。

　ああ、愛の力って、案外本当にあるのかもしれないな。

　よろめく足で走りながら、俺はダガーの間合いまで近づいて、そして──

「ごめん。これで……終わらせるから」

　有あり瀬せ香か奈な子こだった幽ゆう霊れいの胸に聖なるダガーを突き立て、左手の親指に力を入れてタリスマンを起動させた。

　幽霊の半透明の身体からだの内部で、真っ白い光が炸さく裂れつする。

「きゃあああああああああ───────」

　断だん末まつ魔まの声が響き渡った。

　それと同時に、ただでさえ薄くなっていた幽霊の身体が霧む散さんしていく。

　と、幽霊はその両手を、自分の胸に刺さったダガーを握った俺おれの手に──言こと霊だまの首飾りのチェーンを巻き付けたままの手に重ねた。

「ナイスファイト」

　そう言って、にいっと笑う。

　その顔は、戦闘が始まる前に俺と話していた有瀬香奈子のものだった。

「ありがとう、おかげでまた出てこられたわ。って、もう時間がないわね。そこの君」

　幽霊は──有瀬香奈子は、ティーナに向かって言った。

「あたしの言葉、わかるよね？　救世主君の言霊の首飾りに触れてるし」

　ティーナがうなずくのを見て、有瀬香奈子は言葉を続けた。

「その呪のろい、あたしが寝起きにドワーフの一団にかけたヤツよね？　まあ、叩たたき起こされたりスマホ盗まれたり、呪った後も通路の壁をガンガンやられたりで迷めい惑わくはしたけど、スマホも返してくれたし、あたしも大人げなかったから、呪いを解いてあげるわ。まあ、今思えば、親のやったことは子どもには関係ないし」

　けれど、ティーナは有瀬香奈子を真まっ直すぐに見て、

「呪いは解かなくていい」

　と、キッパリ言い切った。

「この体質を憎んだこともあった。どうして私は普通に魔法を使えないのかと泣いたこともあった。でも、今はこの体質も含めて、私は私に誇りを持っている」

　いつもあまり表情を顔に出さないティーナだが、今、幽霊に語りかけるその横顔はとても熱っぽかった。

　特に、目が、揺るぎない決意に満ちていた。

　おそらく、ティーナはしっかりと考え抜いて、心を決めたのだろう。

「ヨシュア殿どのが選んでくれたのは、この私。一日に四回しか魔法を使えなくて、威い力りよくも範はん囲いも制御できなくて、でも、特別強力な魔法を使える、このティーナ・ディアボラ。今の、この私。だから、呪いはこのままでいい」

「いいの？　それで」

　有瀬香奈子の問いに、ティーナは迷いなくうなずいた。

「ふうん。……良いパーティじゃん」

　有あり瀬せ香か奈な子こは俺おれに向かってそう言って、またにいっと笑った。

「でしょ」

　俺も、矢の刺さった腹の痛みをこらえながら、無む理り矢や理りにそう言って笑みを返す。

「あー、残念。あいつらを悔しがらせるためにも、全部君たちに教えてあげたかったのに、さすがにそこまでの時間は残ってないわ。せめて、棺ひつぎの中にあるあたしのスマホは君が持って行って」

　まるで、有瀬香奈子の身体からだが空気に溶けていっているようだった。

　すでに輪郭も曖あい昧まいになり、目をこらさなければいるのかどうかさえわからなくなりつつある。

「祈ってるから。君たちは、生きて日本に──」

　そこまで言って、そのまま、消えた。

　俺はその場でへたり込むように膝ひざを突き、大きく咳せき込こんで血を吐いた。

「いってえ……」

　苦しい。痛い。血と胃液の混ざり合った味が不快だ。

　だが、それ以上に、ムカムカと腹が立ってきていた。

「くそっ！　なんなんだよ！　おかしいだろ、こんなの！　完全に条件コンプリートしてグッドエンドの流れだったじゃねえかよ……！　ゲホッ」

　使い終わったタリスマンを床に叩たたきつけ、それでも飽き足らずに床を殴りつけた。

　だが、その手もすぐに柚ゆ比び坂さかに取り押さえられた。

「何をやっているの！　バカじゃないの!?　大人しくしなさい、暴れたら傷が悪化するでしょ、もう！」

「そうですわ！　ヨシュア様、大おお怪け我がをしていらっしゃるんですから……！」

「とにかく、シェリス、矢を抜いて。私はヨシュア殿どのに治癒魔法をかけるから」

　目的は果たしたはずだった。

　なのに、納得がいかない。

　もっと彼女と話したかった。

　色々聞かせてほしかった。

　この世界で彼女の身に何があったのかも、なぜこの世界に来ることになったのかも。

　いや、彼女が知っていたこの世界に関するあらゆることを。

　帰る手段のことを。

　それだけじゃなくて、純粋に大好きなゲームの制作秘話や苦労話を聞きたかった。

　もっと、もっと、ゲームの話をしたかった。

　可能ならば彼女が生き返れる方法を探して、一緒に日本に帰りたかった。そして、彼女にはまた面白いゲームを作ってもらいたかった。

　妹の真ま理り亜あと一緒に、夢中になれるゲームを。

　……なのに。

　なのに！

「消える瞬間の彼女は、とても清すが々すがしい顔をしていたな」

　誰にともなく、委員長が言った。……が、そんなふうを装いつつも、明らかに俺おれに対して言った言葉だっただろう。

「そう……かな？」

「そうよ。笑っていたわ」

　柚ゆ比び坂さかが答えた。

　そうなのだろうか。

　有あり瀬せ香か奈な子こは、満足して逝いけたのだろうか。

　俺にはわからない。

　わからないけれども、そう信じようと決めた。結果として戦いはしたが、ＨＰを削りきったから彼女は消えたんじゃない。

　自我を取り戻して、俺たちに何かを託して、安心して逝ったのだ。

　仲間たちに介かい抱ほうされながら、俺は最後の最後で偶然にも絶妙なアシストをしてくれたイルザに顔を向けた。

「イルザ、助かった。ありがとうな」

　何が起こったのか理解できないでポカンとしていたイルザの顔が、途端に真っ赤に染まった。

「え？　そ、そんなっ、お礼を言われるようなことをしたつもりはございませんわっ」

　もじもじするイルザの後ろから、またメイドさんたちがプロの軍隊みたいな身のこなしで現れた。

「お嬢様！　謹きん慎しん中だと何度言えば」

「失礼します！　失礼します！」

「また逃げ出すなんて、いけないお嬢様ですわ！」

「これも大おお旦だん那な様のお言いつけでございますので！」

　などと口々に叫びながら、自分たちのお嬢様をタコ殴りにし始める。

「ちょ、お願いやめ……反省してますからやめてくださいでございますわ──っ！」

　ああ、結局こんな展開になるのか。

　やれやれ、と思いながら、俺も大人しく仲間たちの治ち療りよう行為に身を委ねて目を閉じた。

　そして、祈る。




　願わくば、彼女の魂が、故こ郷きようである日本へ帰れていますように──、と。





エピローグ




　矢傷を治してもらって、懐中典灯マジツクランタンの光で『冒険の書』を確認する。

『火の月五八日／かつての救世主を撃破、あの世へ送り、クエストクリア』

　俺おれの後ろから『冒険の書』を覗のぞき込んだシェリスとティーナは、

「やりましたわ！　またまたクエストクリアですわ！」

「やった」

　と嬉うれしそうにハイタッチをした。

「私たちの『冒険の書』にもクエストクリアの文字が浮かび上がっているな」

　委員長も、自分たちの『冒険の書』を確認しながら言った。

「きっと、一緒に戦ったから協力してクリアしたと判断されたのです」

「なーんか納得いかないなあ。あたしたちだけでも倒せたのに」

「レーナ、この盾を見てもそんなことが言えるのか？　おそらく、私たちだけでは倒しきる前に盾がダメになっていた。救世主殿どののパーティの桁けた外はずれた攻撃力があってこそ、なんとか倒せたのだ。まさに辛勝、紙一重の勝利だった」

「うっ。そ、それはそうだけどさ……」












「状況判断が甘すぎる。弓を使うレーナは一歩引いたところから戦場を見渡せるのだから、もっと冷静に戦況を見極められなくてどうする」

「うう……」

「今回は発言がうかつすぎました。言われても仕方ないと思うのです」

　……なるほど、確かに委員長は厳しいな。

「まあまあ。今のは単なる負け惜しみで、本気じゃないだろ」

　俺おれは委員長たちの会話に口を挟みながら、棺ひつぎの中を覗のぞき込んだ。棺の中には、白骨化した遺体と、ゴールドカラーのスマートフォンがあった。

　その、託されたスマートフォンを拾い上げる。

「まだ納得できてないの？」

　柚ゆ比び坂さかに訊きかれた。

　もしかしたら、不ふ機き嫌げんさが顔に出てしまっていたのだろうか。

「いや……結果的に全員無事だったし、クエストもクリアできたし、彼女も最後は自分を取り戻して、笑って逝いったんだから、万事ＯＫなんだろう」

「ええ、そうよ。ハッキリ言って、非の打ち所のない結果だわ。さすが、救世主様の面めん目もく躍やく如じよね」

　でも。

「とにかく、この世界には神様みたいなヤツがいて、そいつが管理していることはハッキリしたな」

「そうね。彼女──有あり瀬せ香か奈な子こさんの言葉を信じるなら」

「彼女が俺たちに噓うそをつく理由はないと思う。そして、さらに言えば、その神様だか神様たちだかを有瀬さんは知っていた。面識さえありそうな口ぶりだった」

「ええ」

「彼女が言おうとしたことは、その神様にとって都合が悪かったんだよな。だから、彼女は戦わされた」

「そうね」

「おかしいよな、こんなの。彼女は幽ゆう霊れいとはいえ、一人の個人だった。それを、ゲームのキャラクターを操作するみたいに、あんなふうにさ……！」

「それを言うなら、私たちだってそうでしょう？　勝手に連れてこられて、帰りたければクエストを解け、なんて言われているんだから」

「そりゃそうだが……」

「いずれにしても、私たちが目指すところは一つよ。あの塔にたどり着いて、日本に帰る。こんな性悪なことをする相手なら、きっとその過程でまた妨害をしてくるはずよ。そのときに引きずり出して、とっちめてやればいいわ」

　その言葉を聞いて、柚ゆ比び坂さかも少なからず腹を立てているのだ、ということに気がついた。

「ああ、そうだな。そのときは思いっきりぶん殴ってやる」

　柚比坂の冗談に軽口を返しながら、俺おれはパタンと閉じた『冒険の書』をウエストバッグに仕し舞まった。

「やっと笑ったわね」

　やれやれ、と柚比坂が肩をすくめた。

「とにかく、これでイルザさんに命を狙ねらわれずに済むわね」

「ああ、そういえば、その問題もあったっけ」

「その点に関しましては、わたくしどもがしっかりとお嬢様に言い含めますので」

　目を回したイルザの首根っこを摑つかんで撤収しようとしていたメイドさんの一人が、俺たちに向かって深々と頭を下げた。

　その脇で、引きずられていたイルザの荷物からこぼれ落ちた『冒険の書』を拾い上げた別のメイドさんが、その中を何気なく見て「えっ」と目を丸くした。

　そして、頭を下げていたメイドさんに、

「隊長、これを」

　と『冒険の書』の中身を見せた。

　見せられた方のメイドさんも、見た瞬間に驚いた顔になった。

「どうしたんです？」

「それが、お嬢様の『冒険の書』に『火の月五八日／かつての救世主の撃破に協力し、クエストクリアをアシスト』という文章が浮かび上がっているのですが、わたくしどもが駆けつける前に何があったのでしょうか？」

「それが愛！　なのでございますわ！」

　いつ目を覚ましたのか、復活したイルザが仁王立ちで、金色の戦せん斧ぷを堂々と掲かかげていた。

「愛あればこそ！　愛いとしい人のピンチに駆けつけることができたのでございますわ！　ああ、これこそが運命！　赤い糸の奇跡！」

　熱っぽく語るイルザだったが、

「あの子、この玄げん室しつに飛び込んできたとき、『こんなところに隠れても無駄』みたいなことを志し度ど君に言っていたわよね？」

「アンナ様の仰おつしやる通りですわ。明らかに、ストーカー的にヨシュア様を殺そうと追いかけてきた感じでちたわ」

「何かをしたというより、たまたま入ってきたら戦斧が光を反射して幽ゆう霊れいの隙すきを作ることになっただけ」

「まあ、結果として救世主殿どのの最後の一撃をサポートすることになったわけだが」

「それでアシストしたなんて文字が『冒険の書』に浮かび上がったの？　それって功績になるってこと？　なんかメチャクチャ納得いかないわ……」

「同感なのです。運が良いにもほどがあるのです」

　当方の女性陣や聖なる盾隊の面々は、至って冷め切った声で口々に実情を語るのだった。

「でも、実際にイルザに助けられたのは事実だからなあ……。イルザがあのタイミングで来てくれなかったら俺おれの一撃は間に合わなかったし、そうなったら戦闘はもっと長引いてかなり不ま味ずいことになっていた気がする。きっと死人も出ていた。それを防いでくれたって意味では、アシストじゃなく一緒にクリアした扱いでもいいくらいだと思うぜ」

「ああ、ヨシュア様……」

　イルザが乙女チックに両手の指を組んで、熱い視線を俺に向けてくる。

「ヨシュア様、そんなことを言ったら、ますますイルザが熱を上げてちまいますわ」

「それはちょっと困るが……でも、偶然でもなんでも、助けてもらったことは事実だ。その事実には、経けい緯いも人柄も関係なく感謝するべきだと思うんだ」

　柚ゆ比び坂さかもシェリスも、ティーナまでも、肩をすくめて諦あきらめ気味に苦笑いした。

「なんだか、シェリスさんとティーナさんをパーティに誘ったときを思い出すわね」

「もう、これは直しようがないヨシュア様の性格なのですわ」

「でも、そこがヨシュア殿どののいいところ」

　そんな中、イルザはいそいそと俺の近くまで寄ってきて、

「さあ、ヨシュア様！　ヨシュア様を殺す必要がなくなった今こそ、わたくしとパーティを組んで愛の冒険に旅立つときですわ！」

　と言いながら俺の手を握ろうとした。

　が、その瞬間、メイドさんたちは、

「いいえ違います！」

「救世主様はすでにシェリスお嬢様たちとパーティを組んでおいでです！」

「逆に、お嬢様がそちらのパーティに加えてくださいと頭を下げるのが筋というもの！」

「それなのに、お嬢様ときたらまだそんなことを！」

「愛を理由にすればなんでも許されるわけではございません！」

「そもそも、本来ならその戦せん斧ぷもお嬢様が勝手に救世主様のお屋や敷しきから持ち出した物で、そのお支払いもまだだというのに！」

　と口々にイルザを糾弾し始めた。

「あ、貴女あなたたち、わたくしに口答えするなんて……」

「いいえ、お嬢様、大おお旦だん那な様より、『今後、娘が間違ったことをしでかしたら容よう赦しやなく修正してやってほしい』と仰せ付かっておりますので」

「いざとなれば、実力行使も許可されております」

　メイドさんたちがそれぞれ、自分の武器に手をかける。

　イルザは不自然に視線を彷徨さまよわせながら、

「き、今日のところは、これにてお暇いとまでございますわ！　愛いとしのヨシュア様をお助けするという大切な用事は果たしましたもの！」

「お嬢様、ダウトでございます」

「そもそも、まだ謹きん慎しん中でございます」

　なんだろう、メイドさんたちが極きよく端たんに厳しく、そして頼もしくなった。

「だ、だから、素直に帰るって言っているのでございますわ！　ああ、愛しい愛しいヨシュア様、こんなふうに家の都合で引き裂かれるなんて、なんという不幸！　でも、このイルザ、このような理不尽には負けずに、また近いうちにお目にかかりに参上する所存でございますわ！」

「理不尽でもなんでもないし、むしろその理不尽とやらに頑張ってほしいと思うんだが」

「またそんなふうに照れて意地悪を仰おつしやいますのね。でも、そんなところも大好きでございますわ！」

「だから違うっての！　っていうか、聞けよ、人の話を！」

　しかし、イルザは俺おれの言葉なんか一ミリも聞かず、高笑いをしながら風のように玄げん室しつを出て行った。

　メイドさんたちも申し訳なさそうに深く一礼をして、自分たちのお嬢様を追いかけていった。

「……やっと静かになったわね」

　まったく、やれやれだ。

「とにかく、これで命を狙ねらわれなくて済むな。今後はメイドさんたちもストッパー役になってくれそうだし」

「だといいですけれど」

「ことあるごとに押しかけてきて、ヨシュア殿どのに迫りそうな気しかしない」

「……それをティーナさんが言うのもどうなのかしら」

　とにかく、俺たちは玄室を出た。

　玄室を出てすぐの通路の壁にある何かを削り取ったような跡を見ながら、

「そういえば、この傷はティーナの親がやったのだというようなことを幽ゆう霊れいは言っていたな……」

　と委員長が呟つぶやいた。

「そういえば、何かガンガンやってたとか言ってたな」

「どうちて、ティーナのお父さんはそんなことをしたんでしょう……？」

「確かに……」

　腑ふに落ちない。

　命からがら逃げてきた、という者の行動とは思えないのだ。

「ここには、何が書いてあったんだろうな」

「ピラミッド……私たちの世界で一番有名な墳ふん墓ぼの壁には、『死者の書』と呼ばれる宗教書が記してあったそうよ。葬ほうむられた死者が死後も神に祈りを捧ささげられるように、というような意図だったらしいわ。他に考えられるとすれば、葬られた死者の偉業なんかを描くケースかしら」

「だとすれば……ティーナの親父おやじさんは、一人逃げ出した卑ひ怯きよう者ものなんかじゃなかったのかもしれない」

　俺おれは、ぽつり、と推測を口にした。

「有あり瀬せ香か奈な子こが──幽ゆう霊れいは『呪のろった後に壁をガンガンやっていた』と言っていたのだから、ティーナの親父さんが壁に傷を付けたのは仲間たちを殺され逃げている最中だったはずだ。でも、そんな目に遭あって逃げ出したのに、こんな玄げん室しつの側に留とどまるとは思えない。彼女が玄室を出て追いかけてきたら、ここじゃすぐ追いつかれるからな。きっとティーナの親父さんは死を覚悟した上でその作業をやっていたんだと思う」

「しかし、そうまでして何を消そうとしたと言うのだ？　宗教書にしても過去の救世主の偉業にしても、命を賭かけて消す必要があるとは思えないが」

「いや、逆に、あったと仮定してその理由を考えれば見えてくるものがある。おそらく、ここに刻まれていたのは救世主の偉業だった。あるいは、謝罪の言葉か。とにかく、ここに葬られたのが救世主だと一目でわかるようなモノだったんだと思う」

「今ひとつ救世主殿どのの言いたいことがわからないのだが」

「だって、救世主の墳墓を暴き、あまつさえ中の副ふく葬そう品ひんを強奪するなんてのは、救世主に対する冒ぼう瀆とくだろ？　それ、この世界ではかなりの汚名になるんじゃないのか？」

　なるほど、と委員長がうなずいた。

「おそらく、ティーナの親父さんは自分のためじゃなく、死んだ仲間のためにやったんだと思う。魔が差した仲間たちに汚名を着せないためにこの墳墓の主の素性を隠して、そして自分一人で卑怯者の汚名を被かぶって話題の矛先を逸そらしたんだ」

「確かに、今まで、ここが誰の墳墓なのかを隠すことには成功していたわよね」

「ああ。理由はわからないが、墳墓を築いた当時の人たちも色々隠したかったみたいだしな、記録にもほとんど墳墓のことが残っていなかったことも幸いしたんだろう」

「まさか、そんな……」

　呟つぶやいて、レーナがちらりとティーナの方を見た。

「まあ、証拠は何一つないただの推測だ。いや、推測ですらない。ただの想像と言うべきかもな」

　黙って聞いていたティーナは何を思っていたのだろう。表情の薄いティーナの感情はとても読みにくい。

　ただ、壁の傷をじっと見つめるその横顔には、もう父親を嫌って逃げ出したときの憂いは残っていない気がした。

「よかったな、ティーナ」

　委員長がティーナにそう微笑ほほえみかける。

　ティーナは少し照れ臭そうに顔を背けた。

「……どうせ、訊きいたって何も言ってはくれないと思う。それに、もしヨシュア殿どのの想像が正しいのだとしたら、その秘密は暴かれるべきじゃない。だから、これからも何も変わらない」

「そうだな。きっと、娘の父親を見る目以外は、何も変わらないだろうな」

「……」

　委員長の言葉に、ティーナはますます照れ臭そうな顔をしてうつむくのだった。





　　　　＊






　旧坑道跡を出ると、案の定というかなんというか、街はお祭り騒ぎになっていた。

　おそらく今回は夜の闇やみの中壁が光って動いただろうから、さぞ光のショーが美しく見えたことだろう。

「さて、私たちは別のパーティらしくここで別れるとしよう。今日帰ってきたばかりのこの盾も、また修理に出す必要もあるしな」

「ああ、わかった。すまなかったな、俺おれたちを守るために盾をそんなにしちまって」

「何、こちらも念願のクエストクリアの名めい誉よを手に入れられたのだ、代償としては安いものさ。それに、防ぼう御ぎよの専門家としては、仲間が傷つくのを見るくらいなら自分がボロボロになった方がマシというもの。盾だけで済んだのなら、むしろ御の字だ」

「確かに、『聖せい騎き士し』の実力には感服したよ。あれだけの魔法を全部防ぎきるんだから」

「そうよ。魔法を盾で防ぐのって高等なスキルなのよ！　姐ねえさんじゃなかったら、全員が無傷なんてありえないんだから、感謝しなさいよね！」

「ああ、感謝してる。ありがとう」

「うっ。な、なんで素直にお礼とか言うのよ！　なんかあるでしょ、なんで本人じゃなくてお前が言うんだ的なお約束が！」

「そのキレ方はさすがに理不尽すぎると思うのです」

「まったくだ。すまないな、救世主殿」

「いやいや、理不尽ったってイルザほどじゃないさ。じゃあ、日を改めて、どこかで祝杯でもあげようぜ」

「それは名案だ。良い店を探しておこう」

　そう言って手を振ると、委員長たちは人混みの中へと消えていった。

「報告は明日でいいですわよね？　さすがにヨシュア様もあんな大おお怪け我がをしたあとではお疲れでしょうし」

「そうね。カビ臭くて埃ほこりっぽいところで大立ち回りをやったあとだもの、早く帰って汗を流したいわ」

「まったく同意」

「ああ、それでいいんじゃねえのか。どうせ明日の朝には学院に行くんだしな」

　適当に相づちを打ちながら、しかし、俺おれは考えごとの方に集中しつつあった。

　一〇〇〇年前の救世主は、思った通り有あり瀬せ香か奈な子こだった。

　ということは、やっぱり、どんな形でかはわからないが、時間がねじ曲がっているということだ。

　それに──

「浮かない顔ね。まだ彼女のことを悔やんでいるの？」

　柚ゆ比び坂さかに言われて、俺は顔を上げた。

「いや、そういうわけじゃねえよ」

「気にしない方がいいわよ。あれは志し度ど君にはどうにもできなかったと思うわ」

「ああ。だからこそムカついてるってのはあるけどな。俺が考えてたのは、時間がどうにかなってるなら、今、日本ではどのくらい経たったのかな、ってことだよ」

「単純計算でここでの一〇〇〇年が日本の三年だとしたら、こっちでの一年はおおよそ日本の一日ってことになるわよね」

「まあ、ホントに単純に時間の流れが違うならな」

「でも、考えるだけ無駄だと思うわ。どんなに考えたって、検証も確認もできないもの」

「まあな。あと、もう一個考えてることがある。それは、有瀬香奈子に介入してモンスターにさせちまった神様が何者で、そいつが隠したかった情報はなんだろう、ってことだ」

「それこそ、もう知りようがないわ」

「だな。もしかしたら、こいつの中にその情報が入ってるかもしれないが」

　俺はポケットから金色のスマートフォンを取り出して、眺めながら言った。

「仮に中の機械が無事だったとしても、さすがにバッテリーは空でしょう？　充電の方法もないし、結局は知りようがないわよ」

「そうなんだよな。……でも、一〇〇〇年前のゲームガルドで、彼女はいったい何を摑つかんだんだろう。この世界の──クエストの意地の悪さから考えても、神様が都合の悪い情報を摑まれるなんてヘマをやるとは思えないんだよな」

「それは……まあ、そうね」

「だとしたら、口ぶりからしても、有あり瀬せ香か奈な子こはその情報をゲームガルドではなく日本で知った、って考えるべきかもしれない」

「確かに、そう考えることはできるけれど……なんだかきな臭い話ね。まるで、その情報を知ってしまったからゲームガルドに喚よばれた、みたいに聞こえるわ」

　確証があるわけではない。

　ただの勘だが、その線はとてもありそうな気がする。

「そう仮定した場合、俺おれたちはなんで選ばれたんだろうな？」

「少なくとも、口を封じられてしまうような秘密を握った記憶はないのだけれど」

「俺もだ」

　そもそも一介の高校生に秘密を握られる方がどうかしている。

　しかし、もうすでに『クエストを解くため』にこの世界に喚ばれた、なんてお気楽に考えることはできなくなっていた。

「もう少し、歴代の救世主に関して調べてみた方がいいかもしれない」

「そうね」

　壁の移動に浮かれて、路上にまで出て乾杯を繰り返すドワーフたちや、好き勝手に楽器をかき鳴らすエルフたちの間をすり抜けながら、そんな話をしていて、ふと、通りの向こう側の路地に見知った顔を見つけた。

　人混みの中でも異様に目立つ美少年、リック・ヘンドリーが、深くフードを被かぶって顔を隠した小柄な誰かと話している姿を。

　──ああ、そういえば、今回はリックにもずいぶん世話になったっけ。

　色々情報をもらったし、ヘンドリー商会のお店にも色々無理を聞いてもらった。今回のクエストクリアに関して言えば、リックだってアシスト扱いでいいくらいだと思う。

　一言、お礼を言っておこう。そう思って、

「悪い、ちょっとあそこにいるリックに一言お礼を言ってくるよ」

　と仲間たちに告げて、リックの方へと人混みを縫って近づいた。

「おーい、リック──」

　そう呼びかけた瞬間、一陣の風が吹き抜けていった。

　うわっと両腕を顔の前で交差させて目を守った直後、リックと話していた小柄な人物のフードが風を受けてふわりと外れた。

　露あらわになったその顔は──、

「光こう一いち郎ろう!?」

　見間違えるはずがない。

　俺のゲーム仲間で、クラスメイトの古ふる掛かけ光一郎だった。つまり、日本にいるはずの、ゲームガルドにはいるはずのない人間だ。

　可能性として、光こう一いち郎ろうもこっちの世界に喚よばれたということも考えられる。

　しかし、言葉も通じないこの世界で、異世界から来た人間が救世主（候補）としてもてはやされる世界で、誰にも知られずにひっそりと降臨できるとは思えなかった。

　まして、リックと旧知の仲のように振る舞っているなんて──。

「おい、光一郎っ！」

　大声で叫び、駆け寄るが、光一郎は逃げるように身を翻して路地の奥へと姿を消した。追いかけようと俺おれも路地に駆け込もうとするが、リックがまるで俺の行く手を阻むように立ちはだかった。

「おい、リック、なんのつもりだ」

「やあ、ヨシュア君。怖い顔して、どうしたんだい？」

「どうしたもこうしたもないだろ。なんで邪じや魔まをするんだ」

「邪魔？　なんのことだい？」

　こいつ、すっとぼける気か。

　どういうことだ……？

「今話してたヤツは誰だ？」

「誰って、よく店に来てくれる常連さんだよ」

「名前は」

「ええと……そういえば、聞いたことないな」

「噓うそつけ。常連なんだろ？」

「いや、その……でもまあ、店の人間と客の間柄なんてそんなもんだよ。飲み屋でもあるまいし、言葉よりお金や商品のやりとりの方が目的なんだから」

「……ホントかよ」

　絶対に噓だろ、と思ってリックを睨にらみつける。リックは困った顔をした。

　と、女の子たちが突然走り出した俺を追いかけてやってきた。

「ヨシュア様、いったいどうなさいましたの？」

「知り合いを見かけたんだよ。俺たちの世界にいるはずの人間をな」

「他人のそら似じゃないかなあ。きっと見間違いだよ。ヨシュア君の世界の人がゲームガルドにいるはずないじゃないか」

　その通りだ。しかも、俺を避けるように逃げるなんて……。

「柚ゆ比び坂さかも見ただろ？　今のは俺たちのクラスの古ふる掛かけ光一郎だったじゃないか」

　申し訳なさそうに、柚比坂が首を横に振った。

「ごめんなさい、私は顔までは見ていないわ」

「ほら、アンナさんも見てないってさ。きっと気のせいだって」

　見間違い？　他人のそら似？

　もう、ワケがわからなくて頭がどうにかなりそうだった。

「ギリギリの戦闘で大おお怪け我がをした後ですもの、きっとお疲れなのですわ」

「確かに、身体からだの傷は治っていても、あんな綱渡りの戦闘だったのだから、精神は磨すり減っているはず」

「でも」

　納得できない俺おれの肩を、柚ゆ比び坂さかがポンと叩たたいた。

「どっちにしても、彼は主張を変えないわよ。もうきっと追いかけてもその人は見つからないでしょうし、探すにしても日を改めて作戦を練った方がいいわ」

「……それはそうだが」

「だから、ここで粘っても時間の無駄よ。さっさと帰って身体を休めた方がいいわ」

　残念だが、確かに柚比坂の言う通りだ。

「アンナ様の仰おつしやる通りですわ！」

「私もそう思う」

　言いながら、シェリスが俺の右腕を、ティーナは左腕をガシッと摑つかんで引っ張り始めた。

「おい、ちょ……」

「いいから、ほら、帰るわよ」

　柚比坂にまで背中を押されて、俺は仕方なく帰き途とについたのだった。





あとがき







　新シリーズが始まると酒が美う味まい！

　どうも、おかざきです。

　お酒といえば、今回は作中に『キマイラのミルク』というお酒が登場します。水で割ると白くなる、というお酒ですが、実は『ライオンのミルク』と呼ばれる『ラク』というトルコのお酒が元ネタになっています。私もまだ吞のんだことはないので、今度取材に行きたいなあ、なんて思っています。……吞みたいだけじゃないよ。仕事だよ。

　ゲームガルドの食文化はもちろん創作なのですが、これまた実はトルコ料理を参考にしていたりします。串くし焼やきが多い、ってのはシシュ・ケバブのことです。また、野菜をくりぬいて中に具を詰める料理もトルコにはありまして、作中ではわかりやすく肉詰めと言っていますが、具は挽ひき肉にくだけじゃなくお米や刻んだ野菜も混ぜたりします。詰められる側も、ピーマンだけじゃなくトマトだったりナスだったりと多種多様です。

　ああ、書いてるだけでお腹なかが減ってきました。トルコ料理って世界三大料理に数えられてるわりには、ちゃんとしたレストランって少ない印象です。一度、一巻の執筆中に「近くにトルコ料理のお店があったら、取材と息抜きをかねて食べに行こう！」と思って探したのですが、これが少ない少ない。ファーストフード的なケバブサンドのお店がほとんどでした。良いお店を近いうちに探し出そうと決意しました。

　あ、あと、あまり主流ではないようですが、トルコにもパスタのような麵めん料理はちゃんとあります。『ない』ってのはゲームガルドの話ですので。それに、イスラム圏では敬けい虔けんな人はお酒を飲まないので、その反動かスイーツ文化もバッチリ花開いています。ただし、それはもう甘くて甘くて、日本人にはちょっと合わないみたいですけど。

　さて、では謝辞など。

　素敵なイラストを書いてくださったぺこ先生、ありがとうございます。ゲームガルドは肌色率がどうしても高くなる困った設定なので、毎回イラストを拝見するのが楽しみで仕方ありません。担当編集のＫ様と、補佐をしてくださっているＳ様にも、毎回私のアホなミスをキッチリ見つけて頂きまして、感謝しつつ、お仕事を増やしてごめんなさい。

　他、編集部の皆さま、営業の皆さま、印刷所や書店の皆さま、この本に何らかの形で関かかわってくださったすべての皆さま、本当にありがとうございました！

　そしてこの本を買ってくださったあなた様にも、心より御礼を申し上げます。

　今回は少しシリアス分が多めでしたので、次巻はちょっと攻略は脇に置いて、日常的なシーンやイチャイチャを多めにしてお送りしようと思っております。次巻も、そして今後ともゲームガルドシリーズをよろしくお願いいたします！
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